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環境保護について 


ダイムラー*クライスラー社では、大気汚染の抑 

制、資源の有効利用をはじめとする環境保護対策 

に取り組んでいます。環境保護のために、お車を 

お使いになるとさはじ(下の点にご協力ください。 

◊タイヤの空気圧び適正であることを確かめてく 
ださい。 

◊停車したままの暖機運転は必要ありません。 

◊急発進や急加速は避けてください。 

◊エンジン回転数がその車の許容限度の2/3 ( 許 
容限度び6,日日日回転のとさは約4,0日日回転）を 
超えないよラに運転してください。 

◊不必要な荷物は載せたまま放置しないでくだ 
さい。 

◊スキーラックやルーフラックび必要でないとき 
は、車から取り外してください。 

◊長時間の停車時は、エンジンを止めてください。 

◊エアコンディシヨナーの温度設定は控えめにし、 
冬季には、エンジンを止めたあとでわ余熱ヒー 
ターにより車内を暖房することびできます。 

◊指定サービスエ場で適切な時期に点検整備を受 
けて < ださい。 


9 を示す説明個所には、とくに環境保護のための 
アドバイスや守っていたださたいことを記載 
しています。 


r 取扱説明書」や「整備手帳」は、いつでも読める 
よラに必ず車内に保管してください。 

この車を次のオーナーに譲るとさは、車と共にす 
ベての取扱説明書と整備手帳をお渡しください。 



ユーザーのみなさまへ 


このたびは、メルセデス*ベンツをお買い上げい 
たださ、まことにありびとラございます。 

ユーヴーのみなさまにとって、お買い上げいただ 
いたメルセデス*ベンツでのドライブび、この上 
なく安全で楽しく快適なわのになることを願って 
おります。 

この取扱説明書では、この車の取り扱い方法をは 
じめ、機能、特長を充分に発揮させて運転を最大 
限に楽しめるよラな情報や、ユーヴーだけでなく 
同乗者ち含め、危険な状況を回避する情報、車の 
手入れや万一のとさの処置などを記載しておりま 
す。ご使用前に、この取扱説明書を必ずお読みく 
ださい。 


◊お買い上げいただいた車の装備や仕様の違いな 
どにより、一部の記載事項やイラストび異なる 
ことびあります。また、外観形状や装備品、操 
作方法などを予告なく変更することびあります。 

◊この取扱説明書は作成時点での最新情報に基づ 
いておりますび、作成後の変更部分については 
記載内容と異なることびありますので、あらか 
じめご了承ください。 

◊この取扱説明書や車についてのご不日月な点は、 
お買い上げの販売店、または指定サービスエ場 
にお気軽にお問い合わせください。 

〇「取扱説明書」や「整備手帳」は、いつでも読 
めるよラに必ず車内に保管してください。 

◊この車を次のオーナーに譲るときは、車と共に 
すべての取扱説日月書と整備手帳をお渡しください。 

◊この車を他の人に貸し出すときは、必ずこの取 
扱説明書を読んでもらラよラにしてください。 
また、お客さまび加入している任意保険などに 
ついても説明してください。 

◊オーディオについては、別冊の取扱説明書をお 
読みください。 


ダイムラー-クライスラー曰本巧式を社 



この取扱説明書について 


この取扱説明書は車の取り扱いや手入れ方法、万 
一のとさの処置などの必要事項を説明しています。 
車を運転する前に、必ずお読みください。 

とくに、下記の「警告」「注意」「知識」について 
は、車を取り扱ラとさに大切なことびらを記載し 
ています。 


警告 

N 

重大事故や命にかかわる重大なけがを未然に防ぐ 

ため、必ず守っていただきたいこと。 

V J 


注意！ 


けびや事故、 
に防ぐため、 

車を取り扱ラとさの車の損傷を未然 
必ず守っていたださたいこと。 


知識 


知っておくと便利なこと。知っておいていたださ 
たいこと。 


表記や記載方法について 


◊オプシヨン装備や仕様などにより異なる装備に 
は、該当部分に「*」で示しています。 

◊巻末にさくいんを用意しましたので、お読みに 
なりたい項目を直接探すときにご利用ください。 
◊本文中で関連することびらを記載しているペー 
ジには、 （ XX - XX ページ）とページ番号を示して 
いますので該当説明とあわせてお読みください。 
◊操作手順などは、文頭に番号を表記しています。 
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1• まをなドライブのために 


走す了ず々目なに 

子供を秉せるとき 

走行ずるとさ 

走行中、異常を感じた！5 

駐停車ずるとさ 

こんなことにもま意 

オートマチック車の取り扱い 

慣5し運転 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車と至手な 

っ塞ぃ楚 


と！攝 • 

7ビスデ—夕 


こんなとさは 



走行"ずる前に 


走行"ずる前に 


点検と整備を忘れずに 

曰常点検や定期点検は使用者自身の責任において、 
実施することび法律で義務づけられています。こ 
れらの点検項目については、別冊の「整備手帳」 
をお読みください。 

日ごろの状態と違うとさ 

エンジンをかけたとき、いつちと違ラ音やにおい 
を感じたり、駐車していた場所に水やオイルの跡 
び残っているとさは、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に動さ始め、 
回転音や作動音などび聞こえることびあります。 
とくに、周囲び静かなとさに気づさますび、異常 
ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や損傷などびないことを点検して 
ください。タイヤの空気圧び低いままで走行した 
り、さ裂びあるなどの異常な状態で走行すると、 
タイヤび破裂したり、火災び発生するなど事故を 
起こすおそれびあります。また、タイヤの溝の深 
さや異常な磨耗などびないか点検してください。 


シートベルトは尼、ず着用 

走行開始前に、すべての乗員びシートベルトを着 
用してください。 

運転席足元に注意 

◊運転席の足元には、物を置かないでください。 
ブレーキペダルやアクセルペダルの下に異物び 
入ると、ペダルを操作でさなくなり、危険です。 
0フ□アマットは純正品のみを正しく使用してくだ 
さい。車に合った物を使わないと、ペダル操作 
びでさなくなるおそれびあり危険です。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジンをかけた 
ままにしないでください。排気ガスに含まれてい 
る一酸化炭素を吸い込むと、一酸化炭素中毒を起 
こしたり、死 t するおそれびあります。一酸化炭 
素は、無色無臭のため気びつかないラちに吸い込 
むことびあります。 

ウオーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているときでも、停車したままで 
の暖機運転は必要ありません。 

ただし、エンジン回転数を低く保ち、急加速を避け 
て車をウオーミングアップしてください。 



走行"ずる前に 

燃料の給油 

◊燃料は必ず無鉛プレミアムガソリンを使用してく 
ださい。有鉛ガソリンや粗悪なガソリンを給油し 
たり、添加剤などを混入すると、エンジンなどを 
損、傷するおそれびあります。 

◊指定(外の燃料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用すると、燃料系部品の腐食や損傷等 
によりエンジンび故障したり、火災び発生する 
おそれびあります。 

◊指定(外の燃料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）や添加剤などを使用して、故障び発生した 
場合は保証の適用がとなりますので、ご了承く 
ださい。 

◊目的地まで余裕をもって走行できる充分な量を 
給油してください。 


セルフ式ガソリンスタンドでの,給油 

セルフ式ガソリンスタンドを利用するときは、上記 
の「燃料の給油」と併わせて liTF の項目を守り、安 
全に十分ま意して作業を行ってくださし、 

◊燃料を給油するときは、すべてのドア、テール 
ゲート、スライディングルーフ、ウィンドウを 
閉じてください。 

◊身体に静電気を帯びている場合、放電による火 
巧で燃料や蒸気（気化した燃料）に引乂し、火 
傷をするおそれびあります。 


• 燃料キャップを開ける前に車体または給油機 
などの金属部分に触れて、身体の静電気を除 
去して\ /しさし、 

• 燃料給油フラップや燃料キャップを開けるな 
どの給油作業は、必ず一人で行ってください。 
複数で作業すると静電気び除去でさない場合 
びあります。また、給油口付近に他の人を近 
づけないでください。 

•給油中に車内に戻り、シートに座らないでく 
ださい。シートに座ると再び静電気を帯びる 
ことびあります。 

◊必ず燃料キャップのツマミ部分を持ち、少しゆ 
るめて燃料タンク内の圧力を抜いてください。 
気温び高い時などに、急激に燃料キャップを開 
けると燃料タンク内の圧力び上びって燃料給油 
□から燃料び吹さ返すおそれびあります。また、 
燃料キャップから蒸気（気化した燃料）び出て 
いたり、シューといラ音が聞こえる時は、音が 
止むのを待ってから燃料キャップをゆっくり開 
けて < ださい。 

◊ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項 
を必ず守ってくださし、 

◊給油ノズルび最初に自動停止した時点で給油を 
停止してください。燃料を入れすざるとエンジ 
ンび不調になったり、停止することびあります。 

◊給油後は燃料キャップを時計回りに□ック音び鳴 
るまで回し、確実に閉まっていることを確認して 
ください。 
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走行"ずる前に 

◊燃料キャップは、必ず純正部品を使用してくだ 
さい。 

◊誤って燃料を車体にこぼしてしまったときは塗 
装面を損傷するおそれびあるため、すぐに拭さ 
取ってください。 

荷物を積むとき 

◊荷物はできるだけラゲッジルームに積み込んでくだ 
さし、 

◊車内に荷物を積むときは、動かないよラに確実 
に固定してください。固定できていないと、緊 
急ブレーキ時に荷物び放り出され、乗員びけび 
をするおそれびあります。 

◊ラゲッジルームカバーの上に荷物を置かないで 
ください。緊急ブレーキ時などに荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれびあります。 

◊鋭い角のある物は、角の部分に必ずカバーをし 
てください。 

◊荷物をシートのバックレストより高く積み上げ 
ないで <ださい。 

燃える物は積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー吿などを積 

まないでください。万一のときに引乂や爆発のお 

それびあります。 
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子供を乗せるとさ 


子供を秉せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

◊子供であってわ、シートベルトを正しく着用し、 
シートやへッドレストび正しい位置になってい 
ることを大人び確かめてください。正しくシー 
トベルトび着用でさないルさな子供は、チヤイ 
ルドセーフテイシートを使用してください。 

◊乳児や子供を抱いたり、ひざの上に乗せて走行 
しないでください。緊急ブレーキのとさ、大人 
と車の間に挟まれて重大なけびをするおそれび 
あります。 


ルさな子供にはチャイルドセーフティシート 

6歳未満の子供にはチャイルドセーフティシートを使 
用することび法律で義務づけられています。 

詳しくは 2-1 3ページをご覧ください。 

子供はリアシートに 

◊子供はできるだけリアシートに乗せてください。 
助手席では子供の動さび気になったり、子供び運 
転装置をさわったり、運転の妨げになることびあ 
ります。 

詳しくは 2-1 3ページをご覧ください。 
◊チャイルドセーフティシートは、できるだけリア 
シートに装着してください。やむを得ず、助手 
席に装着するとさは車の進行方向に向けてチャ 
イルドセーフティシートを装着し、助手席シー 
卜を最後部に移動してください。 


◊子供を助手席に座らせるときは、シートを最後 
部に移動し、正しく座らせてください。エアバ 
ッグの作動時に大さな衝撃を受け、けびをする 
おそれびあります。 

子供には操作させない 

〇ドアやウィンドウは大人が開閉してください。 
子供び操作すると、手や頭などを挟んだり、け 
びをするおそれびあります。 

◊子供をリアシートに乗せるときは、リアドアの 
チャイルドプルーフ□ック （3-1 6ぺージ）やリア 
ウィンドウのセーフティスイッチ （3-21 ぺージ) 
を活用して < ださい。 

ウィンドウやスライディングルーフか S 顔や手を 
出さない 

子供びウィンドウやスライディングルーフの開口 
部から手や頭を出さないよラに気をつけてくださ 
い。思わめけびのおそれびあり、危険です。 

車か!5離れるとさ 

ごく短時間でわ車から離れるとさはキーを抜いて 
ください。また、子供だけを車内に残して車から 
離れないでください。運転装置に触れてけびをし 
たり、事故の原因になることびあります。炎天下 
では車内が高温になり、熱射病や脱水症状を起こ 
すおそれびあります。 
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走行ずるとさ 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

◊発進や加速するときは、タイヤを空転させない 
よラにおだやかにアクセルペダルを操作してく 
ださい。タイヤを空転させると、タイヤだけで 
なくトランスミッション、駆動系統を損傷する 
おそれびあります。 

◊車間距離を充分に確保し、不要な急発進や急加 
速、急ブレーキを避けてください。 

横風び強いとき 

横風び強く、車び横方向に流されそうなときは、 
ステアリングを確実に握り、いつわより速度を下 
げて進路を保つてください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入するとさは、ヘッドランプを点灯 
してください。内部照日月び暗いトンネルでは、進 
入直後に視界び悪くなることびあるので充分ま意 
してください。トンネルを出たあとは、ヘッドラ 
ンプの消し忘れに注意してください。 


エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレーキを活用して 
ください。ブレーキペダルを長時間踏み続けると、 
ブレーキディスクび過熱してブレーキの効さび悪< 
なるおそれびあります。 

エンジンブレーキ： 

走行中アクセルペダルを戻したとさ、エンジン 
回転の抵巧により減速する現象をエンジンブレ 
ーキといいます。低速ギアになるほど強く効さ 
ます。 


自動車電話、携帯電話 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯電話を使用し 
ないでください。八ンズフリー機能を利用しても、 
ま意力び散漫になり事故の原因になるおそれびあり 
ます。 

安全な場所に駐車してから使用してください。 



走行ずるとさ 


滑りやずい路面 

滑りやすい路面で、シフトダウン操作による過度 

のエンジンブレーキは使用しないでください。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブレーキの効さ 

び悪くなることびあります。このときは、後続車 

にま意しなびら低速で走行し、ブレーキの効さび 

回復するまでブレーキペダルを数回軽<踏み込ん 

で < ださい。 

スタック（立ち往生）したとき 

◊めかるみなどでタイヤび空転したり脱輪した状態か 
ら脱出するときは、周囲の安全を充分に確認してく 
ださい。脱出直後に車び突然動きだし、事故を起こ 
すおそれびあります。また、このよラな脱出時に夕 
イヤを高速で空転させないでください。高速で空転 
させると異常な過熱び起こりタイヤび破裂したり、 
火災など思わめ事故び起さたり、トランスミッシヨ 
ンを損、傷するおそれびあります。 

◊スタックした状態からの脱出時は、タイヤ前後 
の±や雪などを取り除いたり、タイヤの下に板 
や石などをあてびラと効果的です。 


道路冠水や車が水没したとき 

◊豪雨などで道路び冠水したり、マフラーに水び 
入るよラな状態では決してエンジンを始動しな 
いでください。また、車び水没し、水び引いた 
あとでわエンジンを始動せずに、指定ヴービス 
工場に連絡してください。 

◊排気管から水び入った状態や、水没後にそのま 
まエンジンを始動すると、エンジンに重大な損 
傷を与えるおそれびあります。 

4輪駆動車の特性 

◊2 輪駆動車に比べて、滑りやすい路面や悪路•急 
勾配での走行性能びすぐれていますび、万能車 
ではありません。 

◊アクセルペダルやステアリング、ブレーキペグ 
ルの操作は2輪駆動車と同様に慎重に行い、常に 
安全運転をびけてください。 
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走行中、異常を感じた！5 


走行中、異常を感じた5 


警告 I 灯び点'灯したとさ 

ただちに安全な場所に停車してエンジンを停止し、 
本書に従い対処して<ださい。それでち警告巧び消 
灯しないとさは、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。警告灯び点灯したまま走行を続けると、事故 
を起こしたり、車に重大な損傷を与えるおそれびあ 
ります。 


ボディ下側に強い衝撃を受けたとさ 

ただちに安全な場所に停車してボディ下側を点検 
し、ブレーキ液や燃料などび漏れていないか確か 
めて<ださい。漏れやボディ下側に損傷を見つけ 
たとさは、運転を中止して指定ヴービスエ場に連 
絡してください。放置したまま走行を続けると、 
事故を起こすおそれびあります。 

走巧中にパンクやタイヤび破裂したとき 

あわてずにしっかりステアリングを支えなびら、 
徐々に減速して安全な場所に停車してください。 
急ブレーキや急八ンドル操作をすると、車の コン 
卜□ールを失ラおそれびあります。また、パンク 
したタイヤで走行を続けると、タイヤび異常に過 
熱し、乂災び発生するおそれびあります。 


[1-8] 



駐停車ずるとさ 


駐停車ずるとさ 


駐車ずるとさの注意事項 

◊床下の マフラーは 非常に高温になります。周囲 
に枯れ草や紙くず、油など燃えやすいものびあ 
る場所には駐停車しないでください。 

◊同乗者びドアを開くときは、周囲に危険びない 
ことを運転者び確かめてください。 

◊見通しの悪い場所や暗い場所では駐車しないで 
ください。路上駐車するとさは後続車によくわ 
かるよラな場所に、駐停車してください。 

◊セレクター レバーを！ □の位置にしても車を確 
実に止めることはでさません。必ず駐車ブレー 
キを確実に効かせてください。 


雪が降っているとさは 

車の周囲び雪で覆われているとさは、雪を取り除 
いてからエンジンを始動してください。積雪によ 
り、排気□びふさびれて排気ガスび車内に入って 
くるおそれびあり、危険です。 

急な坂道では 

◊急な坂道で駐車するときは、セレクターレバー 
を13に入れ、駐車ブレーキを確実に効かせて 
ください。さらに、適当な大ささの木片、石な 
どをタイヤにあてびって輪止めをしてください。 


假眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安全な場所に 
駐車して必ずエンジンを止めてください。無意識 
のラちにセレクターレバーを動かしてアクセルぺ 
ダルを踏み込むと車び動さ出し、事故を起こすお 
それびあります。またアクセルペダルを踏み続け 
ると、エンジンやマフラーび異常過熱して乂災び 
発生するおそれびあります。 

後退ずるとさ 

後方視界び充分に確保でさないとさは、車から降 
りて後方の安全を確かめてください。 

炎天下に駐車ずるとさ 

◊炎天下での駐車時には、車内各部の温度び非常 
に高くなり、ステアリングやセレクターレバー、 
シートなどに触れると、場合によっては火傷を 
するおそれびあります。 

◊炎天下に駐車するときは、フ□ントウィンドウ 
にカバーをしたり、ステアリングやセレクター 
レバー、シートなどにカバーやタオルをかけて、 
温度の上昇を抑えてください。 

◊炎天下に駐車した後は、乗車する前に換気をす 
るなどして、車内各部の温度を下げてください。 
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こんなことにもま意 


こんなことにもま意 


運転ずるとさの注意事項 

◊服用後の運転び禁止されている薬や、酒類を飲 
んだあとは絶対に運転しないでください。 

◊ライターを車内に放置しないでください。炎天 
下の車内は非常に高温になるため、ライターび 
発火したり爆発するおそれびあります。 

◊ペダル操作の妨げになるよラな靴（厚底靴など） 
やサンダル履さで運転しないでください。 

◊ウィンドウに透明な吸盤を貼り付けないでくだ 
さい。透明な吸盤びレンズの働さをし、乂災び 
発生するおそれびあります。 

◊ガソリンやオイルの添加剤などは一切使用しない 
で < ださい。 

ナビゲーシヨンシステムは走巧中に操作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、できるだけ走 

行中を避け、安全な場所に停車してから操作して 

ください。走行中に画面を見るとさは、必要最小 

限（約]秒じ(内）にとどめてください。 

違法改造はしない 

◊違法改造はしないでください。違法改造や純正部 
品(外の使用は、保証の適用外になるだけでなく、 
事故を起こすおそれびあります。 

定期交換部品などは純正品だけを、燃料や油脂類 
などは指定品または承認品を使用してください。 


◊無線機や、オーディオなどの電装品や電気アク 
セヴ U —を取り付けたり取り外すとさは、指定 
サービスエ場にお問い合わせください。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地や山間部、路面状態 
の悪い道路、トレーラーのけん引などのさびしい 
条件下での走行び多いとさは、タイヤやエアクリ 
ーナー、オイル、フィルター類の点検整備や交換 
を定期的な交換時期よりわ早く行ラことび必要に 
なります。詳しくは指定サービスエ場にお問い合 
わせ <ださい。 

防緯保護ワックス 

新車時の高速走行後など、 エンジンルームから わ 
ずかに白煙び出たり、独特の臭いびすることびあ 
ります。これは海上輸送時用の防鐘保護ワックス 
び加熱されて発生するわので、故障や異常ではあ 
りません。走行距離び増すと、臭いはなくなります。 
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オートマチック車の取り扱い 


オートマチック車の取り扱い 


運転する前にオートマチック車の特性や操作上の 
ま意を理解し、正しく操作してください。「オート 
マチック車の運転」 （4-9 ページ）もあわせてお読 
み < ださい。 

オートマチック車の特性 
クリープ現象 

エンジンび回転しているとき、セレクターレバ 
一び GI 、 m じ(外の位置に入っていると、動力 
びつなびった状態になり、アクセルペダルを踏 
み込まなくても車びゆっくりと動き出します。 
これをク U —プ現象といいます。 

キックダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいまで踏み込 
むと、自動的に低速ギアに切り替わり、エンジ 
ンの回転数び上びって素早く加速します。 

これをキックダウンといいます。 

エンジンの始動前 

◊ブレーキペダルは必ずち足で操作して < ださい。 
不慣れな左足で操作すると、事故を起こすおそ 
れびあります。 

◊必ずブレーキペダルを踏み込み、踏みしろの量 
や踏み込んだとさにペダルび一定のところで止 
まることを確かめてください。 


エンジンの始動 

セレクターレノ（一び！□の位置であることを確か 

め、ブレーキペダルを確実に踏みなびらエンジン 

を始動します。アクセルペダルを踏む必要はあり 

ません。 

発進 

◊エンジンび適正なアイドリング回転数になって 
いることを確かめてください。 

◊セレクターレノ く一を走行位置13 |〇に入れる 
とさは、必ずブレーキペダルを確実に踏み込ん 
で < ださい。 

◊アクセルペダルを踏んだまま、セレクターレバー 
を動かさないでください。車び急発進するおそれ 
びあります。 

◊急な上り坂で発進するときは、駐車ブレーキを 
効かせたままアクセルペダルを静かに踏み込み、 
車びわずかに動さ出すのを確かめてから駐車ブ 
レーキを解除して発進してください。 

走行中 

◊走行中はセレクターレバーを la の位置に入れ 
ないでください。エンジンブレーキ （1-6 ページ) 
びまったく効かないため、事故を起こしたり、 
トランスミッシヨンを損、傷するおそれびあります。 

◊走行中にエンジンを止めないでください。ブレ 
ーキの倍力装置やノ くワーステア U ング装置が作 
動せず、ブレーキやステア U ングの操作時に非 
常に大さな力び必要になります。また、エンジ 
ンブレーキわ作用しません。 
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オートマチック車の取り扱い 


◊走行中は、どんな場合でもエンジンを停止しな 
いでください。エンジンび停止していると目 AS 
などの装置び作動しません。 

◊滑りやすい路面で過度のエンジンブレーキ (1-6 
ページ）を効かせないでください。タイヤびス 
U ップして車のコント□ールを失い事故を起こ 
すおそれびあります。適切にシフトダウンして 
速度に応じたエンジンブレーキを利用してくだ 
さい。 

停車 

◊停車中はエンジンの空ぶかしをしないでくださ 
し、万一、セレクターレバーび走行位置に入ると 
車び急発進して事故を起こすおそれびあります。 

◊急な上り坂での停車時は、後退しよラとする車を 
アクセ j レペタ V レを踏み込んで停止状態を保たない 
でください。トランスミッションび損傷するおそ 
れびあ0ます。 

◊停車中は、ク U —プ現象で車び前に進まないよ 
ラに、ブレーキペダルを確実に踏んでください。 

◊車び止まる前に、セレクターレバーを！□の位 
置に入れないでください。トランスミッション 
び損傷するおそれびあります。 


駐車 

◊駐車時や車から離れるときは、必ずセレクタ ー レ 
バーを！□の位置に入れ、駐車ブレーキを確実に効 
かせてエンジンを止めてください。セレクターレ 
バーび121の位置でエンジンを始動したとさに誤 
ってセレクターに触れると車び急発進するおそれび 
あります。 

◊後退した後は、すぐにセレクターレバーを la 
か la の位置に戻すよラに/ ca びけてください。 
lii の位置に入っていることを忘れてアクセルぺ 
ダルを踏み込み、車び後退して思わめ事故を引さ 
起こすおそれびあります。 


[ 1 - 12 ] 


慣 5 し運骑 


慣5し運転 


r 知識 


新車時は、エンジンや駆動系統などの機械部分び 

なじむまで r 慣らし運転」をおすすめします。 

新車時から1，己日日 km までを慣らし運転すること 

で、安定した性能を維持することびでさます。 

最初の1 ,500 km 

◊エンジン回転数びその車の許容限度回転数の 
2/3を超えないよラに運転してください（たと 
えば、許容限度回転数び6,日日日回転のとさは、 
4,0日日回転 liTF )。 

◊他車をけん引したり、アクセルペダルを全開に 
するなど、エンジンに大さな負担びかかる運転 
は避けてください。 

◊いつち一定のエンジン回転数で走行せず、急加 
速などの大さな負荷を避けなびら、いろいろな、 
回転数や速度で走行してください。 

◊安全に支障びない限り、キックダウンや過度の 
エンジンブレーキは避けてください。 

◊ティップシフト曰、曰、 n は、山道などを低速 
で走行するとさだけ使用してください。 

1，己00 kmL ソ降 

走行距離び1，己日日 km を超えたら、エンジン回転 

数を徐々に高回転まで上げてください。 


エンジンや駆動系部品の分解や交換をした後は、 
慣らし運転を行なつてください。 
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NOTE 


2. まま装備 


正しい運転姿勢 
シートべルト 
SRS エアバッグ 
子供を秉せる 
ブレーキ 

ESP® (エレクト□ニック-スタビリテイ-プ□グラム) 
ETS (エレクト□ニック.トラクシヨン.サポート） 


[2-1] 


2-2 

2-3 

2-7 

2-13 

2-18 

2-23 

2-26 
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正しい運乾姿勢 


正しい運転姿勢 



へッドレストの中央が目の高さにくる 
ステアリングが楽に操作できる 


ペダルが充分 ( 
踏み込める 


コは バック 
^卜に密着 


バックレストは 
できるだけ垂直 


シートベルトが正しく着用できる 


OVMO 4004 


正しい運転姿勢になるよラに上記の点にま意して 
シートを調整してください。 


A 警告 _ 

ぶず運転前に自分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。運転中に調 
整ずると、車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれびありまず。 

参シートのバックレストと背中の間に物を挟まな 
いでください。事故のとさ、けがをずるおそれ 
びありまず。 

参シートのバックレストを大きく傾けた状態で走 
行しないでください。事故のとき身体びシート 
ベルトの下を巧けて、ベルトび腹部や首にかか 
り、致命のなけがをずるおそれがありまず。 




'注意！ 



♦シートを調整しているとさは、シートの下や周 
囲に身体を入れたり、作動部に触れないで<だ 
さい。挟まれてけがをするおそれびあります。 
♦シートの一部び人や物に当たったとさは、それ 
(上操作しないでください。 

♦電動式シートは、ドアび開いているときに誤っ 
てドアのシート調整スイッチに触れるとシート 
び動さ、乗員びけびをするおそれびあります。 
子供を乗せているとさは十分注意してください。 










シー トベルト 


シートべルト 


シートベルトは、万一の衝突時などに乗員が受け 
るけびの被害を最小にする乗員保護装置であり、 
緊急ブレーキや衝撃などを感知するとシートベル 
卜を□ックして乗員びシートから放り出されない 


ように拘束します。 

シートベルトの効果を充分に発揮させるためには、 
走行前に正しく着用し、正しく取り扱ラことび必 
要です。 

じ(下の点に注意して正しく着用してください。 


シートベルトが首に当たったり 
肩から外れないように高さを調節 

シートベルトが肩の 
中央にかかること 


腰骨のできるだけ 
低い位置を通ること 



シートベルトに 
わじれがないこと 


ベルトを急に引き出して 
ロックするか確認 


バックルに正しく 
差し込まれていることを確認 


[2-3] 
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シートベルト 


A\ fc 告 _ 

•乗車ずる全員びシートベルトを着用してくださ 
し、。シートベルトを着用していないと、緊急ブ 
レーキ時や衝突時などに頭や身体を車内に激し 
くぶつけたり、車外に放り出されて致命のなけ 
がをずるおそれびありまず。 

•シートベルトの効果が巧分発揮できるように、 
m 下の点に注意して正しく着用してください。 

• シートに深く腰かけ、バックレストを大きく 
傾けないでください。 

• 肩を通るベルトを脇の下に通さないでくださ 
し、。上体を固定でさず、頭や首、肋骨や腹部 
に衝撃を受けまず。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでをるだけ低い位置 
にかけてください。腹部にかけると衝突した 
とさなど腹部が強く圧迫されまず。 

• ねじれたまま、着用しないでください。衝馨 
を分散できなくなりまず。 

• 1本のシートベルトを2人 LU 上で共用したり、 
シートベルトと身体の間にバッグなどを挟ま 
ないで < ださい。 

• 子供び着用ずるときは、着用状態を運転者び 
確かめてください。また、正しく着用できな 
い体格の子供は適切なチャイルドセーフティ 
シートを使用してください。 

• シートベルトクリップなどを使ってシートベル 
卜にたるみをつけないで<ださい。 


江局！ 

♦シートベルトを正しく機能させ、損傷を防ぐた 
めにじ(下の点に注意してください。 

• ドアやシート下部の調整機構に挟んだり、鋭 
利な部分に当てない 
• たばこの火や熱い物を近づけない 
• バックル部分に異物び入らないよラにする 
• 着用時は胸ポケットにペンや眼鏡などを入れ 
ない 

• 分解や改造などをしない 
♦衝突後やシートベルトび大きな衝撃を受けたと 
きやシートベルトび損傷したときは、指定ヴー 
ビスエ場で新品と交換し、関連部品の点検を受 
けて < ださい。 

♦シートベルト着用後、ベルトを急に引さ出した 
とき□ックするか確かめてください。□ックし 
ないとさは指定サービスエ場でただちに点検を 
受けてください。 

♦シートベルトは必ず純正品を使用してください。 
♦妊娠中の方やけびの治療中の方は、医師に相談 
のラえシートベルトを着用してください。 







シートベルト 



シートベルトの着用 


① プレートを持ってシートベルトをゆっくり引き 
出します。シートベルトび□ックして引き出せ 
ないときは、シートベルトを少し戻してからゆ 
っ< り引さ出します。 

② シートベルトにねじれびないことを確かめ、プ 
レートをバックルに差し込み、「カチッ」と音 
び聞こえるまで押し込んで接続します。 

③ 腰を通るベルトび腰骨のでさるだけ低い位置に 
かかり、ベルトにたるみびないよラに身体に密 
着させます。 

④ 肩を通るベルトび肩の部分を通ることを確かめ 
ます。 

⑥シートベルトにたるみびあるときは、少し引き 
出して巻さ取らせます。 

外すときはプレートを持ち、□ック解除ボタンを 

押して□ックを外し、シートベルトをゆっくりと 

巻さ取らせます。 


ボタン 


OVMO 3005 

高さ調整 

シートベルトび首にかかったり、肩から外れたり 
しないよラに高さを調整します。 

高さは3段階に調整でさます。 

上げるときはそのまま押し上げます。 

下げるときは□ック解除ボタンを巧して下げます。 
調整後は確実に□ックしていることを確認してく 
ださい。 

注意！ ' 

シートベルトの強度び低下し、乗員保護機能び損 
なわれるので清掃するとさはじ(下の点に注意して 
ください。 

• 強い酸性やアルカリ性洗剤、有機溶剤などを使 
用しない 

• 乾燥時にドライヤーや直射日光を当てない 
• シートベルトを漂白したり、染色しない 
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シートベルト 


シートベルト警告な： 

エンジンスイッチび2の位置のとさ点灯 
します。エンジン始動後、数秒後に消灯します。 
点なしないとさは警告灯の故障び考えられます。 
すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

シー トベルト警告アラーム 

エンジンを始動したとさ運転者びシートベルトを着 
用していないと、数秒間警告アラームび鳴り、警告 
灯の点灯と共にシートベルトの着用を促します。 
シートベルトを着用するとアラームは鳴りやみます。 

ベルトフォースリミッター付シートベルトテンショ ナ — 

シートベルトテンショナーは前方や後方から強い衝 
撃を受けたとさ、シートベルトの効果を高める装置 
です。運転席、助手席、 U ア左ちのシートベルトに 
装備されています。 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ作動します。 
ベルトフ オース U ミッタ ーはシー トベルトに一定じ ( 
上の荷重びかかったとさに作動し乗員の胸にかかる 
力を軽減します。 


A \ rf 告 _ 

リアシートのバックルをつかんだり、バックルの 
下にものを置かないでください。シートベルトの 
効果を高める機能び低下ずるおそれびありまず。 

Vs^ 一 


江局！ 

♦シートベルトテンシヨナーび作動したときは、必 
ず指定ヴービスエ場で新品と交換してください。 

♦シートベルトテンシヨナーび作動すると、シー 
トベルトに強く締め付けられることびあります。 
締め付けられている状態でシートベルトを外す 
とさは、シートベルトのプレートを確実に握っ 
てからノ（ックルの□ック解除ボタンを押してく 
ださい。シートベルトの張力により解除したプ 
レートび跳ね返り、身体に当たってけびをする 
おそれびあります。 

♦助手席に重い荷物などを積んでいると、衝突時 
などに助手席のシートベルトテンシヨナーび作 
動することがあります。 

♦助手席に乗員びいなくてち、シートベルトプレ 
-卜びバックルに差し込まれていると衝突時な 
どに助手席シートベルトテンシヨナーび作動す 
ることびあります。 


、 


知識 

\ 


◊ドアを施錠していても、シートベルトテンシヨナ 
一やエアバッグび作動すると、ドアは自動的に解 
錠します。 


◊未作動のシートベルトテンショナーを廃棄する 
とさは、廃棄専用の処置び必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依頼してくださし、。 










SRS エアバッグ 



SRS エアバッグ 


エアバッグの収納場所 
■運お席エアバッグ 

ステアリングのパッド部に収納されています。 


■助手席エアバッグ 

助手席のダッシュボードパネル部に収納されてい 


ます。 


■フ□ントサイドバッグ 

左ちのフ□ントドアの内張りに収納されています。 



OVM01026 


■リアサイドバッグ 

左ちのリアドアの内張りに収納されています。 

■ウインドウバッグ 

フ□ン トピラーからク オーター ピラー 間の ルーフ 
ライニング部に収納されています。 


「知識 


SRS は Supplemental Restraint System (乗 
員保護補助装置）の略です。 
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{女全装備 































SRS エアバッグ 


エアバッグの作動 

衝突時のように車び強い衝撃を受けると、収納さ 
れている袋状のクッションび瞬時にふくらんで乗 
員の前面や周囲にエアクッションを作り、乗員へ 
の衝撃を分散*軽減するよラに作動します。衝突 
時に身体を拘束することで乗員を保護するシート 
ベルトの効果を補助する装置です。 

衝撃を受ける状況によって、作動するエアバッグび 
異なります。 

■運転席/助手席エアバッグ 

前方からの強い衝撃を受けると作動し、乗員の頭 
部や胸部への衝撃を分散し軽減します。 

助手席には乗員検知機能を装備しており、助手席に 
乗員が乗車していないと判断したとさは作動しませ 
ん。また、エアバッグオフ表示灯び点灯、点滅して 
いるとさは、作動しません。 

■サイドバッグ 

横ち向からの強い衝撃を受けると、衝撃を受けた 
側のサイドバッグび作動し、上体への衝撃を軽減 
します。 


■ウインドウバッグ 

横ち向からの強い衝撃を受けると、衝撃を受けた 
側のウィンドウバッグび作動し、頭部などへの衝 
撃を軽減します。 


nn エアバッグシステム警告 I 灯： 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき点 
灯し数秒後に消なします。点灯しないとさは警告 
灯の故障び考えられます。消灯しなかったり、走 
行中に点灯したとさはエアバッグシステムやシー 
トベルトテンシヨナ ー、 助手席の感知システムの 
故障び考えられます。指定サービスエ場でただちに 
点検をラけてください。 


AIRBAG 

OFF 


I エアバッグオフ表示な： 

I エンジンスイッチび1か2の位置のとさ点 
灯し数秒後に消灯します。センサー付さチャイルド 
セーフティシートを助手席に装着すると点灯します 
(2- 14ページ）。この表示巧び点なしているとさは 
助手席のエアバッグは作動しません。 









SRS エアバッグ 


知識 

◊助手席に重い荷物などを積んでいると、衝突時 
などに助手席のエアバッグやサイドバッグび作 
動することびあります。 

◊ドアを施錠しても、シートベルトテンシヨナー 
やエアバッグび作動すると、自動的に解錠され 
ます。 


◊エアバッグび作動すると非常点滅灯び自動的に 
厉、減します。 


エアバッグ取り扱いの注意 

ノ 

' 么 警告 

、 


参エアバッグは、前方や側面か！5の衝撃び軽度のと 
き、また、後方からの衝突のときは作動しません。 

•エアバッグに故障びあるときは、事故などの衝 
撃びあつてもエアバッグやシートベルトテンシ 
ヨナーが作動しないことびありまず。また不意 
に作動ずることもありまず。慎重に運おし、最 
寄りの指定ヴービスエ場で点検してください。 

参運転席シートは正しい位置に調整し （2-2 ペー 
ジ）、助手席シートはできるだけ後方に動かし、 
エアバッグとの間隔を確保してください。間隔 
び狭ずざると、エアバッグが作動ずる衝撃でけ 
びをずるおそれびありまず。 


参エアバッグの作動を巧ばたり、エアバッグび作 

動時に物が飛び散ってけがをずることがありま 

ずので、 LU 下の点に注意してください。 

• 運転中はステアリングのパッド部を持った 
り、身体をステアリングやダッシュパネルに 
のせないで < ださい。 

• ウインドウやピラー周囲にアクセサリーなど 
を取り付けないでください。 

• アシストグリップに八ンガーなど固い物、銳 
利な物をかけないで<ださい。 

• ステアリングのパッド部にカバーを取り付け 
たり、パッド部にバッジ、ステッカー、リモ 
コンなどを貼り付けないでください。 

• エアバッグ収納部やその近くに物を置かない 
で < ださい。 

• 膝の上に物を抱えるなど、エアバッグと秉員 
との間に物を置かないで<ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミラーなどを取 
り付けないでください。 

• ドアの内張りによりかか!5ないでください。 

• ダッシュパネルに足をのせないでください。 

• ドアやシート側面周囲に市販のカップホルダ 
一やアクセサリーなどを取り付けないでくだ 
さい。 
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SRS エアバッグ 


注意！ 

♦エアバッグは高温のガスによりふくらむため、 
火傷やすり傷、打撲などを負ラおそれびあります。 

♦エアバッグび作動した後は、内部の部品に手を 
触れないでください。部品び熱くなっており、 
乂傷をするおそれびあります。 

♦エアバッグび作動した後は、必ず指定サービス 
工場で新品と交換してください。 

♦エアバッグの取り外しや取り付けを行なった 
り、関連部品や配線などを改造しないでくださ 
し、誤作動でけびをしたり、正しく作動しなく 
なるおそれびあります。 


知識_ 

◊衝撃び弱いときはシートベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、エアバッグは作動しないことびあ 
ります。 

◊運転席/助手席エアバッグとサイドバッグ/ウ 
ィンドウバッグは連動して作動しません。衝撃 
を受ける状況によって、作動するエアバッグは 
異なります。 

◊エア バッグは作動時に若干の煙り状のわのを発 
生することびありますび、火災の/ Ca 配はありま 
せん。 

◊未作動のエアバッグを廃棄するときは、廃棄専 
用の処置び必要です。指定サービスエ場、また 
は専門業者に依頼してください。 

◊ボディの部位によって受けた衝撃を吸収する度 
合いび異なるので、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしも一致しません。 
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SRS エアバッグ 

■運転席/助手席エアバッグび作動ずるとさ 

•正面衝突など車の前方左右•固いコンクリートの壁 
約30度]^:/内の方向から強い などに正面衝突したとき 

衝撃を受けたとき 



■いずれかのエアバッグび作動ずることがあるとき 

•中央分離帯や縁石などに •深い穴や溝に落ちたとき 

衝突したとき 
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■サイドバッグ/ウインドウバッグが作動 
ずるとを 

•客室部分に横方向から強い衝撃を受けたとき 



争車の巧下に強し、衝撃を受けたとき 



ち全なドライブ 
のために 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 































SRS エアバッグ 


■運転席/助手席エアバッグび作動しないとさ 



■運お席/助手席エアバッグが作動しないことがあるとさ 


•立木や電せなどに衝突したとき 参トラックの下に潜り込んだとき•斜め前方への衝突のとき 



■サイドバッグ/ウインドウバッグび作動しないことびあるとき 



•斜め方向から衝撃を受けたとき 


•客室じ(外の側面に衝撃を受けたとき 


OVMO 4012 
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子供を柔せる 


子供を乗せる 


子供は、でさるだけ U アシートに乗せて大人び正 
しくシートベルトを着用させてください。 

シートベルトは身長1己日 cmii (上の人び着用するこ 
とを前提にしています。シートベルトび正しく着 
用でさない体格の子供などは、適切なチャイルド 
セーフテイシートを使用してください。 


A 警告 _ 

参シートベルトび正しく着用でさない体格の子供 
が、そのままシートベルトを着用ずると、首を 
締め付けたり、腹部を強く圧迫したりして致命 
のなけがを負うおそれびありまず。 

参乳児や子供を抱いたり、ひざの上に秉せて走行 
しないでください。万一のとさ、大人と車の間に 
挟まれて重大なけがをずるおそれびありまず。 


チャイルドセーフティシートは、ダイムラー•ク 
ライスラー社の純正品を使用してください。 

言羊しくは、指定ヴービスエ場におたずねください。 



チヤイルドセーフテイシート 


A 警告 _ 

•チャイルドセーフティシートの使用は6歳未満 
の子供に法律で義務づけられていまず。 

•6 歳 LU 上の子供でも、シートベルトが正しく着 
用でさないときは、チャイルドセーフテイシー 
卜を使用してください。 


チヤイルドセーフテイシートの取り扱いや取り付 
け方法については、製品に付属している「取扱説 
明書」をお読みください。 
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子供を乗せる 


ダイムラー*クライスラー社の純正チャイルドセ 
ーフティシートには、助手席に装着したときに、 
助手席のエアバッグの作動を停止するためのセン 
ヴーび付いたシート（ベビーセーフ、デュオ、ズ 
ーム）びあります。やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフティシートを装着するとさは、このセンサ 
一付さシートを装着してください。 


ダイムラー*クライスラー社の純正チヤイルドセ 
ーフティシートには、じ(下の種類びあります。子 
供の体重や年齢に合わせて使い分けてください。 
体重、年齢は選択の目安です。 


シート名 

体重 

年齢 

べビー セー フ 

1日下 

生後9か月位まで 

デュオ 

9—18 kg 

生後8か月〜4歳 

ズーム 

17 〜 36k 呂 

4歳〜12歳 


チヤイルドセーフテイシート感知システム 

助手席にセンヴー付きのダイムラー*クライスラー 
社の純正チヤイルドセーフテイシートを装着すると、 
助手席エアバッグの作動を停止するチヤイルドセー 
フテイシート感知システムび装備されています。 


I 助手席エアバッグオフ表示'灯 (2-8 ぺージ）： 

I エンジンスイッチび1か2の位置のとさ点 
巧し、数秒後に消なします。センサー付さチヤイ 


AIRBAG 

OFF 
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ルドセーフテイシートを助手席に装着すると点な 
したままになり、助手席のエアバッグび作動しな 
くなります。 


注意！ 

♦センサー付きチャイルドセーフティシートを助 
手席に装着してわ助手席エアバッグオフ表示灯 
び点灯しないとさは、助手席エアバッグび作動 
します。表示灯び点灯しないとさは、チャイル 
ドセーフティシートをリアシートに取り付けて 
ください。また、必ず指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

♦エンジンスイッチを！か2の位置に回してわ助 
手席エアバッグオフ表示灯び点灯しないとさ 
や、センサー付さチャイルドセーフティシート 
を装着していないのに表示なび点灯するとさ 
は、エアバッグシステムの故障び考えられます。 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

♦センヴー付さチャイルドセーフティシートの検 
知は、助手席座面とセーフティシートの間で自 
動的に信号の送受信び行われてセンサーの有無 
を判断します。助手席シート座面とセーフティ 
シートの間に物を挟まないでください。 

チャイルドセーフティシートのセンサーを感知 
でさなくなることびあります。 

♦助手席側のサイドバッグやウィンドウバッグは 
エアバッグオフ表示灯び点灯しているとさでわ 
作動します。 











子供を柔せる 


/ i \ 警告 _ 

•緊急ブレーキ時や衝突時の衝撃から子供を保護 

ずるため、 LU 下の点に注意してください。 

• 12歳 LU 下または身長1己 OcmLU 下の子供は 
純正チャイルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定してください。チャイルド 
セーフテイシートを使用しないと、頭や身体 
を車内に激しくぶつけたり、車外に放り出さ 
れて致命のなけびをずるおそれびありまず。 

• センヴー付さチャイルドセーフテイシートを 
助手席に装着ずるとさは、尼、ず助手席エアバ 
ッグオフ表示'灯び点なずることを確認してく 
ださい。 

• センサー付さでないチャイルドセーフテイシ 
—卜や、センヴー付きであってちエアバッグ 
オフ表示なが点'灯しないときは、リアシート 
で使用してください。やむを得ず助手席で使 
用ずるときは、チャイルドセーフテイシート 
を前向きで取り付け、助手席シートを最後部 
に動かし、助手席のエアバッグとの間隔を確 
保してください。助手席のエアバッグび作動 
ずると、エアバッグによる強い衝撃で致命的 
なけがをずるおそれがありまず。 

参 LU 下の点に注意し、チャイルドセーフテイシー 
卜を正しく使用してください。 

• 子供の体格に適合した物を使用し、確実に固 


定し、正しくシートベルトを着用させてくだ 
さい。 

• 子供が正しい姿勢で座っていること、固定に 
ゆるみびないことを確かめてください。 

• チャイルドセーフテイシートが損傷している 
ときは新品と交換してください。大きな衝撃 
を受けたり、損傷した物は子供を保護できま 
せん。 

• 使用しないときは、車から取り外ずか、確実 
に固定してください。緊急ブレーキ時などに、 
チャイルドセーフテイシートび放り出されて 
乗員びけがを負うおそれびありまず。 
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子供を乗せる 


チヤイルドセーフテイシート固定機構 


チヤイルドセーフティシートを装着するとさシート 
ベルトを□ツクするシステムで、左ちと中央のリ 
アシートベルトに装備されています。 


固定機構を使用ずる 

チャイルドセーフティシートを、製品に付属の取扱 
説明書に従って正しく装着してください。シートべ 
ルトのプレートをバックルに差し込んだ状態でベ 
ルトをいっぱいまで引き出した後、チャイルドセ 
ーフテイシートび確実に固定でさる位置までベル 
卜を巻さ取らせてください。 


注意！ 

チャイルドセーフテイシートを固定後、ベルトび 
引き出し方向に動かないことを確認してください。 
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固定機構を解除ずる 

シートベルトのプレートをバックルから外し、ベ 
ルトをすべて巻さ取らせてください。 


注意！ 

シートベルトを着用した状態で上体を大さ<動か 
したときに、シートベルトびいっぱいに引き出さ 
れてチヤイルドセーフティシート固定機構び作動 
することびあります。このときは、固定機構を解 
除して再度シートベルトを着用しなおしてくださしん 







子供を柔せる 



ISOFI がか芯チャイルドセーフテイシート固定リング 

リアシートの左ちに、 IS 日円 X 対応チャイルドセー 
フテイシート用の固定リングを装備しています。 


A 警告 _ 

•この固定リングは、体重 22 k 呂 m 下の子供を秉せ 
るとさに使用してください。 

•チャイルドセーフテイシートは、尼、ず製品の取 
扱説明書の指示に従い、左ちの固定リングに確 
実に装着してください。装着を誤ると、事故の 
とき、チャイルドセーフテイシートび外れるお 
それびありまず。 

•チャイルド セーフ テイシートやチャイルド セー 
フテイシート固定リングが事故で損傷したり強 
し、負荷を受けた場合は、新品に交換してくださし、。 


注意！ 

チヤイルドセーフティシートを取り付けるとき 
は、リア中央のシートベルトを挟み込まないよラ 
に注意してください。 

\_ * 
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ブレーキ 


ABS 


A 目 S (アンチ□ック-ブレーキング-システム） 
は、緊急ブレーキ時や滑りやすい路面でのブレーキ 
時に起こるタイヤの□ックを防ざ、ステアリングで 
の車両の操縦を確保する装置です。 


A 警告 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS は緊急ブ 
レーキ時の車両安定性や危険回避能力を高める 
装備で、決して無謀な運転から事故を防ぐちの 
ではありません。 A 巨 S が適切に作動しても、車 
両安定性と操縦性の維持には限巧びありまず。 
また、タイヤのグリップが失われた状況では効果 
を発揮しません。 

参 ABS は制動距離を短<ずる装置ではありませ 
ん。砂利道、雪道などでは、 A 巨 S を装備して 
いない車と比べて制動距離び長くなることびあ 
りまず。速度を控えめにし、車間距離を巧分取 
つて運転してください。 

参 ABS 作動時の安全確保やち険回避については 
運転者に全責任びありまず。 
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江局！ 

♦ごく軽くブレーキぺ夕 V レを踏んだだけでち ABS 
び作動するとさは、路面び滑りやすくなってお 
り、車速び速すざることを示しています。おだ 
やかに減速し、充分ま意して走行してくださし、 

♦ A 目 S は速度が約 8 km / h じ(上で作動します。また、 
ごく低速では作動しません。 

♦エンジンび回転しているとき、 A 目 S に不具合 
び生じると ETS (エレクト□ニック-トラクシ 
ヨン-サポート）、目 AS および ESP わ作動を停 
止し、警告灯び点灯します。いつちより慎重に 
運転し、指定サービスエ場でただちに点検を受 
けて < ださい。 








ブレーキ 


ABS の作動 

ブレーキの操作は普通のブレーキと同じですび、 
下のよラな特徴びあります。 

◊ A 目 S び作動するとボディび軽く振動し、ペダル 
に脈動び伝わってきます。これは A 目 S び正常に 
作動しているとさの現象で異常ではありません。 
そのまま、ペダルを踏み続けてください。 
◊エンジン始動後、ごく低速でブレーキペダルを 
踏むと、ペダルに脈動を感じることびあります。 
これはシステムび自己診断を行なっているため 
で異常ではありません。 

◊バッテリの電圧び低下すると A 目 S 警告なび点なし、 
A 目 S の機能び一時的に解除されます。電圧び回復 
すると A 目 S 警告なび消灯し、機能も元に戻ります。 
◊警告灯び点灯したときは A 巨 S は作動しませんび、 
通常のブレーキは作動します。 


ABS 警告な： 

エンジンスイッチび2の位置のとさ点な 
し、エンジン始動後に消灯します。点灯しないとさ 
や点な後に消灯しないとさ、走行中に点灯したとさ 
は、 A 目 S に異常びあります。通常のブレーキ時の 
制動能力は確保されますび、 ABS は作動しません。 
いつもより慎重に運転し、指定サービスエ場でただ 
ちに点検を受けてください。 

※表示な/警告灯 （9-9 ページ）をご覧ください。 
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ブレーキ 


オフ□ー ド A 巨 S 

オフ□ー ド ABS は未舗装路、めかるみなどの悪路 
でブレーキを踏むと、フ□ントタイヤを強制的に 
□ックさせ制動力を向上させるシステムです。 

オフ□ー ド A 目 S はトランスミッションを□ーレン 
ジモード （4-1 4ページ）に切り替え、車速び 
3日 km / hii (下でブレーキを強く踏むと自動的に作 
動します。 


/!\ fc 告 _ 

参オフ□—ド ABS の作動時は、フ□ントタイヤ 
び□ックずるため車の操縦性に影響をおよぼず 
おそれがありまず。慎重に運転ずることを/こ、が 
けて < ださい。 

参オフ□ー ド ABS は未舗装路、めかるみなどの 
悪路でのブレーキ時の制動力を高める装備で、 
決して無謀な運転か!5事故を防ぐものではあり 
ません。オフ□ー ド A 巨 S び適切に作動しても、 
制動力には限界びありまず。 


EBV 


EBV (エレクト□ニック.ブレーキパワ ー• ディ 
ストリビューシヨン）は、前後輪のブレーキカの 
配分を自動的にコント□ールするシステムです。 


E 目 V び故障すると、エンジンびかかっているとき 
ブレーキ警告灯と ABS 警告灯び点灯し、警告音び 
鳴ります。 

ブレーキペダルを踏むと後輪び□ックするおそれ 
びあります。 

いつをより慎重に運転し、指定サービスエ場でた 
だちに点検を受けてください。 







ブレーキ 


BAS 


目 AS (ブレーキアシスト）は緊急ブレーキ時のブ 
レーキペダルを踏み込む力を補助する装置です。 
ブレーキ装置に取り付けられたセンサーび、運転 
者のブレーキペダルを踏み込む速さなどを感知し 
て自動的に作動します。 


■SnSM BAS/ESP 警告'灯： 

■目 AS 警告灯は、 ESP 警告灯と共用です。 
エンジンスイッチび2の位置のとき点灯し、エンジ 
ン始動後に消灯します。点灯しないとさや、点灯 
後に消なしないとさ、走行中に点灯したとさは 
目 AS か ESP に故障び考えられます。通常のブレー 
キ時の制動能力は確保されますび、目 AS は作動し 
ません。 


いつもより慎重に運転し、指定ヴービスエ場でた 
だちに点検を受けてください。 


※表示巧/警告灯 （9-8 ページ）をご覧ください。 


BAS の作動 

ブレーキ ペダルによる ブレーキ 操作は、まったく 
同じですび、じ(下のよラな特性びあります。 

◊緊急ブレーキ操作時に作動しますび、ブレーキ 
ペダルを放せば自動的に解除されます。 

◊作動すると、ブレーキペダルび引き込まれ、 
A 目 S 作動時の振動び伝わります。そのまま、強 
くぺダ;!レを踏み続けてください。 


在警 告 _ 

•巨 AS を過信しないでください。巨 AS は緊急ブ 
レーキ時のペダル操作を補助ずる装置で 、力一 
ブ、濡れた路面などでのスピードの出しずぎや 
巧分な車間距離を保たずに走行ずるような無謀 
な運転から事故を防ぐものではありません。 
巨 AS が適切に作動したとしても制動力の確保に 
は限界びありまず。また、タイヤのグリップび失 
われた状況では効果を発揮しません。 

参 BAS 作動時の安全確保やち険回避については 
運転者に全責任がありまず。 
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ブレーキ 


注意！ 

♦目 AS に異常び起さても、通常のブレーキぺダ 
ル操作と制動能力には影響ありませんび、 
目 AS は作動しません。いつわより慎重に運転 
し、ただちに指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 

♦エンジンび回転していないと目 AS は作動しま 
せん。 


知識_ 

◊目 AS び作動するとブレーキペダルび少し奥へ 
引かれ、ペダルに脈動び伝わってくることがあ 
ります。これは A 目 S び正常に作動していると 
さの現象で、異常ではありません。 

◊バッテリーの電圧び低下すると警告灯び点灯 
し、目 AS び一時的に機能を停止します。電圧 
び回復すると警告灯び消巧し、機能わ元に戻り 
ます。 

◊ A 目 S に不具合び生じたときは、目 AS も作動を 
停止します。 






ESP (エレクト□ニック.スタビリテイ-プ□グラム) 


ESP ® 


ESP (エレクト□ニック-スタビ U ティ-プ□グラ 
ム）は、タイヤの空転や横滑りなどによって車び 
不安定な状態になったとさ、自動的にエンジンや 
ブレーキを制御して、車の操縦性や安定性を確保 
しよラとするシステムです。 


トラク 


ESP/ETS (エレクト□ニック 
™ ション.サボ-卜）表示灯： 

エンジンスイッチび 2 の位置のとさ点灯しエンジン 
始動後に消灯します。点灯しないとさは、表示灯に 
故障び考えられます。 

いつわより慎重に運転し、指定サービスエ場でただ 
ちに点検を受けてください。 


走行中に点滅ずるとさ 

発進時や走行中に、横滑りしそラなとさなど、 
ESP/ETS (エレクト□ニック-トラクシヨン- 
サポート）び作動すると表示灯び点滅し、路面び 
滑りやすいことを知らせます。慎重に運転してく 
ださい。 

※表示巧/警告巧 （9-7 ページ）をご覧ください。 


巨 AS/ESP 警告口： 

ESP 警告抑ま、 BAS 警告なと共用です。 
エンジンスイッチが 2 の位置のとさ点灯し、エンジ 
ン始動後に消灯します。点灯しないとさ、エンジン 
始動後わ消なしないとさ、走行中に点灯したとさは 
ESP か目 AS に故障び考えられます。いつわより慎 
重に運転し、指定サービスエ場でただちに点検を受 
けて < ださい。 

※表示灯/警告灯 （9-8 ページ）をご覧ください。 


A 警告 


に SP 表示'灯び点滅しているときは、タイヤが空 
転しているか、車が横滑りしていまず。アクセ 
ルペダルを踏む力を少しゆるめて慎重に運おず 
るととちに、 LU 下の操作は絶巧に巧なわないよ 
5にして < ださい。 

• 急八ンドル 

• 急ブレーキ 

• 急発進、急加速 

• 急激なエンジンブレーキ操作 

また 、 ESP OFF スイッチを操作して ESP を解 

除しないでください。 


ち全なドライブ 
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ESP (エレクト□ニック.スタビリテイ. 


• ESP を過信しないでください。この装置は、走 
行安定性や操縦性を確保ずるための補助装置で 
あり、無謀な運転による事故を防ぐものではあ 
りません。 ESP び適切に作動してもその能力に 
は限界びありまず。また、タイヤのグリップび 
失われた状況では効果を発揮しません。 

参 ESP 作動時の安全確保や危険回避については運 
転ちに全責任びありまず。 


注意！ 

♦車の車輪を上げてけん引するとさは、エンジン 
スイッチを 2 の位置にしないでください。 ESP 
び作動し、接地している車輪のブレーキび作動 
します。 

♦ESP 装備車であっても雪道や凍結路などでは、 
スノーチェーンや冬用タイヤを装着し、速度を 
控えめにし、車間距離を充分取って運転してく 
ださい。 

♦ESP び故障すると、目 AS/ESP 警告灯び点灯し、 
エンジンの出力び低下することびあります。走 
行が困難なとさは、速やかに安全な場所に停車 
し、指定サービスエ場に連絡してください。 



知識 


◊サイズの異なるタイヤや応急用スペアタイヤを 
装着すると、 ESP び作動することびあります 
(走行中に ESP/ETS (エレクト□ニック-卜 
ラクシヨン*サポート）表示灯び点滅したまま 
になります）。標準サイズのタイヤに交換した 
後は、エンジンを再始動して表示灯を消灯させ 
てください。消灯しないときは、指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

◊A 目 S に不具合び生じたときは、 ESP も機能を停 
止します。 

◊パ'ッテリーあびりを起したり、バッテリーの接 
続び一時的に断たれた後は、エンジン始動後に、 
巨 AS/ESP 警告灯び点灯することびあります。 
このときは下の手順で目 AS/ESP 警告灯を消 
灯させてください。 

① 安全な場所に停車し、エンジンを始動します。 

② ステアリングを左ちどちらかに止まるまで回 
し、次に反対側へ止まるまで回します。 

また、時計、パワーウインドウの U セットやオー 
デイオなどち再設定が必要になります。 

不明な点は、指定サービスエ場におたずねくだ 
さし、 
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ESP (エレクト□ニック.スタビリテイ-プ□グラム) 



ESP OFF スイッチ 

ESP 日 FF スイッチは、 ESP の機能を解除するため 
のスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行するとさや、ス 
ノーチェーンを装着しているとさなどは、 ESP を 
解除したほラび走行しやすい場合びあります。 

ESP OFF スイッチの操作 

エンジンび回転しているとさに ESP 日 FF スイッチ 
の上側を押して機能を解除すると、メーターパネ 
J レの ESP/ETS (エレクト□ニック-トラクショ 
ン*サポート）表示巧が点灯したままになります。 
通常の走行条件に戻るときは、 ESP 日 FF スイッチ 
の下側を押してください。 ESP/ETS (エレクト 
□ニック-トラクシヨン-ヴポート）表示灯び消 
巧します。 


注意！ 

ESP 日 FF スイッチで ESP を解除したときは、エ 
ンジン出力の制御び行なわれな<なり、操縦性や 
車の安定性を高める機能は働さません。必ず路面 
の状況に合わせた速度で慎重に運転してください。 


知識 

ESP を解除してわ、いずれかの車輪び空転（スリ 
ップ）すると、駆動力び回復するようにブレーキ 
び自動的に作動します。 

V_ * 


オフ□—ド ESP 

オフ□ー ド ESP は、めかるみなどの悪路でアンダ 
ーステアやオーバーステアび起こり、車び不安定 
になると作動するオフ□ー ド専用の ESP です。 

オフ□ード ESP は、トランスミッションを□ーレ 
ンジモード （4-1 4ページ）に切り替え、車速び約 
4已 km/hl^U 下で車び不安定になると自動的に作動 
し、車の操縦性や安定性を確保しようとするシス 
テムです。 
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ETS (エレクト□ニック.トラクシヨン•サボート） 


ETS 


ETS (エレ ク ト □ニック. トラ クション-ヴポー 
卜）は滑りやすい路面のとさ、車輪び空転すると 
ブレーキを制御し、発進時や加速時の安全性を向 
上させるまで制御び続さます。 


[ TS 壁化,口 - 

13^^てン、；ンスィッチび2のとき点なし、エン 
ジン始動後に消灯します。警告巧び消灯しないとさ 
や、点灯後に消灯しないときは ETS (エレクト□二 
ック*トラクシヨン*サポート）システムの故障び 
考えられます。いつちより慎重に運転し、指定ヴー 
ビスエ場でただちに点検を受けてください。 


※表示巧/警告灯 （9-8 ページ）をご覧ください。 


ESP/ETS (エレクト□ニック-トラク 
ション-サボート）表示な： 

エンジンスイッチび2のとき点灯し、エンジン始動 
後に消灯します。消灯しないとさは、表示灯の故障 
び考えられます。 

走行中に点滅ずるとさ 

発進時や走行中に、横滑りしそラなとさなど、 
ESP/ETS (エレクト□ニック-トラクション•ヴ 
ポート）び作動すると表示灯び点滅し、路面び滑り 
やすいことを知らせます。慎重に運転してくださし、 

※表示灯/警告灯 （9-7 ページ）をご覧ください。 



A 警告 _ 

ETS (エレクトロニック*トラクシヨン•ヴポー 
卜）を過信しないでください。 ETS (エレクト □ 
ニック. トラクシヨン. サボー ト）は車の駆動力 
を確保し車両安定性や操縦性を高める装備で、決 
して無謀な運転から事故を防ぐものではありませ 
ん。 ETS (エレクト□ニック-トラクシヨン•ヴ 
ポート）び適切に作動してち、車の駆動力の確保 
には限界びありまず。 




'注意！ 



♦サイズの異なるタイヤを装着したり、応急用スぺ 
ア.タイヤを使用しているときは ESP/ETS 
(エレクト□ニック.トラクション•ヴポート） 
表示灯び点滅することびあります。標準タイヤと 
交換した後はエンジンを再始動して表示なを消灯 
させてください。消灯しないときは、指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 

♦車の前輪または後輪を上げてけん引するとさ 
は、エンジンスイッチを2にしないで<ださい。 
ETS (エレクト□ニック-トラクション•ヴポ 
ート）び作動し、接地している車輪のブレーキ 
び作動します。 











ETS (エレクト□ニック-トラクシヨン•サポート） 


♦ETS (エレクト□ニック-トラクシヨン•ヴポ 
ート）装備車であってち雪路や凍結路などの運 
転では、スノーチェーン、冬用タイヤを装着し、 
速度を控えめにし、車間距離を充分取ってくだ 
さい。 

♦ブレーキに対する過負荷によりブレーキび過熱 
すると、ブレーキの保護のため 、 ETS (エレク 
卜□ニック.トラクシヨン•ヴポート）び一時 
的に解除されます。また、このとさ、 ETS 警告 
灯び点灯します。 


知識 

A 目 S に不具合び生じたときは 、 ETS (エレクト 
□ニック-トラクシヨン•ヴポート）わ作動を停 
止します。 


が LOW 

RANGE 


OVMO 3006 


オフ□—ド ETS 

□ーレンジスイッチを押して□ーレンジモード 
(4-1 4ページ）に切り替えて走行したときは、悪 
路走行に適した ETS (エレクト□ニック*トラク 
シヨン•サポート）の作動に変わり、トラクシヨ 
ン性能び向上します。 
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NOTE 
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3. 運面ずるまえに 


キー 
シート 
ドア 

テールゲート 
パワーウィンドウ 
スライディングルーフ 
ラゲッジルーム 
ボンネット 
燃料給油 □ 

ステアリング 
S ラー 

メーターパネル 
ランプスイッチ 
方向指示 

ワイパー/ウオツシヤー 
リアデフオッガー 


3-2 

3-6 

3-14 

3-19 

3-21 
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3-34 

3-36 

3-38 

3-39 

3-42 

3-50 

3-56 

3-57 

3-59 
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キー 



OVM01126 


キ— 


エンジンの始動および車の解錠/施錠に使用します。 
U モートコント□ールスイッチび付いています。 
キーを出すとさは、ボタンを押します。 

リモートコント□ールで、すべてのドア、 テール 
ゲート、燃料給油フラップを解錠/施錠すること 
びでさます。 

解錠 

■ a を]回押すと、すべてのドア、テールゲート、 
燃料給油フラップび解錠されます。このとさ非常 
点滅巧び]回点滅します。 

ドアび解錠されても非常点滅灯び点滅しないとさ 
は、指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


施錠 

ra を押すと、すべてのドア、テールゲート、燃 
料給油フラップび施錠されます。このとさ非常点 
滅灯び3回点滅します。 

非常点滅灯び点滅しない場合は施錠されていませ 
ん。すべてのドア、テールゲート、ボンネットび 
確実に閉まっているか確認してください。 


テールゲートオープナー 

H を押すと テールゲー トのみ解錠されます。 
このとさ非常点滅灯び]回点滅します。 


注意！ 

テールゲートは、閉じるだけでは施錠されません。 
必ず、 ra を押してテールゲートを施錠してくだ 
さし、 _ 


A 警告 _ 

キーには重いアクセサリやキーホルダをつけない 
でください。走行中に重みでキーが回ってエンジ 
ンび停止し、事故を起こずおそれびありまず。 








キー 


注意！ 

♦ U モートコント□ールで施錠したとさは、非常 
点滅灯び点滅することと、ドア、テールゲート、 
燃料給油フラップび確実に施錠され、すべての 
ウィンドウとスライディングルーフび開じてい 
ることを確認してください。 

♦キーを紛失したときは、盗難や事故を防ぐため、 
直ちに指定ヴービスエ場に連絡してください。 

♦キーを強い電磁波にさらすと、リモートコント 
□ールに障害び発生するおそれびあります。 

♦近<に送電線や発電所、放送局など電波を発信 
する設備のある場所ではリモートコント□ール 
の電波の届<範囲び短<なります。確実に操作 
させるためには車から] m じ(内に近付いて操作 
してください。 

♦キーは強い衝撃や水から避けてください。故障 
の原因になります。 

♦キーの先端部を巧したり覆ったりしないでくだ 
さい。 

♦キーの電池が消耗すると IJ モートコント□ール 
び使えなくなりますび、エンジンを始動するこ 
とはでさます。 

♦キーには、重量のあるキーホルダをつけないで 
ください。キーび破損するおそれびあります。 

♦ドアやテールゲートを完全に閉じても正しく施 
錠されないとさは、指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 


知識 

◊リモートコント□ールで解錠したあと、約4日 
秒(内に(下のいずれかの操作をしないと、自 
動的に施錠されます。 

• ドアを開< 

• テールゲートを 開く 
• エンジンスイッチを1か2にする 

◊エンジンスイッチにキーを差し込み、〇の位置に 
あるとさは、 U モートコント□ールは作動します 
び、いったん1の位置にした後は、〇の位置に戻 
してちリモートコント□ールは作動しません。 

◊リモートコント□ールで解錠できないときは、 
キーをドアに差し込んで解錠することびできます。 


□ケイターライティング 

ランプスイッチび团因の位置にあり周囲び暗いと 
さにリモコン操作で解錠すると、車外のランプび 
点灯して周囲を明るくします。点灯したランプは 
約40秒後に、または運転席ドアを開くと消なします。 


知識_ 

点巧するランプは、車幅な、テールランプ、ライ 
センスランプ、フォグランプです。_ 
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キー 



電池の交換 

U モートコント□ールの作動可能距離び短くなつ 
たり、 HI や ra 、 を押しても作動しない場 
合は電池の消耗び考えられます。指定ヴービスエ 
場で点検を受けてください。 

電池の交換手順 

① ボタンを押してキーを出します。 

② カバーを矢印の方向に開さます。 

③ 電池を外し、新しい電池と交換します。電池は 
2個とわ©を上にしてセットします。 

④ カバーを溝の位置に合わせ、押し込んで閉じます。 
⑥リモートコント□ールび正常に作動することを 

確認してください。 

正常に作動しない場合はシステムを同期させて 
ください。 
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電池の交換は指定ヴービスエ場で行なラことをお 
勧めします。 


A 警告 _ 

電池は子供の手の届かないところに保管してくだ 
さい。誤って電池を飲み込むおそれびありまず。 
もし電池を飲み込んでしまったときは、ただちに 
医師の診断を受けてください。 


^主意！ 

N 

電池は 2 個同時に交換してください。 



知識 

リチウム電池 ( CR 2025) を2個使用します。 



















キー 


9 環境保護のため、使用済みの電池を廃棄する 
とさは、新しい電池をお買い求めになった販 
売店で処分を依頼するか、各自治体の処分方 
法に従ってください。 

リモートコント□—ルシステムの同期 

電池の交換時に電池を外しておくとシステムび作 
動しなくなることびあります。この場合はシステ 
ムの同期をして < ださい。 

①キーをエンジンスイッチに差し込み 2 の位置に 
回します。 

②キーを〇にして抜さ取り、6日秒じ(内に ra を押 
して保持したまま、 HI を己回押すと 
同期び完了します。 

③ U モートコント□ール機能び正しく作動するか 
確認してください。 

U モートコント□ール機能び正しく作動しない 
とさは、最初からやり直してください。 


知識 

電池を交換した後に上記の手順でシステムの同期 
び行なわれないとさは、指定サービスエ場で同期 
を行なってくださし、。 

V_ • 
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シート 



フ□ントシート 


正しい運転姿勢に-2ページ）を参照し、シートを 
調整してください。 

パヮーシート 

エンジンスイッチび 2 のときにシート横のスイッチ 
で調整することびでさます。 

◊高さ調整 

矢印 n の方向にスイッチを動かしてシ—卜の上 
下位置を調整します。 

◊前後位置の調整 

矢印已の方向にスイッチを動かしてシートの前 
後位置を調整します。 

◊座面の傾さ 

矢印已の方向にスイッチを動かして座面の傾き 
を調整します。 


◊バックレストの調整 

矢印因の方向にスイッチを動かしてバックレス 
卜の角度を調整します。 


A 警告 _ 

ごく短時間でも、車から離れるとさはエンジンス 
イッチからキーを抜いてください。また、子供び 
秉車している場合は一緒に降ろしてください。ド 
アび開いているとさは、スイッチでシートを動か 
ずことびできるため、誤ってシートを動かし、け 
びをずるおそれびありまず。また、炎天下では車 
内び非常に高温になり、熱射病や脱水症状を起こ 



ノ 

'注意！ 



♦シートの前後の調整をするとさは他の乗員の身 
体び挟まれてけびをしないよラにミ主意してくだ 
さし、 


♦シートの一部び人や物に当ったとさは、それ 
上操作しないでください。 


、 


知識 



し、つたんエンジンスイッチを2の位置にした後は、 
〇か1の位置に戻しても、またはキーを抜いても 
フ□ントドアを閉じていると約己分間はフ□ント 
シートの調整びできます。また、フ□ントドアを 
開くと約30分間はシートの調整びできます。 










シート 



高さの調整 

上げるときはへッドレストをそのまま引き上げます。 
下げるときは□ックノブを押してへッドレストを 
下げます。 


傾きの調整 

手でへッドレストを前後に動かして調整します。 


A 警告 _ 

乗車しているときは、ぶ^ずヘッドレストを取り付 
け、正しい位置に調整してください。事故のとさ、 

首にけがをずるおそれびありまず。 

\ _ * 


迂局！ 

へッドレストの中央び目の高さになっているかを確 
認し、必要に応じて再調整してください。 


取り外ずとき 

① バックレストを少し後方に倒します。 

② へッドレストを引き上げます。 

③ □ックノブを押してへッドレストを引き抜いて 
がします。 


知識_ 

□ックノブを押せない場合は、ヘッドレストを少 
し引き上げてください。 


取り付けるとき 

□ックノブを押しなびらへッドレストを押し込み 
ます。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 











シート 



シートヒーター 


シートヒーター（前席）のスイッチはインストル 
メントパネルにあります。 

スイッチで強、弱を切り替えます。 

エンジンび回転しているとさ作動します。 

通常は弱で使用してください。 

弱：スイッチの上側を押すと約2日分間作動しま 
す。表示灯び1つ点灯します。 

強：スイッチの下側を押すと約己分間作動し、その 
後弱に切り替わり約2日分間作動します。強の 
とさは表示巧び2つ点灯します。 


作動を止めるときは 

弱のとさはスイッチの上側を、強のとさはスイッチの 
下側を押します。 


注意！ 

♦シートに凸部のある重量物を置かないで下さ 
し、ヒーターを損傷するおそれびあります。 

♦コートや厚手の衣服などを着用している状態 
や、毛布などの保温性の高いわのをシートにか 
けた状態でシートヒーターを使用したり、シー 
トヒーターを連続して使用すると、異常過熱に 
より低温火傷（紅斑、水ぶくれ）をしたり、故 
障するおそれびあります。 

下のような方び使用するときは、熱すざたり、 
低温火傷（紅斑、水ぶくれ）をするおそれびありま 
すので、充分注意してください。 

•乳幼児、お年寄り、病人、体び不自由な方 
• 皮膚の弱い方 
• 過労や寝不足の方 
• 眠気を誘ラ薬を試用された方 
• 飲酒した方 


知識 

バッテ U —の電圧び低くなると、シートヒーター 
は一時的に作動を停止し、表示灯び点滅します。 
電圧び回復すると作動を再開します。 







シート 



リアシートは分割可倒式です。シートの位置を前 
後に移動したり、バックレストを前方に倒すこと 
で荷室を広くすることびでさます。 


リアシート 


A 警告 _ 

•リアシートのアームレストに子供を秉せないで 
<ださい。 

•バックレストを倒ず尼、要がないときは、バック 
レストを起こしへッドレストを装着してくださ 
し、。緊急ブレーキや急八ンドルのとを、荷物が 
飛び出して秉員びけびをずるおそれびありまず。 

•走行中はリアシートの調整をしないでくださ 
し、。緊急ブレーキなどでけびをずるおそれがあ 
りまず。 


、 


'注意！ 

\ 


♦シートをスライドさせたときには、「カチッ」と 
いラ音びしてシートび確実に固定されたことを 
確認してください。 


♦バックレストを倒すときは、身体を挟まないよ 
ラに注意してください。 

♦乗車するとさは、シートベルトび正しく着用で 
さる位置にリアシートを調整してください。 


リアシートをスライドさせるとさ 

レバーを矢印の方向へいっぱいに引きなびらシー 
卜を前後にスライドさせてください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 

















シート 



バックレストを倒ずとさ 

① リアシートのへッドレストをがします。 

② リアシートの U U —スノブをいっぱいに引さ、 
その状態を保ちなびらバックレストを前方に倒 
します。 


知識 

フ□ントシートに当たって完全に倒せないとき 
は、フ□ントシートを前ちにスライドさせてくだ 
さし、 

>-- 


バックレストを元に戻ずとき 

① バックレストのリリースノブをいっぱいに引い 
たままバックレストを起こします。 

② へッドレストを取り付けます。 


A 警告 _ 

リアシートのバックレストは、倒して使用ずると 
きも、起こして使用ずるときも/ぶず□ックしてい 
ることを確認してください。 


注意！ 

♦バックレストを倒す前にリアのカップホルダーお 
よび灰皿を閉じて < ださい。 

♦リリースノブのホい部分び見えているときは、バ 
ックレストび□ックされていません。ノブのホい 
部分び見えなくなるまでバックレストを確実に □ 
ックしてください。 

♦シートを操作するときには、シートとリアピラー 
との間に手を挟まないよラに注意してください。 

♦バックレストを元に戻すときは、シートベルトを 
挟まないよラに注意してください。 
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シート 



リアシートを低くずるとき 

① バックレストを倒します。 

② レバー已を矢印 n の方向に引いた状態で、□ッ 
クノブの前部を押しなびらレノ く一 A を矢印曰の 
方向に引さます。 

③ U アシートび□ックされるまで下に押します。 


リアシートを元の高さに戻ずとき 

レバー己を矢印 n の方向に引き、リアシートを引 
さ上げます。 


A 警告 _ 

•シートび低い位置のままで、バックレストを起 
こして乗車しないでください。事故のとさ、け 
がをずるおそれがありまず。 

•レバーを引いたときに、レバーに指を挟まない 
ように注意して操作してください。 




'注意！ 



♦バックレストを倒す前にリアのカップホルダーお 
よび灰皿を閉じて < ださい。 


♦リアシートの前や下に物を置かないでくださ 
し、シートを下げるときに、挟まれるおそれび 
あります。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

Y ビス K — 夕 


こんなとをは 













シート 



へッドレストの調整 


■高さの調整 

上げるときはへッドレストをそのまま引き上げ 
ます。 

下げるときは□ックノブを押してへッドレストを 
下げます。 


迂局！ 

へッドレストの中央び目の高さになっているか確認 
し、必要に応じて再調整してください。 


■取り外ずとき 

① へッドレストを引き上げます。 

② □ックノブを押してへッドレストを引き抜いて 
外します。 


知識_ 

□ックノブを押せない場合は、ヘッドレストを少 
し引き上げてください。 


■取り付けるとき 

□ックノブを押しなびらへッドレストを押し込み 
ます。 


■傾きの調整 

手でへッドレストを前後に動かして調整します。 


A 警告 _ 

乗車しているときは、 iff、 ずヘッドレストを取り付 
け、正しい位置に調整してくださし事故のとさ、 
首にけびをずるおそれがありまず。 
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シート 



へッドレストの収納 


中央のリアヘッドレストを取り外し、リアシート 
下に収納することびでさます。 

後席中央に乗員がいないとさは、中央のリアへッ 
ドレストを収納して後ち視界を確保してください。 

① 中央のリアへッドレストを外します （3-1 2ページ)。 

② スライドプレートを取り外します （3-28 ページ)。 

③ バックレストを倒し （3-1 日ぺージ）、リアシート 
を低くします （3-1] ぺージ）。 

④ リアへッドレストを図の向さに置さ、支柱部分 
をクリップに取り付け、確実に固定します。 


ぶ警 告 _ 

後席の中央に秉車ずるときは、尼>ずヘッドレスト 
を取り付け、正しい位置に調整してください。事 
故のとさ、首にけがをずるおそれびありまず。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 


















ドア 


ドア 


A 警告 _ 

事故の原因になるおそれびありまずので、ドアの 
開閉は LU 下の点に注意してください。 

. 半ドアでは走巧^中にドアび開くおそれびあるの 
で、確実に閉じてください。 

-開くときは周囲の安全を確かめてください。 

-子供には開閉させないで<ださい。 

V- - 


注意！ 

♦ドアを閉じるとき、手や物を挟まないよラに注意 
してください。 

♦ドアを施錠しているときでも、ドアレバーを引く 
と、ドアび開きます。走行中はドアレバーに触れ 
ないで < ださい。 


■ ドアの開閉 
開< 

車外からはドア八ンドル、車内からはドアレバー 
を引さます。 

閉じる 

車外からはドア八ンドルを持って、車内からはド 
アグリップを引いて確実に閉じます。 



■ ドアの解錠/施錠 

リモコンキーでドアの解錠/施錠がでさます。 
車内からは各ドアの□ックノブを押し込むとドア 
ごとに施錠でさます。□ックノブび押し込まれて 
いても、ドアレバーを引けば解錠されてドアび開 
さます。 

車内からフ□ントドアを開くと、他のドア、テー 
ルゲート、燃料給油フラップち解錠されます。 


知識 

\ 

◊助手席側ドアおよびリアドアは、 

ドアを開いて 

いるときに□ックノブを押し込んでドアを閉じ 

ると施錠されます。 


◊ドアび施錠されていてち、シートベルトテンシヨ 

ナーやエアバッグび作動すると、 

ドアは自動的 

に解錠されます。 

ノ 
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ドア 



キーによる解錠/施錠 

リモートコント□ールび機能しないときは、ドア 
八ンドルのキーシ U ンダにキーを差し込み、ドア 
を解錠/施錠することびでさます。 

解錠： 車両前方に回します。 

施錠： 車両後方に回します。 


迂局！ 

♦車から離れるとさは、エンジンを停止し、必ず 
ドアを施錠してください。 

♦キーでドアを解錠/施錠すると、操作したドアの 
みび解錠/施錠されます。他のドア、テールゲー 
卜、燃料給油フラップは連動して解錠/施錠され 
ませんび、解錠した運転席側のドアを開くと連動 
して解錠されます。 

♦施錠後は、すべての□ックび確実に施錠されて 
いることを確認してください。□ックノブび完 
全に下びっていないドアびあるときは、そのド 
アをいったん開さ、再度閉じてから施錠してく 
ださい。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 






ドア 



チャイルドプルーフ□ツク（リアドア） 


迂局！ 

□ックノブび下びっているときは、車外からもリ 
アドアを開<ことびでさません。 U モートコント 
□ールまたは車内のドアレバーを引いてドアを解 
錠してから車外のドア八ンドルで開いてください。 


知識 

チャイルドプルーフ□ックを使用していても、ノ 
ブはリモートコント□ールによる解錠/施錠に連 
動して上下します。 


車内のドアレバーを引いてもドアび開かないよラ 
にする装備です。 

ドアにあるレノ く一を下側の□ック位置にしてドア 
を閉じると施錠されます。 

子供を乗せたとさに使用してください。 


A 警告 _ 

車内に子供を残して車から離れないでください。 
チャイルドプルーフ□ックを使用中でもフ□ント 
ドアを開くことがでさ、子供や周囲に危険をおよ 
ぼず可能性びありまず。 
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ドア 



OVMO 3012 


ドア□ツクスイッチ 


すべてのドア、テールゲート、燃料給油フラップ 
を解錠/施錠することびでさます。 

スイッチの上側を押すと施錠し、下側を押すと解 
錠します。 


A 警告 _ 

車内に子供を残して車から離れないでくださし、。 
ドアの□ックノブび下びつていても、車内のドア 
レバーを引くとドアは開き、子供や周囲に危険を 
およぼず可能性びありまず。 


迂局！ 

リモートコント□ールでドアを施錠してあるとき 
は、ドア□ックスイッチで解錠/施錠することは 
でさません。 


知識_ 

ドア□ックスイッチで施錠してあるとき、車内か 
らフ□ントドアを開くと、他のドア、テールゲー 
卜、燃料給油フラップわ解錠されます。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 













ドア 



車速感応ドア□ック 


速度び約]已 km / h じ(上になると、ドア、テールゲ 
ート、燃料給油フラップを自動的に施錠する機能 
です。ドア□ックスイッチでこの機能を設定した 
り解除することびでさます。 

車速感応ドア □ ックの設定/解除 

すべてのドアを閉じてエンジンスイッチを 2 の位置 
にし、ドア□ックスイッチの上側を約]日秒間押す 
と設定され、下側を約6秒間押すと解除します。 


[3- 


迂局！ 

♦車速感応ドア□ックを設定した状態で、車を巧 
したり、タイヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを〇の位置にしてくださ 
し、タイヤび回転すると施錠され、車外に閉め 
出されるおそれびあります。 

♦車速感応ドア□ックで施錠されたドアをドア □ 
ックスイッチで解錠すると、速度びいったん約 
] 日 km / hii (下にならないと、再度車速感応ドア 
□ックは作動しません。 




知識 



0シートベルトテンシヨナーやエアバッグび作動 
すると、すべてのドア□ックは自動的に解錠さ 
れます。 


◊この車速感応ドア□ックの機能は、後退時にわ 
作動します。 









テールゲート 





テールゲート 

J 


開くとき：車外から開くときは八ンドルを手前 
に引きます。車内からはテールゲー 
卜内側のレノ（一を手前に弓 I きます。 


知識 

ドア□ックスイッチやリモコン操作で施錠している 
とさは、テールゲートを開くことはでさません。 

V__ 


閉じるとさ：テールゲート内側のプル八ンドルに 
手をかけ、テールゲートを下げてか 
ら八ンドルトリムを確実に押して開 
じます。 


レバー 


OVM01136 


A 警告 _ 

•車内に子供を残して車か S 離れないでくださ 
し、。リアドアのチャイルドプルーフ□ックを使 
用していてもテールゲートび開き、子供や周囲 
に危険をおよぼず可能性びありまず。 

•エンジンび回転しているときは、排気ガスび室 
内に入るためテールゲートを開いたままにしな 
いでください。排気ガスに含まれている一酸化 
炭素を吸い込むと、一酸化炭素中毒を起こした 
り、死 t ずるおそれがありまず。 



ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとさは 

















テールゲート 


注意！ 

♦車から離れるとさは、エンジンを停止させ、必 
ずてールゲートわ施錠してくださし、。 

♦テールゲートを閉じるとさは、身体や物を挟ま 
ないよラに注意してください。車の周りに子供 
びいる場合は、特に注意してください。 

♦車内のレバーに手をかけてテールゲートを閉じ 
ないでください。レバーを損傷するおそれびあ 
ります。 

♦テールゲートはルーフ面より高い位置まで開さ 
ます。テールゲートを開くとさは、後方や上方 
に充分な空間びあることを確認してください。 

♦テールゲートのダンパの強さは気温によって変 
化します。必要に応じてテールゲートが停止す 
る位置まで手で動かしてください。 

♦貴重品はラゲツジルーム内に保管しないでくだ 
さし、 



テールゲートの解錠/施錠 


車外から 

リモートコント□-ル （3-2 ぺージ）による解錠/ 
施錠びでさます。 

車内か5 

ドア□ックスイッチ （3-1 7ページ）またはテール 
ゲートの内側のノブによる解錠/施錠びでさます。 
テールゲート内側のノブで施錠するとさはノブを 
施錠の位置にします。解錠するとさはノブを解錠 
の位置にします。 


知識_ 

テールゲートを開けているとさにノブを施錠の位 
置にしてテールゲートを閉めると施錠されます。 
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パワーウインドウ 


前席操作用のスイッチ！！〜曰は、センタコンソー 
ルにあります。後席操作用のスイッチは、センタ 
コンソールの後方にあります。エンジンスイッチ 
が2の位置のとさに開閉でさます。 

スイッチの ra 側を軽く押すと開さ、 ra 側を軽く 
押すと閉じます。手を放すとその位置で停止します。 
スイッチの ra 側を強く押すと自動で全開します。 
止めたいときは、スイッチを軽く押します。 

スイッチの ra 側を強く押すと自動で全開します。 
止めたいときは、スイッチを軽く押します。 



セーフティスイッチ旦を EI び見えるように動かす 
と、後席のパワーウィンドウスイッチでもウィンド 
ウの開閉操作びでさます。 

セーフティスイッチ旦を D び見えるように動かす 
と、後席のパワーウインドウスイッチではウインド 
ウの開閉操作びでさな<なります。 

子供をリアシートに乗せるときに使用してくださし、。 


注意！ 


パワーウィンドウを閉じるとさは、けびを防ぐた 
めじ(下の点にま意してください。 

子供に操作させないで < ださい。 

操作時は子供の身体や異物を挟まないよラに周 
囲の安全を確かめてください。 

短時間の降車時でわキーを抜さ取ってください。 


] 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 































パワーウインドウ 


知識 

◊パワーウィンドウを自動で全開しているときに 
挟み込みなどの抵巧びあると、ウィンドウび直 
ちに停止し、その位置から少し下降します。 
◊いったんエンジンスイッチを2の位置にした後 
は、〇か1の位置に戻しても、またはキーを抜 
いてもフ□ントドアを閉じていると約已分間は 
パワーウインドウの操作をすることびできます。 


ウィンドウが自動で全開/全閉しないとき 

バッテ U —の脱着などにより一時的に電源の接続を 
断った後などは、パワーウィンドウび自動で全開/ 
全開できなくなることびあります。このときは、ス 
イッチを軽く押してウィンドウを全開にし、そのま 
まスイッチを]秒仪上押し続けてください。自動全 
開/全開機能び回復します。この操作を各ウィンド 
ウで行なってください。詳しくは指定サービスエ場 
におたずねください。 
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スライデイング ルーフ 



スライデイングルーフ* 


スイッチはルーフの前部にあります。 

エンジンスイッチび2の位置のとさ作動します。 

スライデイング ルーフの 操作 

ルーフを開くとき： スイッチを n の方向に引 

さます。 

タッチするよラに引<と 
自動で約2/3開さます。 
わラー度タツチするよう 
に引くと全開になります。 


* :仕様などにより装備び異なります 


ルーフを閉じるとき：スイッチを已の方向に押 

します。タッチするよラに 
押すと自動で約]/3閉じ 
ます。もラー度巧すと、押 
している間だけ閉じます。 
チルトアップずるとき：スイッチを已の方向に押 

します。 

チルトダウンずるとき：スイッチを因の方向に引 

さます。 

自動で開閉でさないとさ 

バッテリーび上びったり、バッテ U —の脱着などで 
電源の接続を断った後などは、スイッチを操作して 
も、スライディングルーフび一度に少しづつしか開 
かな < なります。 

機能を回復させるには、スライディングルーフをチ 
ルトアップするまでスイッチを回の方向に押して、 
そのままスイッチを]秒じ(上押し続けてください。 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 


A 警告 _ 

走巧中はスライディングルーフから身体を出さな 
いで<ださい。けがをずるおそれびありまず。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 










スライデイング ルーフ 


注意！ 

♦スライディングルーフを操作するとさはじ(下の 
点に注意してください。挟まれて重大なけがを 
することびあります。 

• 開□部から身体を出さないでください。 

• 子供に操作させないでください。 

• 操作時は子供の身体や異物を巻さ込まないよ 
ラに周囲の安全を確かめてください。 

• 短時間の降車時でわキーを抜さ取ってくだ 
さし、 

♦スライディングルーフの損傷を防ぐため、じ(下 
の点にま意してください。 

• 開口部に腰をかけたり、荷物を載せないでく 
ださい。 

• 洗車時や降車時はスライディングルーフを開 
じてください。 

• 凍結時や積雪時は開閉しないでください。 
♦スライディングルーフの開□部から、荷物の出 
し入れをしないでください。開□部の防水シー 
ルを損傷するおそれびあります。 

♦降雨後や積雪後にスライディングルーフを開く 
とさは、ルーフ上の水や雪などを取り除いてく 
ださい。車内に水や雪などび入るおそれびあり 
ます。 


知識_ 

◊スライディングルーフを開いて走行すると、走 
行風の影響で空気の振動を感じることびありま 
す。これはスライディングルーフの開度を変え 
るか、ウィンドウを少し開けば軽減します。 

◊エンジンスイッチを2の位置にした後は、〇か 
1の位置に戻しても、またはキーを抜いてもフ 
□ントドアを閉じていると約已分間はスライデ 
イングルーフの操作をすることびでさます。 
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スライデイング ルーフ 



スイッチで操作でさないとさ 

バッテリーあびりやスライディングルーフの故障 
によりスイッチでの開閉びできないときは手動で 
閉じることびでさます。 

ルームランプの内側に、手動用の駆動部びありま 
す。ルームランプのカバーを外し、付属のクラン 
クレンチを駆動部に差し込んで回します。 


開いているルーフを閉じるとき 

時計回りに回します。 


チルトアップしているルーフを下ばるとさ 

反時計回りに回します。 


迂局！ 

♦クランクレンチは止まるまで奥に差し込み、操 
作時は片手で駆動部に押し付けるよラにしなび 
ら回してください。確実に差し込まれていない 
と、駆動部を損傷したり、けびをしたりするこ 
とびあります。 

♦クランクレンチで容易に駆動部び回せないとさ 
は、スライディングルーフのレール部分に異物 
のかみ込みなどび考えられます。無理に動かさ 
ずに異物を取り除くか、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

♦スイッチで作動しないとさは、指定ヴービスエ 
場で点検を受けてください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 










スライデイング ルーフ 



手で開閉します。 

スライディングルーフを開くと連動して開さます。 
閉じるときは連動しません。 


* :仕様などにより装備び異なります 
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ラゲツジ ルーム 



荷物用フック 


ラゲツジルームには4個のフツクびあります。 

使用ずるとさ 

軽い荷物を固定したり、ストラップなどを使用し 
てラゲツジルームに立てかけた荷物などを固定し 
ます。 


迂局！ 

♦荷物用フックは重さ約 4 k 浸未満の荷物を固定し 
てください。荷物用フックを損傷するおそれび 
あります。 

♦荷物用フックと固定用リング （3-33 ぺージ） 
を合わせて使用しないでください。 

♦荷物用フックには均等に力びかかるよラにして 
ください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんな户 
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スライドプレート 


後部座席の後ろの左ちのスライドプレート n は取 
り外すことびでさます。 

スライドプレートを取り外ずとき 

スライドプレートは上に持ち上げて外します。 


左側のスライドプレートは折りたたむことびでさ 
ます。 

注意！ ' 

取り外したスライドプレートは、車から降ろすか、 
確実に固定してください。緊急ブレーキ時などに、 
放り出されて乗員がけびを負ラおそれびあります。 


スライドプレートを取り付けるとき 

已の穴開き部分を持って、ガイドピン已をソケッ 
卜凸の中に挿入してください。 
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ラゲツジ ルーム 



セーフテイネット 


大さな荷物や多<の荷物を積んだとさはセーフティ 
ネットを使用してください。 

セーフティネットは、車内のルーフとフ□アのそ 
れぞれ2箇所凸（ルーフ）、曰（フ□ア）と曰（ルー 
フ）、且（フ□ア）に取り付け位置びあります。 

•且（フ□ア）は、フ□ントシートの下部後方にあ 
ります。 

•且（フ□ア）は、図の位置にあります。 



A 警告 _ 

参セーフティネットは補助のなものでず。緊急ブ 
レーキや事故のとさなどに重い荷物び飛び出ず 
ことを防ぐことはでさません。重い荷物などは 
必ずフ□アに置いて確実に固定してください。 

参リアシートに人び秉車ずるときは曰 U レー 
フ）、 且（フ□ア）の位置にセーフティネットを 
取り付けてください。緊急ブレーキや事故の 
とき乗員びけびをずるおそれびありまず。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 
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セーフテイネットを取り付けるとき 

① セーフテイネットのバーの両端を押し縮めなび 
らルーフのフックに取り付け、前方にスライド 
させて固定します。 

② セーフテイネットのストラップのフックをフロ 
アの固定用リングに取り付けます。 

③ ネットに張りを持たせるため、ストラップを引 
さます。 

' A 警告 > 

•セーフテイネットは必ず張りを持たせて使用し 
てください。走行中にセーフテイネットが外れ 
ると、荷物が前方に放り出され、乗員びけがを 
ずるおそれがありまず。 


参セーフティネットを凸（ルーフ）、旦（フ□ア） 
の位置に取り付けるときは、フ□ントシートの 
端部に注意してください。けがをずるおそれび 
ありまず。 


、 


'注意！ 



♦セーフテイネットび確実に固定されていること 
を確認してください。 


♦セーフティネットを凸（ルーフ）、曰（フ□ア） 
の位置に取り付けたとさは、リアシートの位置 
を低くしないでください。 

♦損傷したセーフテイネットは、使用しないでく 
ださい。 
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ホルダからカバーを引き出して、車の後部の フッ 
クに取り付けます。 

ホルダを取り付けるとき 

① ホルダび□ックするまでホルダのち端を押し込 
みます。 

② ホルダの左端を車の左側取り付け部に差し込み 
ます。 

③ ホルダのち端を取り付け部に合わせなびら、ボ 
タンを押して取り付けます。 

ホルダを取りがずとき 

① ホルダち端を、矢印の方向に□ックするまで巧 
し込みます。 

② ホルダを外します。 


A 警告 _ 

参ラゲッジルームカバーの上に物を置かないで< 
ださい。緊急ブレーキや急八ンドル時などに、 
物が放り出されて秉員びけびをずるおそれがあ 
りまず。 

•ホルダが確実に固定されていることを確認して 
ください。緊急ブレーキ時などにホルダび外れ、 
乗員びけがをずるおそれびありまず。 


注意！ 


ホルダち端はスライドするので、押し込んだとさ 
に手を挟まないよラにを意してください。 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


こんなとをは 
























ラゲツジ ルーム 




OVM01147 


荷物の積みかた 


荷物を積むときは 

◊荷物はシートの背面に接するよラに積んでくだ 
さい。また、重い荷物はでさるだけ前方に積ん 
でください。荷物の積みかたは走行安定性に大 
きく影響します。 

◊荷物をバックレストより高く積み上げないでく 
ださい。 

◊ウィンドウに荷物び当たらないようにま意して 
ください。ウィンドウを破損したり、 U アデフォッ 
ガーの熱線を損傷するおそれがあります。 

◊大きな荷物を積まないときは、リアシートのバッ 
クレストを起こし、ヘッドレストを装着してく 
ださい。 



◊へッドランプの照射角度び正しい角度を保てる 
範囲で荷物を積んで<ださい。 

◊緊急ブレーキや急八ンドルのとき荷物び前方に 
飛び出さないように、さちんと捆包して確実に 
固定してください。 

◊ U アシートに人を乗せないときは、図のように 
左ちのシートベルトプレートを反対側のバック 
ルに差し込んで、シートベルトび交差するよラ 
にしてください。 





















ラゲツジ ルーム 



荷物を固定ずるときは 

◊荷物はきちんと捆包して確実に固定してくださ 
し、緊急ブレーキや急八ンドルまたは事故のと 
さ、荷物び放り出され、乗員びけびをするおそ 
れびあります。 

◊荷物の固定には擦れに強く丈夫な□ープを使用 
してください。ラゲツジルームに4個、フ□ン 
トシートの下部後方のフ□アに2個の荷物固定 
用リングびあります。各固定用リングに力び均 
等にかかるよラに通して結んでください。 



ストラップなどで荷物を固定ずるときは 

◊荷物固定用のストラップなどは、ダイムラー- 
クライスラー社の基準に合った相当品の使用を 
お勧めします。 

•ストラップは、張力7日日 kg じ(上、幅2己 mm 
じ(下の物を使用してください。 

-伸縮性のある□ープやネットを使用しないで 
ください。重い荷物を固定することびでさず、 
事故のとさ、けびをするおそれびあります。 

◊固定する□ープやネットび荷物のエッジや角に 
かからないよラにして < ださい。 

◊鋭い角のある物は、角の部分にカバーをしてく 
ださい。 

◊ストラップは、図のように荷物の上で交差する 
よラにかけ、力び各荷物固定用リングに均等に 
かかるよラにします。特に締め付け金具を使用 
する場合は、荷物固定用リングに過大な力びか 
からないよラに注意して<ださい。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


車との上手な 
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ボンネット 



ボンネット 


ボンネットを開<とさ 

①室内左側のインストルメントパネル下にあるボ 
ンネット□ック解除レバーを手前に引きます。 


A 警告 _ 

•ボンネットから炎や煙、蒸気び見えたときは、 
ボンネットを開かないでください。乂傷をずる 
おそれがありまず。 

参車び走行しているとさにボンネット□ック解除 
レバーを引かないでください。ボンネットが開 
いて事故を起こずおそれがありまず。 



②ラジェターグリルのノブを片方の手で矢印の方 
向に引さなびら、フ□ントグリルの下部を持ち 
上げてボンネットを開きます。 


注意！ 

♦ボンネットを開くときは、必ずフ□ントグリル 
の下部を持って開いてください。ノブを持って 
引さ上げると、ノブび折れるおそれびあります。 

♦ワイパーアームを起こしたままボンネットを開 
かないでください。ボンネットとワイパーび当 
たり、損傷するおそれびあります。 

♦ボンネットび強い風にあおられると、急に下び 
るおそれびあります。風の強い日にボンネット 
を開くときは充分に注意してください。 














ボンネット 


♦ェンジンの始動中や回転中、ェンジンスイッチ 
び2のとさは、ェンジンルームに手を入れたり、 
イグニッションシステムに手を触れたりしない 
でください。手や衣類び巻さ込まれたり、感電 
するおそれびあります。 

♦ェンジンを停止した後わ約3日秒間はラジェタ 
ーファンび動さ続けることびありますのでボン 
ネットを不用意に開かないでください。 


ボンネットを閉じるとさ 

ボンネットを引さ下げ、軽く反動を付けて閉じま 
す。完全に閉じなかったとさは、わラー度ボンネ 
ットを開き、同じ方法で少し強めに閉じます。 


A 警告 

走行前に、ボンネットが確実に□ックされている 
ことを確認してください。走行中にボンネットび 
開いて事故を起こずおそれびありまず。 


迂局！ 

♦エンジンルーム内に物を置いたままボンネット 
を閉じると、ボンネットび変形するおそれびあ 
ります。 

♦ボンネットを閉じるときは、手を挟まないよラ 
にま意してください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 
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とさ 
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燃料給油口 



燃料給油 □ 


運転席側のドアび解錠されているとさ、フラップ 
び開さます。 

キャップを外ずとき 

キャップを反時計回りに少しゆるめてタンク内の 
圧力を抜いてから外します。 

キャップを取り付けるとき 

キヤップを時計回りに□ック音び鳴るまで回します。 


燃料タンク容量： 8-20 ページ 


A 警告 _ 

燃料は弓 I 乂しやずいので取り扱いを誤ると爆発ず 
る危険びありまず。 LU 下の点にま意して、事故や 
乂災、けびを防いでください。 

• I 給油時はエンジンを止めてください。 

• 周囲に燃料があるときや燃料の臭いびずると 
きは、たばこなどの乂気を近づけないでくだ 
さい。 

• こぼれた燃料はずべて拭き取つてください。 

• 車の周囲や車内で燃料の臭いを感じるとき 
は、ただちに指定ヴービスエ場で点検を受けて 


<ださい。 

ノ 


'注意！ 



♦給油中、給油ノズルび自動停止した時点で給油 
を止めてください。燃料を入れすざるとエンジン 
び止まったり思わめトラブルの原因になります。 

♦燃料は無鉛プレミアムガソリンを使用してくだ 
さい。有鉛ガソリンや粗悪なガソリン、指定 
外の燃料（高濃度アルコール含有燃料）を給油 
したり、添加剤などを湿入すると、エンジンな 
どを損傷するおそれびあります。 


知識 

フラップの裏側に、タイヤ空気圧のデータび貼付 
してあります。_ 










燃料給油口 



OVMO 4002 


燃料給油フラップが開かないとさ 

燃料給油フラップび開かないとさは、手動で□ッ 
クを解錠します。 

① ラゲッジルーム左側にあるル物入れのカバーを 
外します。 

② ノブを時計方向に回して燃料給油フラップを開 
いて <ださい。 
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ステアリング 



ステアリング 


ステアリングの角度を調整することびできます。 
□ックレバーを下げて□ックを解除し、ステアリ 
ングを上下に動かして調整します。調整び終わつ 
たら□ックレノ（一を元の位置に戻します。 

調整後はステアリングび確実に□ックされている 
ことを確認してください。 

ステアリング□ック警告'灯： 

■ 一 • エンジンスイッチび2のとき点巧し、エン 
ジン始動後に消なします。点灯しないとさは表示灯 
の故障び考えられます。エンジン始動後に点灯する 
ときは□ックレノ く一び固定されていません。 

□ックレバーを固定し、警告灯び消灯するのを確 
認してから走行してください。 


A 警告 _ 

•走行中はステアリングの調整をしないでくださ 
し、。走行中に調整ずると、思わめ方向にステアリ 
ングが動くことがあり車のコント□ールを失う 
おそれびありまず。 


•ステアリングには、エアバッグを装備していま 
ず。「エアバッグ取り扱いのま意」を守ってく 
ださい （2-9 ぺージ）。 


、 


'注意！ 

'N 


♦エンジン回転中にステアリングを左、あるいは 
ちにいっぱいに回した状態を長時間保たないで 
ください。パワーステア U ング装置を損傷する 
おそれびあります。 

♦エンジンを止めたまま、けん引走行するときは、 
パワーステアリング装置び作動しません。「け 
ん引してもらうとき」をお読みください。 （6- 
7ぺージ）。 










ミラー 



調整スイッチ 


OVMO 2003 


ミラーボタン（左) 


ミラーボタン（右) 


ドア S ラー 


角度調整 

スイッチはセンタコンソールにあります。 

エンジンスイッチび2の位置のとさ調整できます。 

① 調整したい側（左またはち）のミラーボタンを 
押します。 

② 調整スイッチを前後左右に動かしてミラーの角 
度を調整します。 


ぶ警 告 _ 

ミラー類は必ず走巧前に、後方び充分確認でさる 
ように調整してください。走行中に調整ずると、 
車のコント□ールを失うおそれがありまず。 


注意！ 

♦ドアミラーに写った像は実際よりも遠くにある 
よラに見えます。ドアミラーで後方を確認する 
とさは充分ま意してください。 
♦ドアミラーには死角びあります。車線変更をす 
るとさは、必ずルームミラーで後方を確認して 
ください。また、肩ごしに直接斜め後方を確認 
してください。 




知識 



◊いったんエンジンスイツチを2の位置にした後 
は、0および1の位置に戻してわ、またはキー 
を抜いてもフ□ントドアを閉じていると約已分 
間はドアミラーの調整をすることびできます。 
0 ドアミラーにはヒーターび装着されています。 
外気温度が下がると自動的に作動して曇りや凍 
結を防ぎます。 
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ミラー 



格納 


展開 


OVMO 4003 


ミラーの格納 

スイッチはセンタコンソールにあります。エンジ 
ンスイッチび2の位置のとさ格納でさます。 

格納スイッチを押すと、ミラーび格納されます。 

展開スイッチを押すと、ミラーび元の位置に戻り 
ます。 


注意！ 

♦ドアミラーは手で格納したり、手で元に戻さない 
でください。 S ラーを損傷するおそれびあります。 
♦走行するとさはドアミラーを元の位置に戻して 
ください。 

♦ドアミラーを動かしているとさは、身体を挟ん 


だり、異物び挟まったりしないよラに注意し 
てください。車の周りに子供びいるときは、 
特に注意してください。 

♦洗車機を使用するときはミラーを格納してく 
ださい。ミラーを損傷するおそれびあります。 

♦ ドアミラーは車体の側面から突さ出ています。 
すれ違いや車庫入れのとさ、また、走行者な 
どに充分注意してください。 

♦速度び約]已 km/h じ(上になるとドアミラーは 
格納でさません。 

♦ドアミラーのちれを取るとさは、研磨剤（コ 
ンパウンド）入りのガラスク U —ナを使用し 
ないでください。ミラーに細かな傷びつくお 
それびあります。 



ノ 

知識 



◊いったんエンジンスイツチを2の位置にした後 
は、0および1の位置に戻してち、またはキー 
を抜いてもフ□ントドアを閉じていると約己分 
間はドアミラーの格納/展開びでさます。 

◊エンジンを停止して停車しているときに歩行者 
などび当たり、ドア S ラーびわずかに®びった 
場合、次にエンジンを始動し、速度び約 
已日 km/h に達すると、ドアミラーび走行時の位 
置に戻ります。完全に戻らないときは、スイツ 
チで戻してください。 












ミラー 



J レ—ム三•フー 


ルーム S ラーの角度は手で調整します。 

後続車のライトび眩しいとさはノブを手前に引い 
て使用します。 


A 警告 _ 

ルームミラーは/ぶず走巧前に後方が巧分確認でき 
るように調整してください。走行中に調整ずると、 
車のコント□ールを失うおそれがありまず。 
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メーター パネル 


メーター 
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メーター パネル 
D 水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 


注意！ 

水温計の指針びオレンジ色の部分に入ったとさは、 
ただちに安全な場所に停車してエンジンを冷却し 
てください。オーバーヒートのおそれびあります。 
エンジン冷却の方法については 6-1 9ページをお読 
み < ださい。 


旦外気温度計 

路面付近の外気温度を表示します。 


/ t \ 誓 告 _ 

表示している外気温度び crcLU 上でも、路面び凍 
結していることびありまず。走巧には巧分注意し 
て < ださい。 


知識 

◊外気温度の上昇や下降は、少し遅れて表示に反 
映されます。 

◊外気温度をフ□ントバンパー部で測定している 
ため、表示温度は、路面からの簡射熱などの影 
響を受けます。したびって表示温度び実際の外 
気温度と異なることびあります。 


B 燃料計 

燃料の残量を示します。 



意！ 


給油のときはエンジンを停止してください。 

V_ 



知 

識 



走行前に燃料の残量が充分あることを確認してく 
ださい。高速道路や自動車専用道路などでの燃料 
切れは道路交通法違反になります。 

V_ * 


凸燃料残量警告'灯 

エンジンスイッチが2のとさ点灯しエンジン始動後 
に消灯します。点灯しないとさは警告巧の故障び考 
えられます。点灯したとさは燃料残量び約] 2 ^じ( 
下になつています。できるだけ早く給油してくださしん 


知識 

坂道やカーブなどでは、警告灯の点灯び早<なる 
ことびあります。_ , 

旦メーターパネル照度調節ノブ 

ライトスイッチび053にンジンスイッチび2のとさ)、 
巨因か^のとさ、ノブを左ちに回してメーターパ 
ネルの照日月の明るさを調節します。 

回スピードメーター 

車の走手 T 速度を km/h で表示します。 
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メーター パネル 


Q トリップメーター/オドメーター/メンテナン 
スインジケーター 

トリップメーター/オドメーターはじ(下のとさに 
表示され、約3日秒後に消灯します。また、ノブ且 
を押すたびに切り誓ります。 

-運転席ドアを開く。 

-エンジンスイッチを！か2の位置にする。 

-ノブ回を押す。 

* ランプスイッチを BS か^国の位置にする。 

トリップメーター： 

リセットしてからの走行距離を km で表示します。 
リセットするときはトリップメーターを表示させ 
て、リセット(000. Okm ) されるまでノブ旦を押 
します。 

オドメーター： 

これまでに走行した距離の総合計を km で表示します。 

メンテナンスインジケーター： 

メーカー指定点検整備の実施時期を表示します。 

〇時計調節用ノブ 

ノブを引いて時計回りに回すと分び調整でさ、反 
時計回りに回すと時間び調整でさます。 


回タコ メーター 

1分間あたりのエンジン回転数を表示します。 


知識 

エンジン回転数び許容範囲を越えるとさは、自動 
的にリミッターび働きエンジンを保護します。_ 


の時計 

時刻を表示します。 

m シフト位置表示 

オートマチックトランスミッシヨンのシフト位置 
を表 7 J \ します。 




メーターパネル 


表示好と警告な 


目 AS / ESP 警告な（2-21、 2-23 ぺージ） 


ETS 警告灯 （2-26 ページ） 


A 目 S 警告灯 （2- 19ページ） 


ブレーキパッド摩耗警告な (4-1 7ぺージ） 


オイル量警告な （8-8 ページ） 


冷却水量警告な （8-6 ページ） 


LOW 

RANGE 


□ー レンジ表示:0 (4-1 4ぺージ） 


エンジン警告灯 （4-4 ページ） 


ウォッシャー液量警告な （8- 14ページ） 


AIRBAG 

OFF 


エア J (ツグオフ表示な（2-8、 2-1 4ページ） 
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フ□ントフォクランプ表示巧 
(3 -己4ぺージ） 

ステアリング□ック警告灯 
(3-38 ぺージ） 

シートベルト警告灯に-6ページ） 
エアバッグシステム警告灯 （2-8 ぺージ) 
WM ブレーキ警告灯（4-16、 8-1 2ページ） 
充電警告灯 （6-20 ページ） 

上向き表示灯 （3 -己〇ページ） 

方向指示表示灯（3-己6ページ） 


LIM 


ESP/ETS (エレクト□ニック.トラク 
シヨン-サポート）表示灯 
C 2-23、2-26 ぺージ） 

巧変スピードリ S ッター表示灯 
(4-2] ぺージ） 
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メーター パネル 



メーカー指定点検整備を行なラ時期び近づくと、 
その時期までの走行距離または曰数を表示します。 
ディスプレイはトリツプメーター/オドメーター 
と共用です。 

次回のメーカー指定点検整備を行なラ時期の] 日 曰 
前または、約1， 日日日 km 前になると、エンジンスイ 
ツチを 2 にするたびに約] 日 秒間、ディスプレイに 
メンテナンスインジケーター〇または、 ra と 
曰数または距離を表示します。 

メンテナンスインジケーターび表示されるときは、 
メーカー指定点検整備を実施します。詳しくは、 
整備手帳を参照、または指定ヴービスエ場に問い 
合わせてください。 


注意！ 

メンテナンスインジケーターは、エンジンオイル 
量の警告表示やエンジンオイルのレベル表示では 
ありません。 


知識 

◊メーカー指定点検整備を行なラ時期を過ざる 
と、距離または日数の前に一（マイナス）び付 
き、エンジンスイッチを 2 にしたときにその表 
示び点滅します。 

◊次回のメーカー指定点検整備を行なラ時期まで 
の走行距離は、運転のしかたや状況によって異 
なります。エンジン回転数を必要上に上げな 
いよラに走行したり、エンジンび充分に温まら 
ないラちに走行を止めるよラな短距離の走行を 
避けることにより、次回に行なラメーカー指定 
点検整備までの走行距離び長くなることびあり 
ます。 

◊バッテリーの端子を外している間の日数は加算 
されません。 


メンテナンスインジケーターを表示させるとき 

ボタンをすばやく 2度押します。 

メンテナンスインジケーターび約]日秒間表示され 
ます。表示中にボタンを押すと表示び消えます。 








メーター パネル 


メンテナンスインジケーターのリセット 

メーカー指定点検整備後に指定ヴービスエ場でメ 
ンテナンスインジケーターをリセットします。 
メンテナンスインジケーターを U セットすると、 
次回のメーカー指定点検整備までの距離は 
] 己，日日日 km、 日数は36己曰に再設定されます。 


注意！ 

♦メンテナンスインジケーターのリセットは指定 
ヴービスエ場で行なつてください。 
♦メンテナンスインジケーターに何らかの異常び 
あるとさには指定ヴービスエ場で必ず点検を行 
なつて < ださい。 
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メーター パネル 



メーターパネルのディスプレイでエンジンオイル 
レベルを点検することびでさます。 

ディスプレイはトリップメーター/オドメータ 
一/メンテナンスインジケーターと共用です。 

エンジンオイル点検の方法 

① 車を水平な場所に停めます。 

② エンジンを始動し、オイルを暖めます。 

③ エンジンを停止して、己分ほど待ちます。 

④ エンジンスイッチを 2 にします。数秒後にデイ 
スプレイがじ(下のよラに表示されます。 



⑥ボタンを素早く2度押します。オイルレベルに 
応じてじ(下のよラに表示されます。 


:しム • 


エンジンオイルを補給する必要はありません。 


_ < n I 

…し 

V_ J 

エンジンオイルを約1.日補給してください。 



エンジンオイルを約1.已 jg 補給してください。 



エンジンオイルを約2.日 jg 補給してください。 



オイルレベルび上限を超えています。指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 


注意！ 

エンジンオイルび多すざるとエンジンや触媒装置 
を損傷するおそれびあります。 _ 














メーター パネル 


⑥オイル量警告灯び表示されたとさ、またはオイ 
ルび下限(下のとさは、指定のオイルを補給し 
ます。 


ディスプレイの表示は、取扱説明書作成時点での 
ものであり、予告なく変更されることびあります。 


注意！ 

♦ディスプレイに表示されるオイルレベルは、エ 
ンジンオイル補給量の目安です。エンジンのレ 
ベルゲージでオイル量を確認しなびら補給して 
ください。 

♦ディスプレイでのエンジンオイル量の表示は 
約一 2.CU までしか表示されません。エンジン 
のレベルゲージ （8-8 ページ）でオイル量を確 
認してください。 

♦何度操作してちオイルレベルび表示されないと 
さは、エンジンのレベルゲージを使ってオイル 
レベルを点検してください （8-8 ページ）。才 
イルレべルの点検は、指定サービスエ場で行な 
ラことをお勧めします。 

♦エンジンオイルは走行条件や運転スタイルなど 
により、1，日日日 km あたり最大約0.8リットル 
を消費することびあります。エンジンオイルレ 
ベ) レを必ず曰常点検などで確認してください。 


知識 


ディスプレイび上図のよラに点滅表示されるとさ 
は、オイルレベルを正確に計ることびでさません。 
少し時間をおいてから再度操作してください。 
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ランプスイッチ 



上向き曰 


下向き n 


ランプスイツチ 


パッシング曰 


OVM01029 


ランプスイッチ 


ステアリング左側のランプスイッチを回して操作 
します。 

EM ランプ類び消灯します。 

团因周囲の明るさに応じて自動的に点灯/消灯し 
ます （3 -己2ページ）。 

巨因車幅灯、テールランプ、ライセンスランプ、イ 
ンストルメントパネル照明び点灯します。 

^上記に加えてへッドランプび点なします。 

巧スイッチをこの位置13にして方向指示レバー 
をち折の位置にすると、 ち側のパーキングラ 
ンプび点巧し、左折の位置にすると、左側のパ 
ーキングランプび点灯します。 


宣 D 


上向を表示灯： 

へッドランプが上向きのときに点なします。 


注意！ 

エンジンび停止している状態では、ランプを点灯 
したままにしないでください。バッテリーびあが 
るおそれびあります。 

\ _ * 


知識 

◊ランプ（パーキングランプを除く）を消灯しな 
いでエンジンスイッチからキーを抜さ取りドア 
を開くと、ランプ消し忘れブヴーび鳴ります。 
◊パーキングランプは、エンジンスイッチび〇お 
よび1の位置、またはキーを抜いているとさに 
点灯します。 











ランプスイッチ 


へッドランプの切り替え 

ヘッドランプ点灯中に、下向き/上向きを切り替え 
ることびでさます。 

下向き： 

へッドランプ点灯中にレバーを n の位置にすると、 
へッドランプび下向きになります。 

上向き： 

下向きの状態からレバーを已の位置に押すと、へ 
ッドランプび上向さになり、メーターパネル内の 
上向さ表示巧び点灯します。 

パッシング： 

下向さの状態からレバーを手前に引いている間、 
ヘッドランプび上向さに点灯します。レバーを放 
すと、元の位置に戻ります。 


注意！ 

対向車とすれ違ラとさや市街地を走行するとさは 
上向さを使用しないでください。 

V__ 


* :仕様などにより装備び異なります 



へッドランプ照射角度の調整* 

乗員数び増えたり荷物を積載してへッドランプの 
照射角度び変わつたとさに調整します。 

エンジンび回転しているとさに調整でさます。 

0 ] 名乗車時（運転席）または2名乗車時 

(運転席と助手席）。 

1〜3乗員数および荷物の積載量に応じて調整し 
ます。 


注意！ 

対向車に迷惑がかからないよラにを意しなびら調 
整してください。 

V_ * 
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ランプスイッチ 


AUTO 位置の機能 


車外ランプの自動点'灯機能 

周囲の明るさに応じて、車幅なやヘッドランプを 
自動的に点な/消灯する機能です。 

ランプスイッチを团因にすると、じ(下のよラに自 
動的に点なします。 

■エンジンスイッチが2のとさ 

車幅巧、テールランプ、ライセンスランプやイン 
ストルメントパネル照明び点灯します。 

■エンジン回転中 

車幅灯などのほかにへッドランプ（下向さ）び点 
灯します。 


江局！ 

♦車外のランプの点灯/消巧操作は、運転者に責 
任びあります。自動点灯機能は、運転者の操作 
を支援するだけの機能にすぎません。 

♦ランプスイッチび团因の位置のとさでも、点!なし 
なかったり、点、灯び遅れることびあります。この 
時は運転者の判断により手動で点なしてください。 

♦ランプスイッチび团因の位置で自動点なしている 
ときは、対向車のライトにより一時的に消灯する 
ことびあります。 




'知識 

N 


◊フ□ントウィンドウのセンサー部び巧れている 
と自動点灯機能び作動しなくなることびあります。 
◊ランプスイッチび团因の位置のときでも、フォ 
グランプを点灯することびできます。 







ランプスイッチ 


車がランプ消な遅延機能 

周囲び暗いとき、車を降りてドアを閉じても一定 
持間車外ランプを点灯させ、周囲を明るくする機 
能です。 

ランプスイッチび团因の位置にあると、じ(下のよ 
ラに自動的に点灯/消灯します。 

停車後、エンジンを停止すると、車外ランプび点 
巧します。車を降りてすべてのドアを閉じると、 
この時点から設定した時間点灯した後、自動的に 
消灯します。 

この設定時間（遅延時間）は、日〜6日秒を選ぶこ 
とびできます。日秒を選ぶと、ランプは点なしません。 


知識 

◊点灯する車外のランプは、車幅巧、テールラン 
プ、ライセンスランプ、フォグランプです。 
◊エンジン停車後ランプを点灯させたままドアを 
開かなかったり、ドアを開いて点灯させた後に 
ドアを閉じなかった場合は約6日秒後に自動で 
消えます。 

〇ドアを開じてから約]日分内に再びドアを開 
くと車外のランプび点灯します。 


■-時解除 

この機能を一時的に解除するときは、エンジン停止 
後、エンジンスイッチを 2 に回してから再度〇の位 
置に戻すと、消な遅延機能び日 FF になります。 


A 


□ 


ミ DO ミ 


OVM01030 


■遅延時間の設定 

エンジンスイッチを2、ランプスイッチを ra の 
位置にします。 

フォグランプスイッチの上側 n を約己秒間押すと 
時計のディスプレイに遅延時間び表示されます。 
フォグランプスイッチの上側を押すたびに遅延時 
間を日〜6日秒の範囲で]己秒ごとに変更することび 
でさます。 

希望する時間び表示されたら、そのまま約己秒間待 
つと遅延時間び設定され、時計表示に戻ります。 
再度フォグランプスイッチの上側を約已秒間押す 
と、遅延時間を確認でさます。 
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ランプスイッチ 



フオグランプ 


フォグランプスイッチはインストルメントパネル 
にあります。エンジンスイッチび2の位置でランプ 
スイッチび团因、巨因、^のときに点灯させる 
ことびでさます。 

点なずるとさ 

スイッチの上側 n を押すと、フ□ントフォグラン 
プび点灯します。スイッチの下側已を押すと、フ 
□ントおよびリアフォグランプび点灯し、スイッ 
チ中央の表示灯び点灯します。 


消'灯ずるとさ 

フ□ントフォグランプのみび点巧しているときは、 
スイッチの上側 u を押します。 

フ□ントおよびリアフォグランプび点灯していると 
きは、スイッチの下側已を押すか、スイッチの上 
側 n を2回押します。また、 U アフオグランプのみ 
消なしたいときはスイッチの上側 n を]回押します。 


フ□ントフォグランプ表示'灯： 

画 —X ンジンスイッチび2のとき点なしエン 
ジン始動後に消灯します。点灯しないとさは表示 
灯の故障が考えられます。フオグランプを点巧す 
ると表示灯び点灯します。 


迂局！ 

♦フォグランプは、霧などの悪天候で充分な視界 
び確保でさないとさじ(外には使用しないでくだ 
さい。対向車や後続車の迷惑になります。 
♦エンジンび停止している状態では、フォグラン 
プを点灯したままにしないでください。バッテ 
U 一びあびるおそれびあります。 






ランプスイッチ 


注意！ 

♦へッドランプウォッシャーを使用するときは、 
通行人などにウォッシャー液びかからないよラ 
にま意して < ださい。 

♦へッドランプには樹脂製レンズを使用している 
ので、必ず純正の専用ウォッシャー液を使用し 
てください。純正(外のウォッシャー液を使用 
すると、レンズを損傷するおそれびあります。 


OVMO 2005 


へツドランプウオツシヤ ー* 


エンジンスイッチが2の位置のとさ作動します。 

へッドランプウォッシャーの操作 

スイッチの上側を押すとノズルからウォッシャー 
液びへッドランプに向けて噴射されます。 
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方向指示 



i 

左折 0V 園088 


知識_ 

方向指示な（ドアミラーを除く）のいずれかの電 
球び切れると、方向指示灯や表示灯の点滅と音の 
間隔び短くなります。ただちに電球を交換してく 
ださい。 

__ 


方向指示の操作 


エンジンスイッチび2の位置のとさ作動します。 
レバーを上または下へ操作するとちまたは左のち 
向指示灯び点滅します。 

メーターノ V°ネ j レの表示灯ち点滅します。 


ステアリングを戻すとレノ（一は自動的に戻ります 
び、戻らないとさは手で戻してください。 

車線変更など短時間だけ方向指示灯を使用すると 
さは、レバーを操作したとさに手ごたえび感じら 
れる位置で手を放すとち向指示なが2〜3回点滅し 
ます。 
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ワイパー/ウオツシヤー 



ワイパー/ウオツシヤー 


フ□ントワイ パーの 操作 

ステアリングち側のレノ く一を矢印の方向に動かし 
て操作します。エンジンスイッチび1か2のとき作 
動します。 

間欠モード：レバーを1段下げます。 

低速モード：レバーを1段上げます。 

高速モード：レバーを 2 段上げます。 


◊間欠モードで走行時、車速び] 7 日 km/h を越え 
ると自動的に低速モードに切り替わります。 



フ□ントウォッシャーの操作 

レバーを手前に引いている間ウォッシャー液び噴 
射され、フ□ントワイパーび数回作動します。 

リァワイ パーの 操作 

エンジンスイッチび1か2のとさ作動します。 

作動：スイッチの上側を押すと表示灯び点灯し、 
間欠モードで作動します。 

停止：スイッチの上側を再度押します。 

リアウォッシャーの操作 

スイッチの下側を押し続けるとウォッシャー液び 
噴射され、 U ァワイパーび数回作動します。 
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ワイパー/ウオツシヤー 


注意！ 

♦ウィンドウを拭くときなどは、必ずワイパーを 
停止してください。ワイパーび動さ、けびをす 
るおそれびあります。 

♦ウィンドウび乾いているときはワイパーを使用 
しないでください。ウィンドウの表面に細かい 
傷が付くおそれびあります。 

♦停車時にワイパーを使用するとさは、通行人な 
どに水びかからないよラに注意してください。 

♦寒冷時にはワイパーびガラスに貼りつくことびあ 
ります。作動させる前に貼りついていないことを 
確認してください。貼りついたままワイパーを操 
作すると、ワイパーブレードやモーターを損傷す 
るおそれびあります。 

♦ワイパーに雪などの障害物び付着しているとさ 
は、エンジンスイッチからキーを抜き、障害物を 
取り除いてからワイパーを動かしてください。 

♦ウィンドウび巧れているときは、必ずウォッシ 
ャー液を噴射してからワイノ く一を使用してくだ 
さい。ウィンドウの表面に細かい傷が付くおそ 
れびあ0ます。 

♦ウォッシャー液リヴーブタンクび空のときは、 
ウォッシャーを操作しないでください。モータ 
一を損傷するおそれびあります。 

♦自動洗車機を使用する前には、エンジンスイッ 
チからキーを抜し"'てくださし、 


知識_ 

◊エンジン回転中にフ□ントワイパーを使用して 
いる時、トランス S ッシヨンのセレクタを|〇 
に入れると、リアワイパーび自動的に作動します。 
◊間欠モードでフ□ントワイパーを使用している 
ときにフ□ントドアを開くと、フ□ントワイパ 
一の作動が一時的に停止します。 
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リアデフオッガー 



リアデフオツガー 


リアウィンドウの曇りを取るときに使います。エ 
ンジンび始動しているとさに作動します。 

スイッチを押すと作動し、わラ]度押すと停止しま 
す。作動中はスイッチの表示灯び点灯します。 


迂局！ 

♦消費電力び大さいため、リアウィンドウの曇り 
び取れたらスイッチを切ってください。 

♦リアウインドウに氷や雪び付いている場合は、 


取り除いてから使用してください。 



知識 

A 


0 U アデフォッガーは外気温度によつて約6分か 
ら] 7分間作動し、自動的に停止します。 


◊バッテ U —の電圧び低くなったときは、一時的 
にスイッチび切れ、表示灯び点滅します。電圧 
び回復すると、再び自動的にスイッチび入ります。 
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NOTE 
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ん運西ずるとま 

エンジンスイッチ 

エンジンの始動と停止 

オートマチックトランス5ッシヨン 

□ ーレンジモード 

ブレーキ 

クルーズコントロール 
可変スピードリミッター 
4輪駆動車の運転 


4-2 
4-4 
4-6 
4-14 
4-16 
4-18 
4-21 
4-2 已 
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エンジンスイッチ 



エンジンスイッチ 


A 警告 _ 

•ごく短時間でち、車か S 離れるとさはエンジン 
スイッチからキーを抜いてください。また、子 
供び秉車している場合は一緒に降ろしてくださ 
し、。運お装置に触れてけびをしたり、事故の原 
因になることがありまず。また、炎天下では車 
内が非常に高温になり、熱射病や脱水症状を起 
こずおそれびありまず。 

•走行中は、どんな場合でもキーを抜き取 S ない 
でください。ステアリングが□ックされ、重大 
事故を起こずおそれがありまず。 



参走行中は、どんな場合でもエンジンを停止しな 
いでください。エンジンが停止していると 
巨 AS などの装置び作動しません。 


囚：キーを差し込む/抜く位置。 

D エンジンをかけずに電気装置の一部を使用す 
るとさの位置。 

インストルメントパネルのスターター□ック 
表示灯び点滅します。 

白：エンジン回転中の位置。 

すべての電気装置び使用でさます（パーキン 
グランプを除<)。 
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エンジンスイッチ 


回：エンジンを始動する位置。 

エンジンスイッチをし" i ったん回の位置まで回 
せば、手を放しても自動的にスターターび作 
動し、エンジンを始動します。 

ステアリング□ック 

エンジンスイッチからキーを抜き取るとステアリ 
ングび□ックされて回すことびでさな<なります。 
キーを差し込みエンジンスイッチを 11 の位置に回 
すとステアリングの □ ックび解除されます。 

スターター □ック表示'灯 
■エンジン始動時 

◊キーを差し込み、エンジンスイッチび囚の位置 
のとさは消灯しています。 

◊エンジンスイッチを〇の位置に回すと点滅 
し、且の位置に回すと消灯します。 

◊エンジン回転中は、消灯しています。 

■エンジン停止時 

◊エンジンスイッチを u の位置に回すとエンジン 
び停止し、表示灯び点滅します。 

◊エンジンスイッチを因の位置に戻しても点滅し 
ていますび、キーを抜くと消灯します。 
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迂局！ 

♦キーをエンジンスイッチに差し込んで、 u の 
位置に回してわスターター□ック表示灯が点滅 
しない場合は、指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 

♦車のバッテリーあびりを防止するために、駐車 
時は必ずエンジンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。 

♦走行中にエンジンを止めないでください。エン 
ジンブレーキび効かな<なります。また、ブレ 
ーキやステア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 


、 


知識 



◊セレクターレバーび！□に入っていないときは 
キーを抜くことびでさません。 


◊キーをエンジンスイッチに差し込んだままにす 
ると、キーび回せなくなることびあります。そ 
のとさはキーをいったん抜さ、再度差し込んで 
回してください。 

◊キーび回しにくいときは、ステアリングを左ち 
に動かしなびらキーを回して、ステアリングが 
ックを解除してください。 

◊純正じ(外のキーでは、エンジンを始動すること 
びでさません。 
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エンジンの始動と停止 


エンジンを始動ずるとき 


ISI; 


I エンジン警告'灯： 

I エンジンスイッチび2の位置のとさ点灯 
しエンジン始動後に消なします。点灯しないとさ 
は警告巧の故障び考えられます。消灯しなかった 
り、走行中に点灯したときはエンジンの制御シス 
テムに異常び考えられます。指定サービスエ場で 
ただちに点検を受けてください。 


※表示巧/警告灯 （9-1 日ページ）をご覧ください。 

① 駐車ブレーキび確実に効いていることを確かめ 
ます。 

② セレクターレバーが！□に入っていることを確 
かめます。 

③ ブレーキペダルを確実に踏み込みます。 

④ アクセルペダルを踏まずにエンジンスイッチを 
3の位置まで回してから手を放します。 


注意！_ 

♦エンジンは、セレクターレバーび121のときで 
わ始動でさますび、安全のため13の位置で始 
動して < ださい。 

♦少しでわ車を動かすとさはエンジンを始動して 
ください。エンジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常に大さな力び必 
要になります。 

♦約2日秒じ(上スターターを回転させないでくだ 
さい。バッテリーびあびるおそれびあります。 


知識 

◊エンジンスイッチをいったん3まで回した後、 
キーから手を離しても、スターターび自動的に 
回ります。この時エンジンスイッチを〇に戻す 
とスターターは停止します。 

◊純正(外のキーで車の解錠/施錠びでさてわ、 
エンジンを始動することはできません。 

◊ライトやエアコンディショナーなど、エンジン 
の負担になる装置を停止しておくと始動性び良 
くなります。 

◊エンジンを空ぶかしすると約4,0日日回転でリ 
ミッターび効さ、それ(上回転び上びりません。 


エンジンの再始動 

エンジンを始動でさなくて再始動するとさは、いつ 
たん、キーを〇の位置まで戻してから再始動して< 
ださい。 


知識 

始動でさないとさは、セレクターレバーの位置を確 
認してください。セレクターレパーび巧か|〇に 
入っていると、エンジンを始動することびできま 
せん。 











エンジンの始動と停止 


エンジンが始動しないとき 


燃料び入っているか燃料計で確かめて<ださい。 
燃料び入っていて、エンジンび始動しないとさは、 
指定ヴービスエ場に連絡してください。 


また、セレクターレバーび ！□ 


の位置に人 


ることを確かめてください。 


注意！_ 

キーをエンジンスイッチに差し込んでIIの位置 
に回してもスターター□ック表示なび点滅しない 
ときは、スターター□ック機能び故障しているお 
それびあります。指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 


エンジンを停止ずるとき 


① 車を完全に停止します。 

② ブレーキ ペダルを踏んだまま、駐車 ブレーキ ぺ 
ダルを踏み込み、セレクター レバーを！ □に入 
れます。 

③ エンジンスイッチを〇の位置にします。 

④ ブレーキ ペダルから足をゆっくり放します。 


注意！ _ 

エンジン冷却水温が高めのとさは、数分間アイド 
U ング状態でエンジンを;令却してから、エンジン 
を停止してください。 


知識 

エンジンを停止してもエンジン温水循環ポンプが 

作動することがありますび異常ではありません。 

ポンプは自動的に停止します。 
_ * 
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オートマチックトランスミッション 



セレクターレノ K '— 


エンジンスイッチを2にすると、メーターパネルの 
シフト位置インジケーターにシフト位置び表示され 
ます。シフト位置はセレクターレバーの横にわ表示 
してあります。 

13パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置。 

1〇リバ—ス 

後退の位置。 

d ニュー トラル 

エンジンの動力び伝わらない位置。押した 
り、けん引してもらって車を移動すること 
びでさます。 



E 1 ドライブ 

通常走行の位置。 

1〜己速ギアを自動変速します。 

テイツプシフト： 

I □の位置からなまたは©の方向にセレク 
ターレノ く一を動かして変速範囲を選択しま 
す （4-7 ぺージ）。 


知識 

エンジンスイッチび2の位置で、ブレーキペダル 
を踏んでいないと、セレクターレバーを！□から 
動かすことはでさません。 

V_ * 











オートマチックトランスミッション 



テイツプシフト 


セレクターレバーび13の位置にあるときは、セレ 
クターレバーをなまたは©のち向に動かし、路面や 
走行の状況に合った変速範囲を選択することびでさ 
ます。選択した変速範囲（ティップシフト位置）は、 
メーターパネルのシフト位置インジケーターに数字 
で表示されます。 

ティップシフト位置 

Q 1〜4速の範囲で自動的に変速します。 

走行性を重視した運転などに適しています。 

E ] ] 〜3速の範囲で自動的に変速します。 

穏やかな坂道などを走行するとさに適して 
います。 
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B 1〜2速の範囲で自動的に変速します。 

険しい山道を走行するときや、エンジンブ 
レーキび必要なとさ、他車をけん引すると 
さなどに適しています。 

D ] 速ギアに固定されます。 

重い荷物を積んで発進するとさや、 u の位 
置よりわ強いエンジンブレーキび必要なと 
さなどに使用します。 
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オートマチックトランスミッション 


知識 

◊ティップシフト操作時、シフト位置インジケー 
ターの表示する数字は選択した変速範囲を示し 
ており、実際のギアを示すものではありません。 

◊セレクターレノ く一をなの方向に押して保持する 
と、シフト位置インジケーターの表示び151に 
なり、 ] 〜己速を自動的に変速します。 

◊シフト位置インジケーターの表示び151のとき 
にセレクターレバーをなの方向に押すと、エン 
ジン回転数や走行速度により]段上のギアヘシ 
フトアップします。 

◊セレクターレノ く一を©の方向に押して保持する 
と、そのとさの加速や減速に最も適したレンジ 
び選択され、そのレンジびシフト位置インジケ 
一夕一に表示されます。 

◊セレクターレバーを©の方向に押すと、現在選 
択されている変速範囲で最も高いギアにすでに 
シフトされている場合は、 ] 段下のギアにシフ 
卜します。 

◊テイップシフトと実際に変速び行なわれるタイ 
ミングには差びあります。 



パーキング□ックの解除 


エンジンスイツチび2の位置でブレーキペダルを踏 
んでいても、セレクター レバーを！ □の位置から 
動かせないとさは、じ(下の方法で動かすことびで 
さます。 

故障時、車をけん引するとさなどにこの方法で □ 
ツクを解除してください。 

① エンジンを停止し、駐車ブレーキを確実に効か 
せます。 

② □ツドなどをシフト表示の - D + マーク下に差し 
^みます。 

③ ブレーキ ペダルを踏みます。 

④ □ツドを押したままセレクター レバーを！ □の 
位置から動かします。 

⑥□ッドを抜さます。 
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オートマチックトランスミッション 


注意！ 

♦この方法でセレクターレバーを動かせないとさ 
は、指定サービスエ場に連絡してください。 
♦セレクターレバーを動かすことびでさたとさで 
わ、指定ヴービスエ場でただちに点検を受けて 
ください。 


オートマチック車の運転 


オートマチック車の特性を理解し、正しく安全に 
走行してください （1-1] ページ）。 

オートマチック車の特性 
クリープ現象 

エンジンび回転しているとさに、セレクターレ 
バーび走行位置に入ると動力びつなびった状態 
になり、アクセルペダルを踏み込まなくてち車 
びゆっくりと動さ出します。 

これをクリープ現象といいます。 

キックダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいまで踏み込 
むと、自動的に低速ギアに切り替わり、エンジ 
ンの回転数び上がって素早く加速します。 

これをキックダウンといいます。 


安全なドライブ 運転ずる 
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とを 
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オートマチックトランスミッション 


発進 

① エンジンを始動します。 

② ブレーキペダルを踏んで、踏みしろや踏み込ん 
だとさにペダルび一定のところで止まることを 
確かめます。 

③ エンジンび適正なアイドリング回転数になって 
いることを確かめ、ブレーキペダルを踏んだま 
ま、セレクターレバーを走行の位置！□また 
は、|〇に入れます。 


A 警告 _ 

アクセルペダルを踏み込んだまま、セレクターレ 
バーを操作しないでください。車が急発進ずるお 
それびありまず。 


④駐車 ブレーキを 解除します。 

⑥ブレーキペダルを徐々に放して、アクセルぺダ 
ルを静かに踏み込みます。 


注意！ 

急な上り坂で発進するとさは、駐車ブレーキを確 
実に効かせたままブレーキペダルから足を放し、 
アクセルペダルを静かに踏み込み、車び動さ出す 
のを確かめてから駐車ブレーキを解除して発進し 
てください。 


通常走行 

通常は！□を選んで走行します。アクセルペダル 
の踏み加減や車速に応じて、自動的に変速び行な 
われます。 


A 警告 _ 

走行中はセレクターレバーを la に入れないでく 
ださい。エンジンブレーキが効かないため、事故 
の原因になったり、トランスミッションを損傷ず 
るおそれびありまず。 _ 


知識 

エンジンび冷えているとさは、通常時よりも高い 
エンジン回転数でシフトアップび行なわれます。 


急加速 

アクセルペダルを踏み込み、キックダウンさせて 
急加速します。 












オートマチックトランスミッション 


坂道での走行 
■上り坂 

坂の勾配に応じてテイップシフトで£1〜 D を 
選択しておくと、シフトダウンによる変速回数 
び減り、なめらかに走行することびでさます。 

■下り坂 

下り坂を通常走行の位置！□で走行すると、エ 
ンジンブレーキび効かずに速度び出すざること 
びあります。このよラなとさは、坂の勾配に応 
じてテイップシフトで〇〜 D を選びエンジン 
ブレーキを効かせなびら走行します。必要に応 
じてブレーキペダルを踏み込んで減速して < だ 
さし、。 


A 警告 _ 

•長い下り坂や急な下り坂では必ずエンジンブレ 
ーキを効かせてください。ブレーキペダルを長 
く踏み続けると、ブレーキび過熱してベーパー 
□ックを起こし、最悪の場合、停車でさなくな 
るおそれがありまず。 

参過度のエンジンブレーキを効かせないでくださ 
し、。スリップを起こして車のコント□—ルを失 
うおそれびありまず。 _ 


滑りやずい路面の走巧 

急加速や急減速を避けた走行を/ Ca びけてください。 
滑りやすい路面では、車輪に必要(上の駆動力び 
かかると、車のコント□ールや制動距離に悪影響 
び出ることびあります。 
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オートマチックトランスミッション 


停車 

セレクターレバーを I □か IO の位置に入れたまま 
ブレーキぺダ>1レを踏みます。 

長時間停車するとさは、駐車ブレーキを確実に効 
かせ、 セレクターレバーを！□に入れてください。 


A 警告 _ 

停車中はエンジンの空吹かしをしないで<ださ 
し、。万ーセレクターレバーび13、 Q の位置に 
あると車が急発進して重大な事故を起こずおそれ 
がありまず。 _ 


注意！ 

♦急な上り坂ではアクセ j レペタレの踏み加減によ 
つて停車状態を保たないでください。トランス 
ミッションに負担びかかり、過熱や故障の原因 
になります。 

♦停車中はブレーキペダルを確実に踏んでくださ 
し、ブレーキペダルから足を放すとクリープ現 
象 （4-9 ぺージ）により車び動き出します。 

♦車び完全に停止しないラちにセレクターレバー 
を !□ に入れないでください。トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあります。 


駐車 

① 車を完全に停止させ、ブレーキペダルを踏んだ 
まま、駐車ブレーキを確実に効かせます。 

② セレクターレバーを！□に入れます。 

③ エンジンスイッチを〇の位置にして、キーを抜 
さます。 

④ ブレーキペダルからゆっくり足を放します。 


A 警告 _ 

駐車時や車か S 離れるとさは、尼 t ずセレクターレ 
バーを lii の位置に入れ、駐車ブレーキを確実に 
効かせ、エンジンを停止してください。セレクタ 
ーレバーび121の位置でエンジンを始動したとき 
に誤ってセレクターレバーに触れると車が急発進 


ずるおそれびありまず。 



'注意！ 

A 


♦セレクターレノ（一を！□の位置にしただけでは 
車を確実に止めることはでさません。必ず駐車 
ブレーキを確実に効かせてください。 


♦急な坂道で駐車するとさは、前輪の向さを路肩 
側にしてください。また、木片、石などを利用 
して輪止めをしてください。 

♦車から離れるとさは、子供だけを車内に残さな 
いでください。また、ウィンドウとスライディ 
ングルーフを閉じ、必ず車を施錠してください。 












オートマチックトランスミッション 


変速できないとを 


オートマチックトランスミッションに故障び発生 
しギアび変速でさなくなった場合、の方法で 
ギアを2速とリバースに入れることびできるよラに 
なり、走行でさる場合びあります。（エマージェン 
シーモード）安全な場所まで移動して指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

ギアを2速かリノてースに入れるとき 

① 車を完全に停車させます。 

② セレクターレバーを!□に入れ、エンジンスイ 
ッチを〇の位置のまま約]日秒間待ちます。 

③ エンジンを始動します。 

④ その後、セレクター レバーを！ □に入れると2 
速ギアに入り固定されます。また、セレクター 
レ パーを13に 入れると IJ パースに 入ります。 

2速に変速でさなかったり、変速でさても走行でさ 
ないとさは指定サービスエ場に連絡してください。 


注意！ 

オートマチックトランスミッシヨンび故障したと 
さは、指定サービスエ場でただちに点検を受けて 
ください。 
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□ ーレンジモード 


^LOW ， 
RANGE 



OVMO 3006 


□ ーレンジモード 


□ーレンジモードは未舗装路、めかるみなどの悪 
路、または急勾配を走行するとさなどに適してい 
ます。 


□ーレンジスイッチ 

□ーレンジスイッチはインストルメントパネルに 
あります。 

路面の状況や走行に合わせて□ーレンジモードに 
切り替えることびできます。 


LOW 

RANGE 


I □-レンジ表示な： 

I イグニッシヨンスイッチび2のとき点灯 
し、エンジン始動後に消灯します。点灯しないと 
さは表示巧の故障び考えられます。 

□ーレンジに切り替えたときに点灯します。 


※表示な/警告灯 （9-1 日ページ）をご覧くださし、。 


□ーレンジに切り替えるとき 

① 車を停車させます。 

② 駐車ブレーキを確実に効かせます。 

③ ブレーキペダルを踏み込みます。 

④ オートマチックトランスミッシヨンのセレクタ 
—レパーをのに入れます。 

⑥エンジンをアイドリングにします。 

⑥ □ーレンジスイッチの上側を押します。 

⑦ □ーレンジ表示灯び3回点滅したあと、点灯し 
ます。 


A 警告 _ 

凍結路を走行ずるときは□ーレンジに切り替えな 
いでください。オフ□—ド A 巨 S (2-20 ぺージ） 
び作動したときに車が走行安定性を失い、事故を 
起こずおそれびありまず。 







□ —レンジモード 


注意！ 

♦ □ーレンジの切り替えは、必ず車を停車させ 
(車速び Okm / h )、 ブレーキペダルを踏み、セレ 
クターレバーを la に入れ、アイドリング状態 
にしてから行なってください。エンジン回転を 
上げると駆動装置び破損するおそれびあります。 

♦ □ー レンジ切り替え時に表示灯び早く点滅する 
とさは、切り替えの条件び満たされていないか装 
置び損傷しているおそれびあります。切り替え操 
作をくりかえしてち表示灯び点滅するとさは指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 


ノーマル レンジに切り替えるとき 

① 車を停車させます。 

② 駐車ブレーキを確実に効かせます。 

③ ブレーキペダルを踏み込みます。 

④ オートマチックトランスミッシヨンのセレクタ 
—レパーをのに入れます。 

⑥エンジンをアイド U ングにします。 

⑥ □ーレンジスイッチの上側を再度押します。 

⑦ □ーレンジ表示灯び3回点滅したあと、消灯し 
ます。 
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ブレーキ 



駐車ブレーキ 


駐車ブレーキを効かせるとさはち足でブレーキを 
踏み、左足で駐車ブレーキペダルをいっぱいまで 
踏み込みます。 

解除八ンドルを手前に引くと解除します。 


A 警告 _ 

•駐車ブレーキを効かせたまま走行しないで < だ 
さい。ブレーキが過熱して効かなくなったり、 
乂災が発生ずるおそれがありまず。 

参車か S 離れるときは、子供も一緒に降ろしてく 
ださい。駐車ブレーキを解除してしまうおそれ 
びありまず。 


迂局！ 

♦駐車ブレーキは車び完全に停止してから効かせ 
てください。 

♦急な坂道に駐車するとさは、前輪の向さを路肩 
側にしてタイヤに輪止めをしてください。 
♦駐車 ブレーキを 解除せずに走行すると、警告 ア 
ラームび鳴ります。 


ブレーキ警告'灯： 


'エンジン*スイッチび2の位置のとさ点 
灯し、エンジン始動後に消灯します。点灯しない 
とさは警告灯の故障び考えられます。 

エンジン始動後、駐車ブレーキび効いているとさ 
は、点灯したままになります。 

駐車ブレーキを解除しても消灯しないとさや、走 
行中に点灯する場合は、ブレーキ液レベルび低下 
しています。すみやかに安全な場所に停車し、指 
定ヴービスエ場に連絡してください。 


※表示な/警告灯 （9-1] ページ）をご覧ください。 






















ブレーキ 


ブレーキ 


mam ブレーキパッド摩耗警告'灯： 

エンジンスイッチび2のとき点灯し、エ 
ンジン始動後に消なします。点灯しないとさは警 
告灯の故障び考えられます。 

消灯しなかったり、走行中にブレーキペダルを踏 
んだとさに点灯した場合は、前輪のブレーキパッ 
ドび摩耗しています。指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

また、ブレーキパッド摩耗警告灯の点灯と同時に 
ブレーキ警告灯び点灯し、警告音びすることがあ 
ります。 


※表示灯/警告灯 （9-9 ページ）をご覧ください。 


A 警告 _ 

参長い下り坂や急な下り坂では iff 、 ずエンジンブレ 
ーキを効かせて<ださい。ブレーキペダルを長 
く踏み続けると、ブレーキが過熱してベー パー 
□ックを起こし、最悪の場合、停車でさなくな 
るおそれびありまず。 

•走行中にブレーキ警告なび点'灯したときは、た 
だちに車を安全な場所に停車し、指定サービス 
工場に連絡してください。そのまま走行を続け 
るとブレーキが効かな<なるおそれがありまず。 


•ブレーキペダルの上に足を置いたまま運おしな 
いでください。ブレーキパッドび早く摩耗ずる 
だけでなく、ブレーキが過熱して効かなくなつ 


たり、义災が発生ずるおそれびありまず。 



注意！ 



♦ブレーキび過熱している状態では、ブレーキに 
水びかからないよラにしてください。ブレーキ 
ディスクを破損するおそれびあります。 


♦故障などでエンジンを止めてけん引してわらラ 
とさは、充分ま意してください。エンジンび停 
止しているとさは、通常のときに比べてブレー 
キペダルを非常に強く踏まなくてはなりません。 

♦洗車後や水たまり走行後、または激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで走行した後 
は、ブレーキの効さび遅れたり、いつちより強 
く踏まなければならないことびあります。この 
よラなときは、いつわより長めに車間距離を取 
り、効さび回復するまで、ブレーキペダルを数 
回軽く踏んでください。 

♦必ず指定のブレーキパッドを使用してくださ 
し、指定じ(外のブレーキパッドを使用すると、 
ブレーキ特性び変わつて安全なブレーキ操作び 
でさな < なるおそれびあります。 


安全なドライブ 運転ずる 
のために q まえに 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 













クルーズコントロール 


クルーズコント〇—ル 


アクセルペダルを踏まなくてわ、設定した一定速 
度で走行することびでさます。 

約3日 km/hiiLb で速度を設定できます。 


A 警告 _ 

•車の走行速度や先行車との車間距離の確保など、 
クルーズコント□ール使用時の安全確保や危険 
回避については運転ちに全責任びありまず。 

参 LU 下のような場合はクルーズコント□ールを使 
用しないでくださし、。車のコント□—ルを失し、、 
事故を起こずおそれびありまず。 

•急な下り坂、急カーブ、巧びりくねった道路 
-加減速を繰り返ずような交通状況や交通量の 
多い道路 

•降雨時や雪道、凍結路などの滑りやずい路面 


注意！_ 

クルーズコント□ールは、主に高速道路や自動車 
専用道路で使用することを想定したわのです。市 
街地では使用しないでください。 



クルーズコント □ー ル操作 レバー 

クルーズコント□ールの操作レバーは、可変スピー 
ドリミッターと共用しています。 

レノく一の表示灯び点灯しているときは、可変スピー 
ドリミッターの操作レバーになります。この場合は 
レバーを己の方向に押して、 クルーズ コント □ール 
(表示灯消灯）に切り替えて使用します。 








クルーズコントロール 


■速度を設定ずるとさ 

① クルーズコント□ールを使用するとさは、レバ 
一の表示灯およびメーターパネルの可変スピー 
ドリミッタ表示灯 田の び消灯していることを確 
認してください。 

② 希望の速度まで加速または減速します。 

③ 希望の速度に達したとき、レバーを n か已の方 
向に動かして手を放します。 

(上の操作で定速走行を開始します。 

■一時のに加速ずるとさ 

追い越しなどで一時的に速度を上げるとさは、ア 
クセルペダルを踏んで速度を上げてください。ア 
クセルペダルから足を放すと、元の設定速度に戻 
ります。 


■設定速度を変えるとさ 

◊レバーを n の方向に押しつづけると加速します。 
希望の速度になったら手を放します。手を放し 
たとさの速度に設定されます。 

◊レバーを已の方向に巧しつづけると減速します。 
希望の速度になったら手を放します。手を放し 
たとさの速度に設定されます。 


江局！ 

♦急な上り坂では、設定した速度を維持でさない 
ことびあります。このよラなときはアクセルぺ 
^') レを踏んで加速してください。 

♦急な下り坂では、エンジンブレーキの効さび充 
分に得られずにクルーズコント□ールび速度を 
維持できないことびあります。このよラなとき 
は、ブレーキペダルを踏んで減速してください。 

♦必ず指定された同銘柄の同ーサイズのタイヤを 
装着してください。サイズの異なるタイヤを装 
着すると、クルーズコント□ールび誤作動する 
おそれびあります。 


知識 

レバーを n か已の方向に]回操作すると、約 
1 km/h 単位で速度の設定びでさます。 


安全なドライブ 運転ずる 
のために q まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 







クルーズコントロール 


クルーズコント□ールを解除ずるとき 

◊レノ く一を日の方向に押します。 
◊レバーを曰の方向に押します。 

次の操作をすると自動的に解除されます。 
◊セレクターレバーを CI に入れたとき 
◊ブレーキぺ夕レを踏んだとき 


A 警告 _ 

クルーズコント □ ールはセレクターレバーを m 
に入れても解除されまずが、走行中はセレクター 
レバーを121に入れないでください。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原因になったり、 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそれがありまず。 


知識 

回の方向に押すと、クルーズコント□ールび解除 
され可変スピードリミッターに切り替わり、レバ 
一の表示灯び点灯します。 


解除前に設定していた速度に戻ずとさ 

約3日 km/h じ(上の速度で走行しているときにレバ 
一を因の方向に引くと、解除前に設定していた速 
度まで加速し、定速走行に戻ります。 




化 


解除前に設定していた速度に戻したいとさは、周 
囲びち全な状況にあることを確認してください。 
走巧中の速度と設定速度に大きな差びあると、急 
加速して事故を起こずおそれびありまず。 


、 


知識 

\ 


エンジンスイッチを一度〇か！の位置にすると、 
メモリに記憶された速度は消去され、その後はレ 
バーを4の方向に引いても、解除前に設定してい 
た速度に戻すことはでさません。 
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可変スピードリミッター 


可変スピードリミッター 


車の最高速度を制限する装置です。任意の速度に 
設定すると、アクセルペダルを踏み込んでち、そ 
の設定速度(上の速度にはなりません。 

通常設定 

設定できる速度： 3日〜 2] 日 km/h 

ただし、最高速度 iiLb に設定してわ、車の最高速 

度 liLb の速度で走行することはでさません。 

設定でさる速度の範囲は、予告なく変更されるこ 
とびあります。 


在警 告 _ 

可変スピードリミッターは LU 下の点に注意して使 

用して < ださい。 

-走行速度を制限ずる装置でずが走行中は法定速 
度を守ってください。 

•使用中に運転者を交代ずるときは、スピードリ 
ミッターを解除し、次の運転者にこの装置の操 
作方法を説明してください。可変スピードリミッ 
ターが作動していると、加速できずに追突され 
るなど、重大な事故につながるおそれがありまず。 

-クルーズコント□ールとは用途び異なりまず。 
ブレーキペダルを踏み込んでも制限速度を解除 
したり、装置の作動を解除ずることはできません。 




'注意！ 



♦可変スピードリミッターで設定した速度とスピ 
-ドメータの速度表示びわずかに異なることび 
あります。 


♦急な下り坂などで惰性びつさ、可変スピード U 
ミッターび設定速度を維持でさないとさは、警 
告 アラームが 鳴り、 メーター パネルの可変スピ 
-ドリミッター表示灯田のとディスプレイの設 
定速度表示び点滅します。このとさはブレーキ 
ぺ夕 V レを踏んで減速してください。 


安全なドライブ 運転ずる 
のために q まえに 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとさは 









巧変スピードリミッター 



制限速度を設定ずるとさ 

クルーズコント□ールと同じレノ（一を使用します。 
レバーの表示灯およびメーターパネルの可変スピ 
ードリミッター表示灯田のび点灯しているとさに 
設定することびでさます。表示巧び消灯している 
ときは、レバーを且の方向に押して、可変スピー 
ドリミッターに切り替えてください。 

停車中と走行中では設定方法が異なります。 

■停車中（エンジン回転中） 

①レバーを因の方向に引くと、メーターパネルの 
ディスプレイに "3 日"と表示されます。すでに 
速度び設定されているとさは、その速度び表示 
されます。 


知識 


車をしばらく使用していなかったり、バッテリー 
の接続を外していたとさなどは、ディスプレイび 
任意の速度を表示することびあります。この場合 
はレノ く一を操作し、速度を設定しなおしてください。 

V_ J 

②速度を設定します。 

◊レノ く一を n の方向に操作すると、 

1日 km/h 単位で上びります。 
◊レバーを曰の方向に操作すると、 

1日 km/h 単位で下びります。 
◊レバーを田の方向に操作すると、 

1 km/h 単位で上びります。 

設定速度び 

設定速度び 

設定速度び 

知識 


設定凍度を1 km/h 単位で下げることはでさません。 

1 

, 


③希望する速度になったらレバーから手を放します。 






可変スピードリミッター 


■走行中 

走行している速度によって操作後の設定速度が変 
わります。 

例えば、約4己 km/h で走行しているときは、 
◊レバーを n の方向に上げると、速度び已日 km/h 
に設定されます。 

◊レバーを已の方向に下げると、速度び4日 km/h 
に設定されます。 

◊レバーを因の方向に引くと、走行速度に関係なく 
すでに設定してある（メモリび記憶している）速 
度に設定されます。 

liLb のいずれかの操作をした後にレノ（一を田の方 
向に引くと、設定速度び1 km/h 単位で上びります。 


注意！_ 

走行中に走行速度より低く設定すると、自動的に 
減速されます。後続車に注意し、安全を確かめて 
から操作してください。 _ 


■可変 スピードリミツターの 解除 

解除するとメーターパネルの田 のび 消灯します。 
◊レノ く一を日の方向に押したとき。 

◊レバーを曰の方向に押して、クルーズコント □ 
ールに切り替えたとさ。 


知識_ 

次の操作をしたとさは、可変スピードリミッター 
び自動的に解除されます。 

-アクセルペダルを踏み込んでキックダウンした 
とさ。 

ただし、設定速度より 20km/hiiLb 低い速度ま 
では、一時的にキックダウンしても可変スピー 
ドリミッターは解除されません。 

-エンジンを停止したとき。 


、 


'注意！ 



可変スピードリミッターを解除してわ、設定速度 
はメモリに記憶されています。レバーの表示巧び 
点灯しているときに、レバーを凸のち向に引く 
と、この記憶速度び呼び出されます。 

したびって、記憶速度び走行速度よりち低い場合 
に記憶速度を呼び出すと、車はアクセルペダルを 
踏んでいてち減速します。 

V_ * 


安全なドライブ 運転ずる 
のために q まえに 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 









巧変スピードリミッター 

■解除前の設定速度に再設定ずるとさ 

走行速度と設定速度の差び約3日 km/hii (下のとさ 
は、レバーを因の方向に引くと、解除する前の速 
度に再設定されます。 


知識 

走行速度と設定速度の差び約3日 km/hii (上のとさ 
にレバーを因の方向に引くと、ディスプレイの設 
定速度表示び数回点滅し、可変スピードリミッタ 
一は解除されます。 

v _ * 


* :再設定でさる速度範囲は予告なく変更されることびあります。 
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4 輪駆動車の運乾 


4輪駆動車の運転 


悪路を走行ずる前に 

タイヤ：タイヤの溝の深さと空気圧および損傷 
の有無を確認してください。また、石 
などび挟まっている場合は取り除いて 
ください。バルブキャップび紛失して 
いる場合は取り付けてください。 

ホイール：損傷びある場合は、走行前に交換して 
ください。 

車載工具：ジャッキび正常に動くか確認してくだ 
さし''。万一のためにスパナ、 □ ープ、 
折りたたみ式のスコップを常に車内に 
保管してください。 


悪路走行後は 

◊□ーレンジモードを解除します。 

◊タイヤ溝に挟まった異物を取り除き、すべての 
タイヤを点検してください。 

◊ヘッドランプやテールランプ、ナンバープレー 
卜、ウィンドウの巧れを取り除きます。 

◊タイヤやホイール、ホイールアーチ、下回りに 
付着した巧れわ取り除さます。 

◊泥地走行後は、ラジェター、サスペンション、 
ェンジン、ブレーキ、ホイールの内側を洗ミきし 
てください。サスペンションと各部の給脂状態 
やブレーキホースに異常びないか点検し、ブレ 
ーキの効さち確認してください。 


安全なドライブ 運転ずる 
のために q まえに 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 




4 輪駆動車の運乾 


悪路を走行ずるとき 

◊車の左ち両輪で同持に高低差のある段差を乗り 
越えると、車体、シャーシや駆動装置を損傷す 
るおそれびあります。 

◊段差や荒れ地では、必ずゆっくりと走行してく 
ださい。常に状況にあった速度で走行していれ 
ば、思いびけない障害物を確認でさるため、車 
の損傷を防ぐことびでさます。 

◊砂地は走行抵巧び著しく大きいためスタック 
(立ち往生）するおそれびあるので、走行しない 
で < ださい。 

◊環境に配慮して走行し、自然破壊をしないでく 
ださい。 

◊悪路走行中は、途中で停車すると発進できなく 
なるおそれびあります。悪路は低速で走り抜け 
てください。 

◊走行中に車をジャンプさせないでください。シ 
ャーシや駆動装置び損傷するおそれびあります。 

◊必要に応じて□-レンジモード （4- 14ぺージ）に 
してください。悪路での車の特性と□ーレンジモ 
ードの操縦性を把握する必要びあります。悪路走 
行の前に簡単な条件下での練習をおすすめします。 

◊走行中はウィンドウとスライディングルーフを 
閉じてください。 

川などを渡るとき 

II などの水深び不明な場合は絶対に走行しない 
で < ださい。 



◊浅瀬を渡るとさち、必ず深さと流れを確認して 
□ーレンジモードに切り替えたラえで歩行と同 
じ程度の速度で渡ってください。 

◊速度を上げると波び立ちエンジンや補助部分に 
ダメージを与えるおそれびあります。 

◊セレクターレバーでギアを変えたり、エアコンデ 
ィシヨナーを作動させずに渡りさってください。 
水中での停車はスタック（立ち往生）の原因にな 
ります。また、エンジンは絶対に停止させないで 
ください。 

◊水の中での走行は水の抵巧を受け、八ンドルを 
取られるなどして故障や事故につながることち 
あります。 

◊川などを渡った後は、タイヤの溝を洗浄して、 
ブレーキ ペダルを軽<踏んで ブレーキ パッドを 
乾かしてください。 












4 輪駆動車の運乾 


勾配を走巧ずるとき 

◊常に勾配に対して対面し、直線的に走行してく 
ださい。最大登勾配角度は60%です。 

◊途中で方向転換すると横転するおそれびありま 
すので、登りされないとさは後退で下り、登り 
直してください。 

◊長い勾配を下った後は、ブレーキの効きを点検 
してください。 

◊勾配を下るとさは斜めに横切って走行すると横 
転するおそれびあります。万一、斜めに横切る 
状態になって横転しそラなとさは、勾配の下り 
方向へ八ンドルを切って姿勢を立て直してくだ 
さし、 

◊勾配を下るときはエンジン回転にま意しながら 
エンジンブレーキを効かせて<ださい。 

◊坂の途中でエンジンブレーキを効かせても減速 
でさない場合は、ブレーキペダルをゆっくりと 
踏んでください。□ーレンジモードに切り替え 
ているときは、オフ□ー ド A 目 S の特性により、 
フ□ントホイールを強制的に□ックさせ、制動 
力を発生させます。ただし、ホイールび□ック 
するため、車の操縦性に影響をおよぼすおそれ 
びあります。 

予期せず急な勾配を下るとさには、車体び横滑 
りしないよラに、エンジンブレーキを最大限に 
効かせ、注意深<ブレーキを踏み込んで<ださ 
し^ (走行後はブレーキを確認してください）。 


◊雪や雨などで滑りやすい急な勾配では ETS (エ 
レクト□ニック-トラクシヨン-ヴポート）び 
働さ、発進*走行安定性*操縦性び高まります。 
ETS (エレクト□ニック.トラクシヨン-ヴポ 
ート）は、車輪の空転（スリップ）を感知して 
フ□ントホイールにブレーキをかけ、 U アホイ 
ールにトルクを伝達し発進しやすくします。 

◊急な勾配を登り切る手前でアクセルペダルを戻 
し、余力で登ってください。 


注意！_ 

急な勾配を走行するとさは□ーレンジモードに切 
り替えてください。 


スタック（立ち往生）したとき 

アクセルを踏み込み続けると、穴び深くなるばかり 
で脱出び困難になります。また、タイヤび破裂した 
り、異常に過熱して事故につなびります。□ーレン 
ジモードにすると脱出しやすくなります。 

効果のな脱出方法： 

① タイヤの前後にある±や雪を取り除く。 

② タイヤの下に木や石をあてびラ。 

③ タイヤチェーンを装着する。 

④ 前進、後退を繰り返し惰性を利用する。 



脱出するときは必ず周囲の安全を確認してください。 
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障害物、砂利道、わだち（走行跡）を走行ずるとさ 

◊障害物び車の底面、車体やヴスペンシヨン部分 
にダメージを与えないよラにま意してください。 
◊岩や穴、切り株、わだちなどの障害物を乗り越 
えることは避けてください。 

やむをえず切り株や岩などを越えなければなら 
ないとさは、同乗者に確認してわらいなびら、 
ゆっくり車体を動かしてください。 

◊他の車び残した浅いわだちをなぞると、走行し 
やすいラえに車へのダメージわ少なくなります。 
ただし、他の車び残したわだちび深い場合は、 
車の底部び接触して走行が困難になることわあ 
りますのでミ主意して < ださい。 
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已.快適-室内装備 

エアコンディショナー 
ルーム ランプ 
サンバイザー 
灰皿 
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アシストグリップ 
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エアコンディショナー 


エアコンディショナー 


エアコンディショナー（クライメートコント□一 
ル）は、設定温度や外気温度などに応じて、送風 


量や送風口などを自動的に調整し、車内の温度や 
湿度などを快適な状態に保ちます。エアコンディ 
シヨナーはエンジンび回転しているとさに作動し 
ます。 
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エアコンディショナー 


各部の名称 

□ フ□ントコント□ールパネル 

已中央送風口開閉ダイヤル 
已左ち送風口開閉ダイヤル 
凸中央送風口 
且左ち送風口 
回ウィンドウ送風口 
B 足元送風口 
回リア送風口 


送風□の操作 

•中央と左ちの送風口は、開閉ダイヤルを上に回 
すと開き、下に回すと閉じます。 

-送風□のノブを上下左ちに動かして風向きを調 
節します。 


9 •エアコンディショナーの;令媒には、新;令媒 
R] 34a を使用しています。 

•地球環境を保護するため、フ□ンガスを大 
気放出することは法律で禁止されています。 
また、すべての自動車オーナーは、フ□ン 
ガスび適切に処理されるよラ努めなければ 
なりません。 

エアコンディショナーの;令媒の補充、交換、 
廃棄などは、必ず指定サービスエ場にご相 
談ください。 


迂局！ 

♦皮膚の弱い方は、送風口に身体を近づけすざな 
いよラにま意して < ださい。 

♦ボンネットとフ□ントウインドウ間の外気導入 
□を雪などでふさびないで<ださい。 




知識 



◊設定温度をむやみに替えてわ、設定温度に達す 
るまでの時間はあまり変わりません。エンジン 
冷却水、外気、車内の各温度などを感知し、最 
適な送風量と送風温度に制御されます。 

◊曰なたでの駐車後などは、ウィンドウを開けて 
先に車内の熱気を逃びしてから エアコン ディシヨ 
ナーを日 N にしてください。 

◊冷房時は、除湿された水分びボディ下側に水滴 
となって排出されます。 
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エアコンディショナー 



フ□ントコント□ールパネルの名称 

□ 風量調整ダイヤル 
已温度調整ダイヤル 

已送風口切り替えダイヤル 

□ デフ□スタースイッチ 
旦内気循環スイッチ 

回才ートスイッチ 

己 AC オフ/余熱ヒータースイッチ 

曰 U アデフォッガースイッチ （3-67 ぺージ) 

□ U アエアコンディシヨナー停止スイッチ 
[0 室内温度センサー 


ま意！_ 

室内温度センサーには、触れないでください。 



通常の使いかた 


才ートトート 

才ートスイッチ回を押すと、「才ートモード」で作 
動し、風量•送風口の切り替えび自動で制御され 
ます。 

才ートモードのときは、才ートスイッチ回の表示 
灯が点灯し、温度調整ダイヤル已を回して設定温 
度を変更します。 

フルオートモード 

オートスイッチ回を3秒じ(上押し続けると、「フル 
オートモード」で作動し、温度•風量•送風口の 
切り替えび自動で制御されます。 

フルオートモードのときは、設定温度は22度に自動 
調整されます。 
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エアコンディショナー 
マニュアルモード 

才ートモードのとさに才ートスイッチ回を押すと 
r マニュアルモード」として作動します。 
マニュアルモードに切り替わると、オートスイッ 
チ回の表示灯び消灯し、風量ダイヤル n は2の位 
置に、送風口切り誓ダイヤルは U の位置にイン 
ジケータび点なします。 
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知識_ 

◊温度調整ダイヤル曰を反時計方向へいっぱいに 
回し青いマークの位置にすると急速冷房モード 
になります。 

時計方向へいっぱいに回しホいマークの位置に 
すると急速暖房モードになります。 

オートモードでは、自動的に風量び最大になり 
ます。マニュアルモードでは風量調整ダイヤル 
を回して、風量を最大にしてください。 

◊急速;令房を行なっているときは、自動的に内気 
循環に切り替わり;令房効率を高めます。このと 
さ内気循環スイッチの表示灯は点灯しません。 
◊車外の湿度び高いときにフ□ントウィンドウの 
外側び曇ることびあります。このとさは、フロ 
ントウィンドウに冷気び当たらないように送風 
口を切り替えると曇りび軽減されます。 

◊冷房時、湿った空気び急に冷やされて霧び吹き 
出したよラに見えることびありますび、異常で 
はありません。 

◊冷房は、エンジンが回転しているときに作動し 
ます。 

◊エアコンディシヨナーを使用しないときでも、 
システムを良好な状態に保つため、 ] 力月に] 
回、約]日分間はコンプレッサーを作動させて 
ください。 

◊マイク□フィルターを装着しているため、定期 
的にマイク□フィルターを交換してください。 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 
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エアコンディショナー 



フルオートモード設定温度の変更 

フルオートモード時の設定温度は、(下の手順で 
変更することびでさます。 

① 温度調整ダイヤル已を回し、希望の温度に合 
わせます。 

② 才ートスイッチ回を]日秒(上押すと、この温 
度びフルオートモード使用時の設定温度として 
記憶されます（約3秒後にいったん(前の設定 
温度び点灯しますび、押し続けると新らしい温 
度び記憶されます）。 

風量-送風□の変更（マニュアルモード） 

フルオートモード/才ートモード使用時に風量ダイ 
ヤル n または送風□切り替えダイヤル已を回すと、 
フルオートモード/オートモードは解除され、マニ 
ュアルモードとして使用できます。風量と送風口は 
それぞれのダイヤ j レで変更することびでさます。 



このときオートスイッチ回の表示巧び消灯し、風 
量ダイヤル n と送風口切り替えダイヤル已にイン 
ジケーターが点灯します。 


送風□の表示： 

Eg :中央、左ち送風口など 

wm :フ□ントウィンドウ、左ち送風口など 

n :足元に送風（左ち送風口、足元など） 

M :中央、左ち送風口、足元、フ□ントウィン 
ドウなど 

オートモードに戻したいときは、オートスイツ 
チ回を押します。 

フルオートモードに戻したいときは、オートスイ 
ツチ回を3秒上押します。 



エアコンディショナー 


スイッチの使いかた 




デフ□スタースイッチ 

スイッチを押すと表示灯び点灯し、フロ 
ントウインドウとドアウインドウに最大 
風量と最高温度の設定で送風し、ウィン 
ドウの曇りを取ることびできます。 


知識 

◊フ□ントウインドウへの送風量を増やすため、 
後席への送風は自動的に停止します。 

◊デフ□スターび作動しているときは、リアデフ 
オッガーじ(外の設定がでさなくなります。 


デフ□スタースイッチまたはオートスイッチ回を 
わラー度押すと元のモードに戻り、表示灯び消灯 
します。 


知識 

曇りびとれたら、すみやかにデフ□スターを解除 
してください。 




内気循環スイッチ 

車外に異臭びするとさやトンネル内など、 
一時的に外気導入を中止することびできます。 


スイッチを押すたびに外気導入と内気循環を切り 
替えます。 

内気循環のとさは表示灯び点灯します。 

内気循環モードは一定時間を経過すると、外気導入 
モードへ自動的に切り替わり、表示灯び消灯します。 
-エアコンディショナー使用時：約30分後 
-エアコンディショナー未使用時：約己〜]日分後 
-外気温度 7° Cli (下のとさ：約己分後 


注意！ 


外気温度び己で(下のとさ、内気循環にするとウ 
インドウび曇りやすくなります。 


知識 


◊急速冷房を行なっているときは、自動的に内気 
循環に切り替わり冷房効率を高めます。このと 
さ表示灯は点灯しません。 

◊内気循環モードは(下の操作を行なったとき、 
自動的に外気導入モードへ切り替わります。 

• デフ□スタースイッチ凸を押したとき。 

• AC オフスイッチ已を押したとき。 
•マニュアルモードで才ートスイッチ回を押し 
たとさ。 
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エアコンディショナー 




AC オフスイッチ 

コンプレッサーび停止し、エアコンディ 
シヨナーの冷房と除湿を日 FF にすること 
がでさます。 

コンプレッヴーを停止させることで燃料 
消費量び少な < なります。 


スイッチを押すたびに日 N と日 FF を切り替えます。 
コンプレッサーび停止しているとさ、表示灯び点 
灯します。 


知識 

◊AC オフスイツチを日 N にするとウィンドウの内 
側び曇りやすくなります。使用は短時間にとど 
めて < ださい。 

◊AC オフスイッチび日 N になっているときは、温 
度調整ダイヤル已を回しても室内温度は外気温 
度(下になりません。 


W を熱 ヒーター スイッチ 

エンジンを停止した後でも、エンジン冷 
却水の余熱で室内を暖房することびでさ 
ます。 


エンジンスイッチび0か1の位置、またはキーを抜 
いても使用でさます。 

スイッチを押すと作動し、わう一度押すと停止し 
ます。 


作動中は表示灯び点灯します。 

じ(下のとさ、余熱ヒーターは自動的に作動を停止 
しをす。 

-エンジンスイッチを2に回したとさ 
-作動後約30分経過したとさ 
-バッテ U —電圧び低下したとさ 


知識_ 

◊エンジン; 令却水の温度び低いときは、作動しな 
いことびあります。 

◊このスイツチを操作しても冷房および除湿はで 
きません 0 


W U アエアコンデイシヨナー停止スイッチ 

後席への送風を停止することびできます。 

スイッチを押すと表示灯び点灯します。 

表示灯が点灯している間は、リアコント□ールパ 
ネルが使用できなくなり、後席への送風わ停止し 
ます。 


もラー度スイッチを押すと表示灯び消なします。 

後席への送風び開始され、 U アコント□ールパネ 
ルび使用でさます。 






エアコンディショナー 



リアコント□ールパネル 


後席操作用にセンターコンソール後部にリアコン 
卜□ールパネルびあります。 

U アコント□ールパネルは U アエアコンデイシヨナ 
一停止スイッチ回の表示なおよびデフ□フタース 
イッチ□の表示灯び消灯しているときに使用する 
ことびでさます。 

リアコント□—ルパネルの才ートスイッチ已を押 
すと、フ□ントコント□ールパネルの設定に従い 
温度*風量*送風切り替えび自動で制御されます。 
才ートモードのときは、才ートスイッチ已の表示 
巧び点なします。 


才ートモード使用時に風量スイッチ n または送風 
方向切替スイッチ已を押すと、オートモードの作 
動は解除され、後席で独立した風量と送風方向に 
設定することびでさます。 

このときオートスイッチ已の表示灯び消灯し、風 
量スイッチ n と送風口切替スイッチ已の外周のイ 
ンジケーターび点灯します。 

n :リア送風口からの送風量が増加します。 
n :フ□ントシート下の足元からの送風量び増 
加します。 

オートモードに戻したいときは、オートスイッ 
チ已を押します。 

このとさオートスイッチ已の表示灯び点灯します。 

後席のエアコンディショナーを止めたいときは、 
送風び停止するまで風量スイッチ n の下側を押し 
ます。または、フ□ントコント□ールパネルの U 
アエアコンディショナー停止スイッチ回を押して 
ください。 
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エアコンディショナー 



フ□ントシート下側とセンターコンソール後部に 
後席乗員用の U ア送風口びあります。 

風向さの調整 

風向き調整ノブ U 已を上下、左ちに動かします。 
また、 U アコント□ールパネルの送風方向切替ス 
イッチでフ□ントシート下側またはリア送風□に 
送風方向を調整できます（己-9ページ）。 
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ルームランプ 



フ□ントルームランプ 


フ□ントドアび閉じているとき、矢印部分を押す 
たびに点な/消灯に切り替わります。 

リモートコント□ール機能でフ□ントドアを解錠 
したとさ、またはフ□ントドアを開いたとさに自 
動的に点灯し、閉じると約]日秒で消灯します。 


知識 

自動的に点灯したルームランプは、エンジンスイ 
ツチを2の位置にするとただちに消灯します。 


迂局！ 

♦車を施錠したとさは、ルームランプび消灯する 
ことを確かめてください。 

♦手動で点灯させたとさは、もラー度矢印部分を 
押さないと消なしません。車を離れるとさは消 
灯していることを確認し、バッテリーあびりに 
を意して < ださい。 

♦フ□ントルームランプの中央の部分は、ガレー 
ジ用のリモートコント□ールを収納する場所で 
す。リモートコント□ールを収納していないと 
さに、 黒い カバーを 押すと カバーび 破損するお 
それびあります。 


ただし、曰本仕様には収納場所に適合した U モ 
ートコント □ ールの設定はありません。 




知識 



0フ□ントドアを開いたときに点巧したフ□ント 
ルームランプは、フ□ントドアを開いた状態で 
わ約3日分後に自動的に消灯します。 


◊ライトスイッチを日 FF にした後、エンジンスイ 
ッチを日 FF にすると、ルームランプび約]日秒 
間点なします。 

◊ルームランプスイッチ（己-12ページ）を消灯 
の位置にしているとさは、フ□ントルームラン 
プは点灯しません。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万奮 IIS SS ： 夕こ—は 
















ルーム ランプ 



ルームランプスイッチ 


ドアを開いたときのフ□ントルームランプ/リア 
ルームランプの点灯/消灯をルームランプスイッ 
チで設定することびでさます。また、リアルーム 
ランプを点灯/消灯することわでさます。 

ルームランプ点'なのしかた 

スイッチを中立の位置にします。フ□ントドアを 
開くとフ□ントルームランプび、リアドアを開く 
とリアルームランプび自動的に点灯し、閉じると 
約]日秒で消灯します。 


リアルームランプを点なさせるとさ 

スイッチの n を押します。リアルームランプび点 
灯します。 

リアルームランプを消'灯させるとさ 

スイッチの n をもう-度押します。リアルームラ 
ンプび消灯します。このとき、リアルームランプ 
をリアルームランプスイッチで点なさせていてち 
消灯します。 


知識 

◊個々のルームランプのスイッチを押すことで個 
別に点灯することびでさます。 

0フ□ントルームランプのスイッチで点灯してい 
る場合でも、ルームランプスイッチ已を押すと 
すぐに消灯します。 


ルームランプ消'灯のしかた 

スイッチの已を押します。フ□ントドア/リアド 
アを開いてちルームランプは点灯しません。また、 
フ□ントルームランプを押してち点なしません。 


[ 5 - 12 ] 






ルーム ランプ 



リア ルーム ランプ 


リアドアび閉じているとき、矢印部分を押すたび 
に点灯/消灯び切り替わります。また、リモート 
コント□ール機能でドアを解錠したとき、または 
リアドアを開いたときに点灯し、リアドアを閉じ 
ると約]日秒後に消灯します。 


知識 

◊リアドアを開いたときに点灯したリアルームラ 
ンプは、リアドアを開いた状態でわ約3日分後 
に自動的に消灯します。 

◊リアルームランプを手動で点なさせたときは、 
自動的に消なしません。 



ラゲツジ ルーム ランプ 


ランプ本体のスイッチには3つの位置びあります。 
D の位置：常時消灯します。 

已の位置：常時点灯します。 

已の位置：テールゲートを開くと点灯し、閉じる 
と消灯します。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万奮 IIS SS ： 夕こ—は 


















ルーム ランプ 



エントランスランプ/フ□ントレッグルームランプ1 フ□ントレッグルームランプ 

- インストルメントパネルの下部に装備しています。 

エントランスランプ/フ□ントレッグルームラン 
プはルームランプと連動しており、ドアを開くと 
点灯し、ドアを閉じると消灯します。 


エントランスランプ 

フ□ントドアとリアドアの下部に装備しています。 
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サンバイザー 



OVM01159 


サンバイザー 


直射日光などび眩しいとさに使用します。 

横からの光び眩しいとさは、ヴンバイヴーをフッ 
クから外して横に回すことわできます。 



OVM02004 


バニテイミラー 


カノ（一を上方に開さます。 

エンジンスイッチび1または2のとき、サンバイヴ 
一の裏側にあるバニティミラーのカバーを開くと 
照明が点灯します。 

使用後はバニテイミラーカバーを閉じ、サンバイ 
ヴーを上げます。 


A 警告 _ 

に惑を防ぐため、走行中はミラーカバーを閉じて 
<ださい。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万_のとき^^夕こんな^ 
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灰皿 



灰皿 


灰皿はセンターコンソールの前部と後部にあります。 

フ□ントのの皿 

開くとさ：カバーの上部を軽く押します。 

閉じるとき：カバーを押して閉じます。 


注意！_ 

開くとさはカバーの下部を押さないでください。 
カノ く一の開閉機構を損傷するおそれびあります。 


取り外すとさ：レバーをち方向に押して灰皿を 
上方に抜さ取ります。 

取り付けるとさ：灰皿び確実に固定されるまで押 
し込みます。 

警告 > 

セレクターレバーび ！□ のときにの皿の取り外 
し/取り付けを行うと、セレクターレバーとの皿 
の距離び近いため、誤ってセレクターレバーに触 
れ、車び動さ出し、思わめ事故につながるおそれ 
びありまず。必ずエンジンを停止させた状態で駐 
車ブレーキを確実に効かせ、エンジンスイッチを 
2の位置にし、セレクター レバーを la に入れて、 
の皿の取り外し/取り付けを行なつて < ださい。 
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灰皿 



注意！ 


♦吸いびらやマッチなどを灰皿に捨てるときは、 
完全に火を消してください。 

♦灰皿の中に紙などの燃えやすい物を捨てないで 
ください。乂災び発生するおそれびあります。 
♦リアシートのバックレストを倒すときは、リア 
の灰皿を閉じてください。 


リアのの皿 

開くとさ 
閉じるとさ 
取り外すとき 


取り付けるとき 


カノ（一の上部を軽く押します。 

カノ（一を押して閉じます。 

灰皿をいっぱいに開き、矢印の 
位置を押しなびら上に引さ出し 
ます。 

灰皿び確実に固定されるまで押 
し込みます。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万_のとき^^夕こんな^ 
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シガーライター 



シガーライター 


シガーライターは、フ□ントとリアの灰皿カバー 
の中にあります。 

エンジンスイツチび1か2の位置のとさ使用でさます。 
シガーライターを押し込んで元の位置に戻るのを 
待ち、抜いて使用します。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位置に戻してく 
ださい。 


A 警告 

シガーライターは必ずノブの部分を持ってくださ 
し、。金属部を持つと乂傷をずるおそれがありまず。 
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江局！ 

♦安全のため、子供を乗せるとさはライターを抜 
さ取ってください。 

♦シガーライターを押し込んだ後、押さえつづけ 
ないでください。ライターを損傷したり火災び 
発生するおそれびあります。 

♦赤熱部に灰や異物び付着したまま使用しないで 
ください。火災び発生するおそれびあります。 

♦シガーライターを改造したり、純正品(外のシ 
ガーライターを使用しないでください。ライタ 
一び戻らなかったり、飛び出したりするおそれ 
びあります。 

♦シガーライターび戻らなくなったときは、エン 
ジンスイッチを〇の位置にするか、エンジンス 
イッチから キーを 抜いて、指定 サービス エ場に 
連絡してください。 




'知識 



ライターのソケットは定格消費電力び己日 W まで 
の電気アクセサリーとしてち使用できますび、エ 
ンジンび停止した状態で長時間使用しないでくだ 
さい。パッテリーびあびるおそれびあります。 











電源ソケット 



電源ソケット 


助手席とラゲツジルームに電源ソケツトび装備さ 
れています。 

電源ソケツトには常時 DC12V び供給されています。 
使用するとさはカバーを上方に開さます。 
アクセサリー製品などの電源として使用してくだ 
さし、 


迂局！ 

♦必ず DC 12 Vの規格に合ったアクセヴ U —製品 
を使用してください。また、最大消費電力び 
18日 W を越えないアクセサリー製品を使用し 
てください。規格外のアクセヴ U —製品を使用 
するとヒューズび切れたり、乂災び発生するお 
それびあります。 

♦指などを入れないでください。感電するおそれ 
びあります。 

♦エンジンび停止した状態で長時間使用しないでく 
ださい。パッテリーびあびるおそれびあります。 

♦電源ソケットを使用しないとさはカバーを閉じ 
てください。異物び入ったり、水びかかると故 
障の原因になることびあります。 


知識 

電源ソケットにシガーライターを差し込んでも使 
用でさません。 

V_ * 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 
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グローブボックス 



OVM040；38 


グローブボックス 


開くとさ：八ンドルを引いて開さます。 

閉じるとき：確実に固定するまでカノく一を押します。 


エンジンスイッチび1または2のとさ、グ□ーブボ 
ックスを開くと照明び点灯します。 


注意！ 

貴重品はグ□ーブボックス内に保管しないでくだ 
さし、 


A 警告 _ 

走行中は、必ずグ□ーブボックスのカバーを閉じ 
てください。万一のとき、秉員びグ□ーブボック 
スのカバーにぶつかったり、内部の収納物び放り 
出されるおそれびありまず。 
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小物入れ 



フ□ントアームレストの小物入れ 


上段と下段の2段および前側の計3ケ所に収納でさ 
ます。 


-レバー u を巧して開くと、上段のル物入れを使用 
でさます。また、アームレストの裏側には、コイン 
ホルダーびあります。 

-レバー日を弓いて開くと、下段部分び開きます。 

前側の収納部は、カバーを後方にスライドさせて開き 
ます。 



A 警告 _ 

走行中は、必ずアームレストのル物入れを閉じて 
ください。緊急ブレーキや事故のとさなどに内部 
の収納物び放り出されて、乗員がけびをずるおそ 
れがありまず。 


注意！ 

貴重品はアームレストのル物入れに保管しないで 
ください。 _ 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 
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小物入れ 



ラゲ ッ ジ ルームのル 物入れ 


ル物入れはラゲツジルームのち側にあります。 

ル物入れにはジャッキと工具、 CD オートチェンジ 
ヤーび収納されています。 

左ちのノブを回して開さます。 


シートバックポケット 


フ□ントシートの後側に地図や雑誌などを入れる 
ことのでさるポケットび装備されています。 

注意！ > 

シートバックポケットには重い物や鋭い角のある 
物を入れないでください。ポケットび損傷するお 
それびあります。 
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カツプホルダー 



カツプホルター 


注意！ 


♦火傷防止のため、熱い飲み物を置かないでくだ 
さし、 

♦カップホルダーのサイズにあったカップを置い 
てください。 

♦走行中はカツプす〇レダーを使用しないでください。 


U ァ 

センターコンソールの後側にあります。 

使用するとさ：カバーの上部を軽く押します。 
収納するとさ：カバーを押して閉じます。 


フ□ント 

インストルメントパネルの左ちにあります。 
使用するとさ：カバーの上部を押して開さます。 
^^納するとき：カバーを押して閉じます。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万_のとき^^夕こんな^ 
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カップホルダー 



注意！ 

リアシートのバックレストを倒すときは、リアの 
カップホ j レダーを収納してください。 

v _ * 
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アシストグリップ 


アシストグリップ 


フ□ントウインドウとリアウインドウの上部に、 
アシストグ U ップび装備されています。コーナリ 
ング時の姿勢保持などに使用します。 

U アのアシストグ U ップには、コートフックび装 
備されています。 


A 警告 _ 

SRS ウィンドウバッグの作動を巧げたり、作動 
時に物び飛んで乗員びけびをずるおそれびありま 
ずので、 liTF の点に注意してください。 

• アシストグリップに八ンガーやアクセサリーな 
ど物をかけないで < ださい。 

• コートフックには軽く柔 S かい巧服 m 外の物を 
かけないで < ださい。 

• コートフックを使用ずるときは八ンガーなどを 
使用しないでください。 


注意！ 

♦アシストグリップにぶらさびったり、必要じ(上 
の大さな荷重をかけないでください。アシスト 
グリップび破損することびあります。 
♦運転者は走行中にアシストグリップを使用しな 
いで <ださい。 

♦コートフックを使用するとさは、衣服が運転者 
の視界の妨げにならないよラにしてください。 
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NOTE 
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6. 万一のとを 

事故が起きたとき/路上で故障したとき 
非常点滅'灯、非常信号用具 
停止表示板、救急セット 
けん引 

スペアタイヤ/ジャッキ/車載工具 

タイヤ交換 

才ーパーヒート 

バッテリー 

ヒューズ 

電球の交換 


6-2 
6-3 
6-4 
6-7 
6-10 
6-13 
6-19 
6-20 
6-2 已 

6-30 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 


事故が起きたとき/路上で故障したとき 


事故が起きたとき 


A 警告 _ 

燃料などび漏れている場合は、ずぐにエンジンを 
停止してください。また、車に乂気を近づけない 
でください。乂災や爆発のおそれびありまず。 


あわてずに Li (下の処置をとってください。 

① 続発事故を防いでください。他の交通の妨げに 
ならないよラな安全な場所に車を停車し、エン 
ジンを停止してください。 

② 負傷者びいるとさは、消防署に救急車の出動を 
要請するととわに、負傷者の救護を行なってく 
ださい。ただし、負傷者び頭部に傷を負ってい 
る場合は、負傷者を動かさないでください。 

続発事故のおそれびあるとさは安全な場所に移 
動して < ださい。 

③ 警察に連絡してください。事故び発生した場所 
や事故状況、負傷者の有無や負傷状態などを報 
告してください。 

④ 相手側の氏名や住所、電話番号などを確認して 
ください。 

⑥お買い上げの販売店と保険会社に連絡してくだ 
さい。 


路上で故障したとを 


安全な場所へ車を移動し、非常点滅灯を作動させ 
てください。 

高速道路や自動車専用道路では、後続車によくわ 
かるよラに停止表示板を車の後方に置くことび養 
務づけられています。また、後続車に追突される 
おそれびありますので、車内の乗員を安全な場所 
に避難させてください。 

路上で動けな<なったとさ 

同乗者や付近の人に救援を求めて安全な場所まで押 
してちらいます。このとさ、エンジンスイッチは2 
の位置に回し、セレクターレバーを la に入れ、駐 
車ブレーキを解除して、ゆっくりと移動させます。 

踏切内で動けな < なったとさ 

上記の方法で、同乗者や付近の人に救援を求めて 
安全な場所まで押してちらいます。車を移動でさ 
ないとさは、ただちに乗員を安全な場所へ避難さ 
せます。踏切警報機に設置してある非常ボタンを 
押して列車に踏切内で車び止まって いることを 知 
らせます。 










非常点滅灯、非常信号用具 



非常点滅の ■ 


故障や事故などの非常時に、やむを得ず路上で停 
車するときなどに使用します。 

非常点滅灯は、エンジンスイッチの位置に関係な 
く、またキーを抜いていてち使用でさます。 
スイッチを押すとすべての方向指示なとスイッチ 
のランプび点滅します。 

解除するとさは再度スイッチを押します。 


注意！ 

♦非常時じ(がは使用しないでください。 
♦エンジンを停止して長時間使用すると、バッテ 
U 一びあびるおそれびあります。 
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知識 

エアバッグび作動すると、非常点滅なび自動的に 
点滅します。自動的に点滅した非常点滅なを解除 
するときは、スイッチを2度押します。 


非常信号用具 


非常信号用具として赤色灯付さ懐中電灯びドアポ 
ケットに収納されています。 


知識 

◊新車時は電池の放電を防止するため、電池の間 
に紙び入っています。使用するときは紙を取り 
外してください。長い間使用しないとさは電池 
を外しておくか、紙を挟んでください。 
◊懐中電灯は定期的に点検し、充分な明るさで点 
なすることを確認してください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあい楚 ビス h — 夕 


こんなとをは 

















停止表示板、救急セット 



OVM0201 1 


停止表示板、救急セット 


停止表示板はテールゲートのち側ル物入れの中に 
収納されています。 

ノブを矢印の方向に引いてカバーを取り外します。 



OVMO 2012 


救急セットはテールゲートの左側のル物入れの中 
に収納されています。 

ノブを矢印の方向に弓 I いてカノ（一を取り外します。 

注意！ ' 

救急セットの備品を使用したとさは、すべての品 
び揃ラよラに補充してください。 

また、定期的に状態を点検してください。 
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停止表示板、救急セット 


•== ■ , 

夕 V % 
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停止表示板の使いかた ] 

①ち側のスタンドをち方向に引き出し、次に左側 
のスタンドを左方向に引さ出します。 


※：車種により形状び一部異なる場合びあります 
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②左ちのスタンドを拡げて地面に立てます。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 











停止表示板、救急セット 



OVM02034 

③両側の反射板を引さ出し、頂点をかみ合わせて 
□ックします。 
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けん引 



けん引してち！5うとさ 


注意！ 

♦けん引してわらラときは、専門業者に依頼して 
ください。やむを得ずけん引しなければならな 
いとさは支障びない限りけん引される車のエン 
ジンを停止しないでください。エンジンび停止 
していると、ブレーキ倍力装置やパワーステア 
リングに動力の補助びないため、通常のとさに 
比べて操作に非常に大さな力び必要です。 

♦他車でけん引してわらラときは、じ(降に記載す 
る説明にしたびってください。 
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フ□ント 

フ□ント側のけん引フックはフ□ントバンパーのナ 
ンバー プレー トち側下方のカバーの中にあります。 
カバーは、ドライバーなどを差し込んで外します。 

U ァ 

U ア側のけん弓 I フックはリアノ くンノ く一ち側下方の 
カバーの 中にあります。 

カバーは、ドライバーなどを差し込んで外します。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0 mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 





























けん引 


けん引の手順 

① □ープをけん引フックにかけます。 

② 車間距離び己 m じ(内になるよラに□ープを結び 
ます。 

③ □ープの中央に白い布 （3 日 cm 四方 liLb ) を付 
けます。 

④ エンジンを始動でさるとさは、エンジンを回転 
させ、セレクターレバーを[堂に入れます。 
エンジンび始動でさないとさは、エンジンスイ 
ツチを2に回し、セレクターレバーを CI に入 
れます。 


エンジンまたはトランスミッションび損傷した場合 

けん引距離び5日 km じ(内の場合は、セレクターレ 
バーを la に入れてください。また、けん引距離 
び已日 km を越えないよラにしてください。トラン 
スミッションを損傷するおそれびあります。 

けん引距離び5日 km を越える場合、またはトラン 
スミッションび損傷している場合は、トランスフ 
アとリアアクスル間のプ□ペラシャフトを取り外 
してください。 


注意！ 

前輪または後輪だけを持ち上げてけん弓 I するとさ 
は、車速感応ドア□ックを解除 （3-1 8ページ） 

し、セレクターレバーを la に入れエンジンスイ 
ツチを！にしてください。 _ 
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トランスファび損傷した場合 

トランスファとアクスル間のプ□ペラシャフトを 
取り外してください。 


フ□ントアクスルが損傷した場合 

トランスファとリアアクスル間のプ□ペラシャフ 
卜を取り外し、前輪を持ち上げてけん引してくだ 
さい。 

U アアクスルが損傷した場合 

後輪を持ち上げてけん引してください。この場合、 
前輪は必ず台車に載せてください。 


注意！ 

♦エンジンを停止した状態でけん引走行するとさ 
でも、エンジンスイッチからキーを抜さ取らな 
いでください。ステアリング□ックび作動し、 
ステアリング操作びできなくなります。 

♦プ□ペラシャフトの取り付けナットは再使用で 
きません。プ□ペラシャフトを取り付けるとき 
は、必ず新品の取り付けナットを使用してくだ 
さい。 

♦けん引するときは、駆動装置などを損傷するお 
それびあるので、 liTF の事項を守ってください。 
◊陸送用トレーラなどを使用し、できるだけ4 
輪を持ち上げた状態で搬送して < ださい。 








けん引 


◊やむを得ず車の前輪または後輪を上げてけん 
引するときは、プ□ペラシャフトを外してく 
ださい。 

◊車の前輪または後輪を上げてけん引するとき 
は、エンジンスイッチを2にしないで<ださ 
し ^。 ETS (エレクト□ニック-トラクショ 
ン•サポート）び作動し、接地している車輪 
のブレーキび作動します。 

♦長い坂道、急な坂道を下るときは、陸送用トレー 
ラなどを使用してください。ブレーキび効かな 
<なるおそれびあります。 

♦けん弓 I の速度は3日 km / hLU 下です。 

♦けん弓 I する車との車間距離は已 m じ(内です。 

♦けん引フックじ(外のところに□ープをかけない 
でください。車を損傷するおそれびあります。 
また、けん引フックはけん引にのみ使用してく 
ださい。 

♦自車より重い車のけん引や、けん引フックに大 
さな衝撃び加わるよラなけん引をしないでくだ 
さい。取り付け部び変形、損傷するおそれびあ 
ります。ゆっくりと慎重に引いてください。 

♦けん引□ープをたるませないよラに、前の車の 
ブレーキランプに注意して<ださい。 

♦車を押すときは、車速感応ドア□ックの設定を解 
除してください。車速感応ドア□ックを設定した 
状態でホイールび回転すると車び自動的に施錠さ 
れ、車外に閉め出されるおそれびあります。 


盡なドライブ 運転ず る 運転ず る 快適 • 
のために if まえに とさ 室内装備 


別 



車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 





スペアタイヤ/ジャッキ/車載工具 


スペアタイヤを使用ずるとき 


A 警告 _ 

•応急用スペアタイヤに交換したときは、必ず 
QOkm / hliTF で走行してください。短い時間 
の使用にとどめ、できるだけ早く標準タイヤに 
戻してください。 

参応急用スペアタイヤと標準タイヤの、サイズび 
異なるため、応急用スペアタイヤを装着した場 
合、走巧特性び大さ<変化しまず。注意して走 
行してください。 


注意！ 

♦車に装備されている応急用スペアタイヤはこの 
車専用です。他の車に使用したり、代わりに他 
の車のスペアタイヤを使用しないでください。 
事故などの原因になることびあります。 

♦応急用スペアタイヤは、パンクしたときなど、 
一時的に使用します。でさるだけ早く標準タイ 
ヤに交換してください。 

♦応急用スペアタイヤの取り出しを行ラとさは必 
ず軍手など手袋を着用してください。 

♦応急用スペアタイヤを2本上装着して走行し 
ないで <ださい。 

♦応急用スペアタイヤの溝び摩耗限度になった 
ら、直ちに新品と交換してください。 

♦摩耗具合にかかわらず、6年(上経過したタイ 
ヤは新品と交換してください。 



スペアタイヤ 


応急用スペアタイヤは車両後部の床下のキヤ U ア 
に格納されています。 

スペアタイヤを取り出ずとき 

①バンパー中央にあるカバーを手前に引いて外し 
ます。 


注意！ 

カバーを外すとさは、中央部を持たないでくださ 
し、。カバーび損傷するおそれびあります。 

V__ 
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スペアタイヤ/ジャツキ/車載工具 



注意！ 

キャリアを手前に引さ寄せるとさに、応急用スぺ 
アタイヤの荷重びかかり、キャ U アび自重で後方 
へ移動するので、キャ U アを確実に握りキャリア 
を持ち上げなびら引さ寄せてください。 

v _ J 

② ホイールレンチ （6-1 2ページ）でキャリア固定 
ボルトを完全にゆるめます。 

③ キャリアを持ち上げて保持します。 

④ ドライバーでレバーを上側に押し、爪を矢印の 
方向へ開いて、キャリアを降ろします。 

⑥応急用スペアタイヤとキャリアを手前に引さ寄 
せます。 

⑥ 応急用スペアタイヤ中央のノブを左に回して夕+します。 

⑦ カバーと応急用スペアタイヤをキヤリアから取 
り外します。 
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スペアタイヤをリ又納ずるとき 

応急用スペアタイヤの収納は、取り外すとさと逆 
の手順で行ないます。 


注意！_ 

♦ノ くンクした標準タイヤはキャリアに収納できま 
せん。パンクした標準タイヤは車載の収納袋へ 
入れてラゲツジ j レームへ収納してください。 
♦定期的に応急用スペアタイヤの取り付け状態を 
点検し、キャリア固定ボルトびゆるんでいない 
ことを確かめてください。 


知識_ 

応急用スペアタイヤをキャリアに収納するとさ 
は、矢印の凹みの部分をキャ U アの凸部に合わせ 
て収納します。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0 mm . 

っさあい楚 ビス h — 夕 


こんなとをは 

















スペアタイヤ/ジャッキ/車載工具 



ジャッキ、工具 


ジャッキと工具はラゲッジルームち側のル物入れ 
の中に固定されています。 

ジャッキを取り外ずとき 

① ラゲッジルームち側のカバーを取り外します 
(己-22ぺージ)。 

② CD オートチェンジャーを固定しているダイヤ 
ルをゆるめ、引さ出します。 

③ ジャッキを固定しているナットを左に回して取 
り外します。 

④ ジャッキを持ち上げてジャッキ後部から引さ出 
します。 

ジャッキを収納ずるとさ 

① アームを最下部まで下げてから、八ンドルを折 
りたたみます。 

② 取り外しと逆の手順で収納します。 



工具 

ホイールレンチはジャッキ側面に取り付けられてお 
り、ドライバーび収納されています。 
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タイヤ交換 


タイヤ交換 


タイヤ交換は、地面び固く水平で、充分に安全を 
確保でさる場所で行つてください。 


A 警告 _ 

•ジャッキアップ中は、どんな場合でも車の下に 
身体を入れたり、もぐり込んだりしないでくだ 
さい。万一、ジャッキが外れると重大なけがを 
ずるおそれびありまず。 

•ジャッキアップしているとさは、エンジンをか 
けないで < ださい。 

参路上でタイヤ交換をずるときは、車の後方に巧 
分注意しなが!5停止表示板を置さ、非常点滅'灯 
を作動させてください。 


注意！ 

♦ジャッキアップする前に同乗者や荷物を車から 
降ろして < ださい。 

♦ジャッキアップ中は、ドアやテールゲートを開 
開しないで < ださい。 

♦タイヤ交換などで車を持ち上げるとさは、車速 
感応ドア□ック （3- 18ページ）の設定を解除 
してください。車速感応ドア□ックを設定した 
状態でホイールび回転すると車び自動的に施錠 
され、車外に閉め出されるおそれびあります。 


① 安全な場所に停車後、駐車ブレーキを確実に効 
かせてから、セレクター レバーを！ □に入れ、 
エンジンを停止します。ステアリングを直進状 
態にしてキーを抜さ、ステア U ングを□ックし 
ます。 

② ジャッキ、スペアタイヤ、ホイールレンチを準 
備します。 

③ 交換するタイヤの対角線の位置にあるタイヤに 
輪止めをします。やむを得ず傾斜地でタイヤ交 
換をするとさは、交換するタイヤの反対側の前 
後のタイヤの下り側に輪止めをします。 


知識 

輪止めは車に装備されていません。市販のタイヤ 
ストッパか、適当な大ささの木片か石を上記の手 
順に従って必ず使用してください。 

V_X 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 












タイヤ交換 



④ホイールレンチで交換するタイヤのホイールボル 
卜（己本）を矢印の方向に一回転ほどゆるめます。 
まだホイールボルトは外さないでください。 


注意！ 

♦ホイールレンチを使用しているとき、ホイール 
ボルトから外れるとけびをしたり、ボルトを損 
傷するおそれびあります。下の点にま意して 
ください。 

• ホイールレンチを確実に差し込む 
• 足で踏んで回さない 

•両手で握り、ホイール側に押しつけるよラに 
しなびら回す 
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⑥交換するタイヤに近いジャッキアップポイント 
にジャッキをセツトします。 


迂局！ 

♦ジャッキびジャッキアップポイントに完全にセ 
ットされていることを確認してください。 
♦ジャッキは側面から見て車に対して垂直になる 
よラに取り付けてください。（傾斜地であって 
わ同様です） 

♦車載のジャッキはこの車専用です。(下の点に 
ミ主意して < ださい。 

•舗装された固く、平らな地面で使用する 
• この車のタイヤ交換(外には使わない 
• 不具合や損傷びあるとさは使わない 
• ジャッキアップポイントじ(外の場所に使わない 


；-14] 














タイヤ交換 



知識 

ジャッキアップポイントは前輪の後方、後輪の前 
方のボディ下部に計4力所設けられています。__ 



⑥ジャッキの八ンドルをちに回し、タイヤび地面から約 
3 cm 離れるまで、ゆっくりとジャッキアップします。 


A 警告 _ 

•ジャッキアップ中は、どんな場合でも車の下に 
手や足を入れたり、もぐり込んだりしないでく 
ださい。万一、ジャッキが外れると重大なけび 
をずるおそれびありまず。 

参ジャッキアップしているとさは、エンジンをか 
けないで < ださい。 


注意！ 

車を持ち上げているとさは、エンジンを始動した 
り、駐車ブレーキを解除しないでください。ジャ 
ッキび外れ、車び落下するおそれびあります。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあい楚 ビス h — 夕 


こんなとをは 














タイヤ交換 

⑦ゆるめたホイールボルトを外し、タイヤを巧契します。 


注意！ 

♦取り外したホイールボルトは地面に置かないで 
ください。 

♦タイヤは、ホイールの外側を上向さにして水平 
に置いてください。外側を下向きに置くと、ホ 
イールに傷びつさます。 

♦ホイールを外したとさは、ホイールの内側を充 
分に清掃し、点検をしてください。リムのへこ 
みや巧びりは空気圧減少の原因になり、タイヤ 
を損傷するおそれびあります。 


⑧スペアタイヤを装着する前に、ホイール取り付 
け面とホイール側の接触面を清掃し、鐘や巧れ 
を取り除いてください。 


注意！ 

♦ホイールボルトび損傷していたり、ねじ山に鐘 
びあるときは新品と交換してください。 

♦ホイールボルトを取り付ける前に泥などの巧れ 
や油脂分を取り除いてください。ねじ山に巧れ 
や油脂分び付着していると正しく締め付けるこ 
とびでさず、走行中にボルトびゆるむおそれび 
あります。 

♦ホイールボルトには、グリースやエンジンオイ 
ルなどの油脂を塗布しないでください。 

♦ホイール八ブのネジ山に傷び付いたとさは、す 
ぐに指定ヴービスエ場で修理してください。 



⑨ホイールを取り付け、ホイールボルトを軽く締 
め付けます。 


A 警告 _ 

ジャッキアップした状態で、ホイールボルトを強 
く締め付けないでください。締め付ける勢いで、 
ジヤツキび外れるおそれがありまず。 


知識_ 

スペアタイヤび回転方向の指定されたタイヤの場 
合、取り付ける位置によって、回転方向び逆向さ 
になってしまラことびあります。応急的な走行に 
は支障ありませんび、すみやかに標準タイヤに戻 
してください。 















タイヤ交換 
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⑩車を下げてからジャッキを外し、ホイールボルト 
を図の順序 n 〜旦で数回に分けて締め付けます。 


ホイールボルト締め付けトルク：1己 k 呂- m 
(150Nm) 

タイヤ交換後は、すみやかに指定ヴービスエ場で 
締め付けトルクを確かめてください。 


迂局！ 

♦ホイールレンチを使用しているとき、ホイール 
ボルトから外れるとけびをしたり、ボルトを損 
傷するおそれびあります。(下の点に注意して 
ください。 

• ホイールボルトに止まるまで確実に差し込ん 
で < ださい。 

• 回すときは足で踏まないでください。 
•両手で握り、ホイール側に押しつけるよラに 
しなびら回してください。 

♦ホイールレンチに、パイプなどを取り付けて必 
要(上に締め付けないでください。ホイールボ 
ルトを損傷するおそれびあります。 


⑩ジャッキ、ホイールレンチなどを所定の位置に、 
外した標準タイヤは車載の収納袋へ入れてラゲ 
ッジルームに収納します。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 









タイヤ交換 


A 警告 _ 

•ホイールボルトは、ホイールに適合した純正品 
だけを使用してください。純正品 m 外のホイー 
ルボルトを使用ずると、走行中にボルトがゆる 
みホイールが脱落して重大な事故を起こずおそ 
れびありまず。 

•タイヤの空気圧びおいままで走巧しないでくだ 
さい。タイヤび過熱して破裂ずるおそれびあり 
まず。/ぶず規定の空気圧を守ってください。 

参タイヤに空気を入れずぎないでください。空気 
圧が高ずぎると、路上の金属破片やガラス片な 
どにより損傷を受けたり、パンクを起こしやず 
くなりまず。必ず規定の空気圧を守ってください。 

•応急用スペアタイヤに交換したときは、必ず 
QOkm/hliTF で走行してください。できるだ 
け短い距離の使用にとどめ、できるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。標準タイヤに戻さ 
ないと車の安定性や操縦性び確保でさない場合 
がありまず。 

•どんな場合でちタイヤの許容最高速度を超えな 
いでください。許容速度を超えると、タイヤが 
過熱して破裂ずるおそれびありまず。 

• 冬用タイヤ装着時は、そのタイヤの許容速度 
を確かめてください。 


迂局！ 

♦タイヤに空気を入れてちすぐに空気圧び低下す 
るよラなとさは、タイヤのパンク、ホイールの 
損傷、タイヤバルブからの空気漏れなどを点検 
してください。 

♦ジャッキ、ホイールレンチを使用した後は、必 
ず元の位置に収納してください。 


タイヤ空気圧ラベル 

タイヤ空気圧ラベルを燃料給油フラップ内側に貼付 
しています。ラベルはシンボル表記になっており、 
前輪、後輪、スペアタイヤの空気圧をそれぞれ 「bar 
(= k ^/ cm う単位」と rpsi (インチ単位)」で示して 
います。たとえば、「2.日 bar 」 はに. Ok 浸/ cm ^」 に 
なります。 


知識 

走行直後や炎天下のよラにタイヤ自体び高温にな 
つているときは、約0.3 bar ( kg / crn ^) 程度空 
気圧び高<なります。空気圧はタイヤび冷えてい 
るときに測定してください。 









才ーバーヒート 


才ーバーヒート 


エンジンびオーバーヒート （エンジン 過熱）を起 
すと、じ(下のよラな現象び起こります。 

◊水温計の指針びオレンジ色の部分 （12 日む）付 
近を示してし" i る。 

◊エンジンルームから蒸気び出たり、冷却水び噴 
さ出している。 


A 警告 _ 

•エンジンルームから蒸気が出たり、冷却水が暖き 
出しているときは、ただちに安全な場所に停車し、 
エンジンを止めて車か S 離れてください。エンジ 
ンルーム内に漏れ出した液体に引乂したり過熱に 
より車両乂災が起さるおそれびありまず。 

•冷却水温度が巧分に下びるまで、絶巧にボンネ 
ットやリザーブタンクのキャップを開けないで 
ください。高温の蒸気や熱湯が暖さ出して乂傷 
をずるおそれがありまず。 



ノ 

'注意！ 



♦オーバーヒートを起したまま走行を続けたり、 
冷却水び噴さ出した状態でエンジンを回転させ 
ていると、エンジンなどに重大な損傷を起しま 
す。ただちに安全な場所に停車し、エンジンを 
冷却してください。 

♦オーバーヒートしたとさは必ず指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


オーバーヒートしたときは、下のように巧処し 

て < ださい 

① ただちに安全な場所に停車します。 

② エンジンをアイドリング状態で冷却します。 

冷却ファンび停止しているとさ、冷却水び噴さ 
出しているときは、エンジンを停止して冷却し 
てください。 

注意！ ' 

♦充電警告灯び点灯しているとさは、 V ベルトび 
損傷しているおそれびあります。エンジンを停 
止して、指定サービスエ場に連絡してください。 

♦ V ベルトび損傷して充電警告灯び点灯したとさ 
は、パワーステアリングにエンジン動力の補助 
び働かないため、通常のとさに比べて操作に非 
常に大さな力び必要です。 


③ エンジンび充分に冷えてから、冷却水量、水漏 
れ、 V ベルトなどを点検します。 

④ 冷却水び不足していたら補給します （8-6 ページ)。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 










バッテリー 


バッテ u —はエンジンルームのち側に装備してい 
ます。 

バッテ U —のタイプや容量は予告なく変更される 
場合びあります。 


■ A ■充電警告'灯: 

■***エンジンスイッチび2のとき点灯しエン 
ジン始動後に消灯します。点灯しないとさは警告 
巧の故障び考えられます。消灯しなかったり、走 
行中に点なしたとさは、発電または充電系の異常 
か、 V ベルトび損傷しているおそれがあります。 
そのままエンジンを回転させると、オーバーヒー 


卜を起こしてエンジンを損傷するおそれびありま 
す。安全な場所に停車して点検してください。 


※表示灯/警告灯 （9-1 2ページ）をご覧ください。 


注意！ 

V ベルトび損傷して充電警告なが点灯したとさ 
は、パワーステア U ングにエンジン動力の補助が 
働かないため、通常のとさに比べて操作に非常に 
大さな力び必要です。 

V_ * 


バッテリー取り扱いの注意 


A 警告 _ 

参バッテリーを取り扱うときは LU 下の点に注意し 

て < ださい。 

• バッテリー液び目に入ると失明ずるおそれび 
ありまず。バッテリーを取り扱うときは、保 
護眼鏡を着用してください。 

• 皮膚に付着ずると义傷しまず。ただちに、多 
量の流水で己分上洗い流したあと、医師の 
診断を受けてください。 

• 効良や塗装面などに付着ずると、腐食が祗こりま 
ず。ただちに多量の流かで洗い流してくださし、。 

• 乂気は近づけないでください。 

•バッテリーケース側面部の液量表示が 「min 
(最低液面線)」 LU 下のときは、車を使用した 
りバッテリーを充電しないでください。液量 
不足のまま充電ずると、劣化を早めたり爆発 
ずるおそれがありまず。ただちに指定ヴービ 
スエ場へ連絡してください。 

•接続ずるときは、極性（プラス©、マイナス 
©) を間違えずに接続してください。 

また、プラス©端子とマイナス©端子をシヨー 
卜（短絡）させると、爆発のおそれがありまず。 

参バッテリーを取り扱うときは、傾けたり横倒し 

にしないでください。バッテリー液び漏れ出ず 

ことがありまず。 









バッテリー 


注意！ 

♦バッテ U —ケーブルの接続を外すとさは、©側 
を先に外し、接続するとさは©側を先に接続し 
ます。 

• 接続を外す前にエンジンスイッチを〇に回す 
かキーを抜さ取り、すべての電気装置を日 FF 
にしてください。 

• バッテリー端子の取り付けボルトは確実に締 
め付けてください。 

♦バッテリーを充電するとさは車から取り外して 
ください。 

♦車載したままでバッテリーを充電するときは、 
バッテリ -ケーつ') レを外して充電します。 

♦バッテ U —の取り扱いは、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

•エンジンの回転中は、バッテリーケーブルを 
外したり、ゆるめたりしないでください。 
•定期的にバッテリーの点検をして、バッテリ 
一液び減っているとさはバッテリー液を補給 
してください。 


知識_ 

◊長期間、車を使用しないときや短距離短時間の 
走行び主体のとさは、通常よりも頻繁にバッテ 
IJ 一 液量な どを 点検してください。 
◊バッテリーの接続び一時的に断たれた後は、エ 
ンジン始動後に、警告灯が点灯することびあり 
ます。このとさは(下の手順で警告巧を消灯さ 
せて < ださい。 

① 安全な場所に停車し、エンジンを始動します。 

② ステアリングを左ちどちらかに止まるまで回 
し、次に反対側へ止まるまで回します。 

また、時計、パワーウィンドウの U セットやオー 
ディオなどわ再設定び必要になります。 

不日月な点は、指定サービスエ場におだずねくだ 
さい。 


9 環境保護のため、使用済みのバッテ U —は、バ 
ッテリー販売店に処分を依頼してください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 






バッテリー 


バッテリーがあがったとき 


バッテ U —あびり（バッテ U —の過放電）び起さ 
るとじ(下のような現象を示します。 

◊リモコンでドアやテールゲートを解錠/施錠で 
さない。 

◊スターターび回らない、または回転び弱く、エ 
ンジンを始動でさない。 

◊ホーンび鳴らない、または音量びルさい。 

バッテリーあびりを起こして、エンジンを始動で 
さないとさは、ブースターケーブルを使い他車 
(救援車）のバッテ U —を電源として始動すること 
びでさます。大さな電流を通す太めのブースター 
ケーブルを使用してください。 

バッテリーびあびり、セレクターレバーを13か 
ら動かすことびでさなくなったとさは手動で動か 
すことびできます （4-8 ぺージ）。 



茹ク 


OVM01082 


A 警告 _ 

参ブースターケーブルでエンジンを始動ずると 
さ、バッテリーの取り扱いやブースターケーブ 
ルの接続を誤ると、バッテリーが爆発してけび 
をしたり、車の電装部品を損傷ずるおそれびあ 
りまず。「バッテリー取り扱いの注意」および、 
「バッテリーあがりを起こしたときのま意」の 
指示に従ってください。 

参ブースターケーブルを使って始動しているとき 
はバッテリーをのぞき込まないでください。爆 
発してけびをずるおそれびありまず。 







バッテリー 


始動の方法 

① バッテリー電圧が同じ （12 V ) で、バッテリー 
の容量び同程度の救援車を用意します。このと 
さバッテ U —びあびった車と救援車を接触させ 
ないで <ださい。 

② 両方の車のエンジンスイッチを〇の位置にします。 

③ バッテ U —びあびった車の電気装備をすべて 
日 FF にします。 

④ バッテリーの©ターミナルカバーを開けます。 
⑥©ター S ナルと救援車のバッテ U —の©端子を 

ホ色ブースターケーブルで接続します。 

⑥ 救援車のエンジンを始動し、アイドリング状態 
にします。 

⑦ 救援車のバッテ U —の©端子に黒色ブースター 
ケーブルの一方を接続し、反対側をバッテリー 
びあびった車の©夕ーミナルと接続します。 

⑧ バッテリーがあびった車のエンジンを始動します。 


注意！_ 

電気回路を守るため、エンジンび始動でさたら、 
ランプ類(外の電気装置（ヒーター送風フアンや 
デフオッガーなど）を作動させてください。 


⑨ 接続したとさと逆の順序でケーブルを外します。 

⑩ ©ターミナルカバーを取り付けます。 


迂局！ 

バッテリーあびりを起こしたときの注意 

♦急速充電器などを直結してェンジンを始動しな 
いでください。車の電気系統を損傷します。 

♦触媒装置を損傷しないよラにするため、(下の 
点に注意してください。 

• 「巧しびけ」や下り勾配を利用してェンジン 
を始動しないでください。 

•ェンジンび暖まっているとさは、ブースター 
ケーブルでェンジンを始動しないでください。 
• ェンジン始動を2〜3回試みても始動でさない 
とさは指定ヴービスエ場へ連絡してください。 

♦ブースターケーブルは充分な容量（太さ）のケ 
ーブ j レを使用してください。 

• ケーブル部分や絶縁部分び損傷している物は 
使わないでください。 

• ケーブルび救援車のラジェター冷却フアンや 
回転ベルトに巻さ込まれないよラにしてくだ 
さい。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあい楚 ビス h — 夕 


こんなとさは 






バッテリー 


知識 

◊パ'ッテリーあびりを起こしているバッテリー液 
は、約一]日むで凍結します。凍結していると 
さは、火気を近づけずにバッテ U —全体を暖め 
(己日でじ(下に限る）、バッテ U —液の凍結を解 
消してからブースターケーブルでエンジンを始 
動して < ださい。 

◊バッテリーびあびりを起したり、バッテリーの 
接続び一時的に断たれた後は、エンジン始動後 
に、警告灯び点灯することびあります。このと 
さは(下の手順で警告灯を消灯させてくださし、。 

① 安全な場所に停車し、エンジンを始動します。 

② ステアリングを左ちどちらかに止まるまで回 
し、次に反対側へ止まるまで回します。 

また、時計、パワーウィンドウの U セットやオー 
ディオなどわ再設定が必要になります。 

不明な点は、指定ヴービスエ場におだずねくだ 
さし、。 
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ヒューズ 




ランプ類び点灯しないとさや電気系の装備び作動 
しないとさは、ヒューズび切れていることび考え 
られます。 

ヒューズび切れているとさは、ヒューズを交換し 
てください。 

ヒューズボックスの位置 

ヒューズボックスはエンジンルームの左側と室内 
前席ち側の足元にあります。 

エンジン ルームのヒューズ ボックス 

矢印の位置にあるフックを外してカバーを開さま 
す。カバーを閉じるとさは、カバーの後端を先に 
はめ込んでからカノ（一を閉じます。 



足元のヒューズボックス 

ノブにマイナスドライバーやコインなどを差し込 
み、左に回してカバーを開きます。閉じるときは 
ちに回して閉じます。 

スペアヒューズ 

スペアヒューズはエンジンルームのヒューズボッ 
クスカバーの裏にあります。スペアヒューズを使 
用したときは同じ容量（アンペア）のヒューズを 
補充してください。 

ヒューズの交換 

① エンジンスイッチを〇の位置にします。 

② ヒューズボックス（エンジンルーム）のカバー 
裏側にあるヒューズリムーノ（一を使用して該当 
するヒューズを取り外します。 

③ ヒューズを点検し、切れている（溶断）とさは 
同じ容量（色）のスペアヒューズと交換します。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあい楚 ビス h — 夕 


こんなとさは 














ヒューズ 


注意！ 

♦規定より大さな容量のヒューズを使用したり、 
ヒューズの改造、針金などによる代用をしない 
でください。火災び発生するおそれびあります。 

♦ヒューズを交換してもすぐに切れたり、装置び 
作動しないとさは、他に原因びあります。指定 
サービスエ場で点検を受けてください。 

♦ヒューズボックスの中には湿気び入らないよラ 
にしてください。 

♦自動車電話やテレビなど、電装品を使用すると 
きは、指定サービスエ場にご相談ください。 

♦ヒューズび切れていないのに、ランプ類が点灯 
しなかったり電気系の装備び作動しないとさ 
は、電球切れや故障び考えられます。指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


知識_ 

◊ヒューズボックスカノ（一の裏側にヒューズの配 
置表び入っています。 

◊ヒューズの容量（アンペア）と取り付け位置は 
予告なく変更されることびあります。またモデ 
ルと装備により取り付けられていない場合わあ 
ります。 






ヒューズ 


ヒューズー覧く参老> 


知識 

仕様/装備などの違いにより装備されているヒュ 
ーズび異なることびあります。 

V_ _ 


室内のヒューズボックス 

17.己 A :コンバインドライト/エアバッグ警告灯 
2 15A :フ□ントシガーライター、 U アシガーライター 
3 15A ： U ァワイパー 
4 40A :フ□ントブ□アモーター 

已]已 A :インストルメントクラスター/エアコンディショナー 


巨 20A 

7 — 

8 — 

9 — 

10 35A 
113己 A 
12 — 
13 20A 
16 — 
17 25A 
1白 30A 
20 7.己 A 
21 7.5A 
24 2己 A 
2 已 2 已 A 


* :仕様などにより装備び異なります 
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フ□ント電源ソケット 

未使用 

未使用 

未使用 

パワーシート（左） 

パワーシート（ち） 

未使用 

フューエルポンプ 
未使用 

U アデフォッガー 

へッドランプウォッシャーシステム*/ワイパーシステム 
八イビーム（ち） 

八イビーム（左）/八イビームインジケーター 
U アパワーウインドウ、ドアミラー 
フ□ン トパワーウインドウ 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 







ヒューズ 


エンジン ルームのヒューズ ボックス 

1—:未使用 


2 7.已 A 

3 — 

4 20 A 

已一 

6 20 A 

7 30 A 

8 2己 A 

9 7.己 A 

10 1 0 A 

方向指示灯（左） 

未使用 

スライディングルーフ* 

未使用 

シートヒーター 

フ□ントワイパー/ウオッシャーシステム 

トランスファーケース/エマージェンシーシステム* 

メーター照明、ライセンスプレートランプ 

ノ（ニティ S ラー/エマージェンシーシステム*/ラジオ/ 

グ□ーブボックス照日月 

11 15 A 

12 7.5 A 

13 1 0 A 

インジェクションバルブ、エンジン関係 
パーキングランプ（左） 

ステア U ング驼角センサー、フ□ントレッグルームランプ、 

故障診断 

14 — 

1 已] 0 A 

16 15 A 

未使用 

ブレーキランプ、ブレーキランプスイッチ 

エアバッグコント□—ルユニット、エアコンディショナー、 

セレクターレバーモジュール、インストルメントクラスター 

17 20 A 

18 — 

1 白]已 A 

U ア電源ソケット 

未使用 

ラムダセンサー、ジェネレーションバルブ、フューエルタ 
ンクベンチレーション、バキュームポンプ、エンジン関係 

20 — 

21 ] 己 A 

22 1己 A 

23 ] 已 A 

未使用 

ラジオ 

トラクションコント□—ル、ステア U ング驼角センサー 
ダイナミックビームコント □ール (キセノン装備車） 


* :仕様などにより装備び異なります 


24 7.已 A 

2 已7.己 A 

26 ] 己 A 

27 40 A 

28 — 

29 — 

30 — 

31 ] 已 A 

32 — 

33 — 

34 — 

3 已一 

36 10 A 

37 20 A 

38 — 

39 — 

40 — 

41 — 

42 20 A 

43 20 A 

44 ] 已 A 

または 

40 A 

4 已 40 A 

46 7.5 A 

47 ] 已 A 

48 — 

パーキングランプ（ち） 

方向指示灯（ち） 

イグニッションコイル 

A 巨 S 八イド au ックユニット 

未使用 

未使用 

未使用 

S ラーライト 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

ドア S ラーヒーター 

ホーン 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

セントラル□ッキングシステム 

IJ アヒーターファン 

U アウォッシヤーポンプ 

U アウォッシヤーポンブエアコンデイショナーファン 
エアインジェクション1」アクターポンプ 

1」アフォグランプ 

フ□ントフォグランプ 

未使用 









ヒューズ 


ヒューズ位置 


エンジンルームの 
ヒューズレイアウト 


〇 〇 


〇 


〇 
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ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0 mm . 

っさあい楚 ビス h — 夕 


こんなとさは 

































































































































































































































































































































電球の交換 


電球の交換 


電球び切れてランプび点灯しないとさは、同じ規 
格の電球と交換してください（電球一覧： 8-22 ぺ 
ージ）。また、電球の交換はでさるだけ、指定ヴー 
ビスエ場へ依頼してください。やむを得ずユーヴ 
一自身で交換するとさは、(下のま意を守って該 
当箇所の電球を交換してください。 

キセノンへツドランプ* 


A 警告 _ 

•キセノンへッドランプに触れると 
感電ずるおそれがありまず。電源 
び接続された状態で、バルブソケ 
ットや配線に手を触れないでくだ 
さい。 

•キセノンへッドランプのバルブ交 
換は、必ず指定サービスエ場で巧 
なつて < ださい。 



八□ゲンランプ 

ヘッドランプやフ□ントフォグランプには、八 □ 
ゲンランプを使用しています。電球を交換すると 
さは、(下の点に注意してください。 


* :仕様などにより装備び異なります 


汪局！ 

♦交換作業をする前にエンジンスイッチを〇の位 
置にしてください。 

♦指定(外の電球を使用しないでください。過熱 
してレンズを損傷したり、故障の原因になるこ 
とびあります。 

♦八□ゲンランプが熱くなっているとさは、電球 
に触れたり、電球を取り外さないでください。 
八□ゲンランプには圧力のかかったガスび封入 
されているので、破裂することびあり、ガラス 
の破片などでけびをするおそれびあります。 

♦落とした電球や、表面に傷のある電球は使用し 
ないでください。破裂するおそれびあります。 

♦八□ゲンランプ（へッドランプ、フォグランプ） 
を交換するとさは、軍手などの手袋および保護 
メガネを着用し、直接手で電球に触れないよラ 
にしてください。八□ゲンランプは使用時に高 
温になるので、電球の表面に油などび付着する 
と部分的に過熱して電球び切れやすくなりま 
す。油脂分や巧れび付いたとさは、薄めた中性 
洗剤を含ませた柔らかい布でよく拭さ取ってく 
ださい。 



















電球の交換 


知識 

方向指示な（ドアミラーを除く）のいずれかの電 
球び切れると、方向指示灯や表示灯の点滅と音の 
間隔び短くなります。ただちに電球を交換してく 
ださい。 
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ま全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 



車との上手な 0mm . 

っさあいかた ビス h — 夕 


こんなとさは 




NOTE 
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7. 車との上手なつをあいかた 

車の手入れ 
寒冷時の取り扱い 
雨の日や濃霧時の運転 
夏季の取り扱い 


7-2 
7-7 
7-1 1 
7-12 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 



車の手入れ 


車の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつまでも美しく 
保つことびでさます。詳しくは、指定ヴー 
場にお問い合わせください。 


A 警告 _ 

•一部の合成クリーナーなどには、揮発性有機溶 
剤や可燃性物質を含んでいることがありまず。 
ぶ^ず添付の取り扱い上の注意を読み、指示にし 
たびってください。車内で使用ずるときは、ウ 
ィンドウガラスを開け、充分に換気しなび S 使 
用してください。有機溶剤による中毒や静電気 
び可燃性ガスに引乂して乂災を起こずおそれび 
ありまず。 

参車の手入れをずるときに、ガソリンやシンナー 
などを使用しないでください。中養を起こした 
り、気化ガス部分に引乂して乂災を起こずおそ 
れがありまず。 

•車の手入れ用品や容器は、子供の手が届くとこ 
ろや义気の近くに置いたり、保管しないでくだ 
さい。 


注意！ 

洗車時など、ヴイドステップび濡れているとさは 
ステップに足を乗せないでください。足を滑らせ 
てけがをするおそれびあります。 


曰常の手入れ 


◊走行後は、ボディに付着したほこりを毛ばたき 
などで払い落としてください。 

◊少なくとわ月に一度は洗車してください。 

◊飛び石により塗装面に傷びつくと鐘の原因にな 
ります。純正タッチアップペイントで早めに補 
修してください。 

◊保管や駐車は、風通しのよい車庫や屋根のある 
場所をおすすめします。 

◊泥や虫の死びい、鳥のふん、樹液、油脂類およ 
びガソリンなどび付着したとさは、すみやかに 
拭さ取ってください。特に鳥のふんは塗装面を 
損傷しやすいので、でさるだけ早く水で洗い流 
してください。 

◊凍結防止剤び散布してある道路の走行後は、す 
みやかに洗車し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流してください。 


知識_ 

誤って傷をつけたり、誤った手入れにより鐘など 

び発生したとさは、すみやかに指定サービスエ場 

で補修することをおすすめします。 

__ ミ 

9 環境保護のため、使い終わった容器などは各自 
治体の基準に従って処分してください。 
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車の手入れ 


外装の手入れ 


洗車 


知識 

水び凍るほど寒いとさや直射日光び強く当たる場 

所、走行直後でボンネットび熱くなっているよラ 

なときは洗車をしないでください。 

__ 


① ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこりなどを洗 
い流します。 

② 水に純正カーシャンプーを湿ぜた洗浄液を用意 
し、車全体に吹さ付けます。外気取り入れ口付 
近では少量吹さ付けるだけにし、ダクト内に洗 
浄液び残らないよラにま意してください。 

③ スポンジや人エセーム革などを使用して、充分 
な量の水で洗い流します。 

④ 洗車後はすみやかに水滴を拭さ取ります。 

◊虫の死びいなどは、洗車前に純正インセクト 
U ムーノ（一で取り除いてください。 
◊コールタールやアスファルトの巧れは、純正 
タール U ムーバーで拭さ取ってください。乾 
いてしまラと落としにくくなるので、早めに 
処理してください。 


◊へッドランプを含むランプ類は樹脂製レンズ 
です。流水または水と純正カーシヤンプーを 
湿ぜた洗浄液で洗い流してください。有機溶 
剤や強アルカ U 洗剤などを使用したり、強く 
こすると細かい傷をつけることびあります。 

◊車の下側を洗車したときは、ホイールアーチ 
わ忘れずに洗車してください。 

自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するときは(下の点に気をつけ 

てください。 

◊巧れびひどいときは、軽く流水で洗い流してく 
ださい。 

◊洗車前にドアミラーを格納し、ワイパーの操作レ 
バーび停止位置になっていることを確認します。 

◊回転ブラシの堅さによっては、細かな傷びつき、 
塗装面の光ミ尺び失われたり、劣化を早めること 
びあります。 

高圧スプレー式洗車機の使用 

◊洗車ノズルは、車から3日 cm じ(上離して使用し 
てください。 

◊洗車ノズルをウィンドウガラス接合面やボディパ 
ネルやライトの継ぎ目部分などに近づけないでく 
ださい。水圧び高すざるため、車内に水び侵入し 
たり、防水シールを損傷するおそれびあります。 

◊洗車ノズルをタイヤに向けないでください。水 
圧び高すざるため、タイヤに傷をつけることび 
あります。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 






車の手入れ 
塗装面 


注意！ 

直射日光び強く当たる場所や走行直後でボンネッ 
卜び熱くなっているよラなとさに、塗装面の手入 
れをすると、塗装面を損傷するおそれがあります。 


塗装面の手入れには(下の純正カーケア用品を使 
用してください。手入れ方法は、添付の取扱説明 
書をお読みください。 

◊ペイント保護剤 

塗装面に被膜をつくりボディの光ミ尺を守ります。 
◊ペイントポリッシュ 

光ミ尺を失った塗装面の巧れを落とします。 

◊スポットクリーナ 

腐食の原因となる鳥のふんや樹脂など、ボディ 
にこびりついた頑固なシミを除去します。 
◊タッチアップペイント 

塗装面にでさたノ」\さな傷の応急補修に使用します。 


ホイール 


注意！_ 

走行直後は、ブレーキディスクやホイールに直接 
水などをかけないでください。ブレーキディスク 
び熱いとさに急激に冷やすと、ディスクを損傷す 
るおそれびあります。 


◊めるま湯に純正カーシヤンプーを湿ぜた洗ミき液 
で洗い流してください。 

◊落ちにくい巧れのときは、純正アルミホイール 
クリーナを使用してください。 


知識 

誤って傷をつけたり、誤った手入れにより鐘など 
び発生したとさは、すみやかに指定サービスエ場 
で補修することをおすすめします。 

V- * 








車の手入れ 


ウィンドウ、スライディングルーフガラス 

ガラスの室内側には、曇り止め配合の純正インテ 
リアガラスクリーナーを使用します。外側の巧れ 
びひどいときは純正ウインドウクリーナーを使用 
します。 


注意！_ 

リアウィンドウのガラス面に極細の電熱線びプリ 
ントされています。ガラス面の内側を清掃すると 
きは、柔らかい布を使い、熱線に沿って拭き取り、 
傷をつけないよラに注意してください。 

V_ _ 


ドア巧一 

ドアミラーの巧れを取るときは、研磨剤（コンパ 
ウンド）入りのガラスク U —ナーを使用しないで 
ください。ミラーに細かな傷びつくおそれびあり 
ます。 


エンジンルーム内 

◊手作業で拭いてください。火傷や感電をしない 
よラに注意して < ださい。 

◊エンジンルームには多くの電気系の装備びあり、 
水分や湿気を嫌います。水をかけたり、スチー 
ム洗浄をしないでください。 


車内の手入れ 


内装部品 

◊プラスチックやゴム製部分は純正カーシヤンプー 
を湿ぜた洗浄液または、純正プラスチッククリー 
ナーで拭さ取ります。ほかの洗剤やワックスなど 
は使用しないで < ださい。 

◊ステアリングやセレクターレバー、メーターパ 
ネルなどは、純正カーシヤンプーを混ぜた洗ミき液 
を使い、糸くずの出ない布でおさ取ります。 

◊メーターパネルの内側に水分び入らないよラに 
ま意して < ださい。 

シートベルト 

◊めるま湯または石けん水で清掃します。 

◊シートベルトには強い酸性やアルカ U 性洗剤、 
有機溶剤などを使用しないでください。また、 
ドライヤーなどの使用、直射日光による乾燥、 
漂白や染色をしないでください。シートベルト 
の強度び低下し、事故のとさ、充分な効果を発 
揮することびでさなくなるおそれびあります。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 








車の手入れ 


シートの手入れ 


ファブリック 

◊ブラシなどでほこりを払い落とします。 

◊巧れびひどいときは、純正ク□スクリーナーを 
使い、染み抜さには純正スポット U ムーバーを 
使います。 


ベロアー 

水分や熱によって毛足び寝てしまラと巧れたよラ 
に見えます。このよラなとさは軽く湿らせたブラ 
シで整えます。 

本革 

汚れを落としてから、純正レヴーケアフォームを 
使用します。使用方法については指定ヴービスエ 
場におたずねください。 

人工皮革 

純正 カーシヤンプーを 使用します。 


知識 

他にわ純正カーケア用品びあります。詳しくは指 
定ヴービスエ場におたずねください。 

V__ 
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寒冷時の取り扱い 


寒くなる前に 


寒;令時には、通常時とは異なる対策や取り扱いび 
必要になります。(下の注意事項をお読みになり、 
正しく安全に車を使用してください。 

燃料 

◊燃料タンクの水抜きをしてください。燃料タン 
クに水分びたまると、凍結して故障の原因にな 
ることびあります。 

冷却水、バッテリー 

冷却水やバッテ U — について、指定ヴービスエ場 
で点検を受けてください。 

◊冷却水の不凍液の濃度び適性であること。 

◊バッテ U —の液量や充電状態に不足びないこと。 

ウォッシャー液 

純正ウインドウ*ウォッシャー液には、夏用と冬 
用びあります。冬用のウォッシャー液を使用して 
ください。 

冬用タイヤ、タイヤチェーン 

積雪地域では、冬用タイヤび必要です。 

タイヤチェーンは、タイヤサイズに合った物を正 
しく装着してください。 


運転ずる前に 


積雪 

ボディやウィンドウに雪び積もったときはすべて 
取り除いてください。走行中に雪び落ちて視界を 
妨げるおそれびあります。 

ドアの凍結 

凍結しているところは走行開始前に解凍するか、 
氷を取り除いてください。氷を取り除くときは、 
樹脂製のへらなどを使用し、ボディやウィンドウ 
を傷つけないよラに注意してください。 

ドアび凍結して開かないときは、ドア開口部周囲 
にめるま湯をかけて解凍してから開さ、余分な水 
分はされいに拭さ取ってください。凍結したまま 
無理に開こラとすると、ドア周囲の防水シールを 
損傷するおそれびあります。 

ボディ下側の着氷 

ボディ下側やサスペンションアーム、スプリング 
などに氷塊が付着しているとさは、めるま湯をか 
けるなどして、部品やボディを損傷しないよラに 
ま意しながら取り除いてください。スプ U ングな 
どに氷塊び付いていると、スプリングび作動しな 
かったり、ボディを損傷するおそれびあります。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとをは 







寒冷時の取り扱い 
ワイパーなどの凍結 

ワイパーや電動格納式ドアミラー、パワーウィン 
ドウ、スライディングルーフなどび凍結している 
とさに、無理に動かすとモーターを損傷するおそ 
れびあります。解凍してから操作してください。 
また、電動格納式ドア S ラーは手動で動かさない 
で < ださい。 


乗車前に 

◊靴底などに付いた雪や氷を取り除いてから乗車 
してください。ペダルを操作するとさに滑った 
り、車内の湿度び高くなってウィンドウガラス 
内側び曇りやすくなります。 

◊足まわりやフェンダー内などに雪や氷塊び付着 
しているとさは、ボディや部品を損傷しないよ 
ラに十分注意して取り除いてください。 

◊走行前に車の各部を点検してください。足回り 
やその周辺、特にブレーキ系統び凍結した状態 
のまま走行すると、重大な事故につなびるおそ 
れびあります。 


雪道の走行 


雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑りやすくな 

っています。充分な車間距離を確保し、いつわよ 

り控えめな速度で慎重に走行してください。安全 

な走行と操縦性を確保するため、(下のを意事項 

を守ってください。 

◊冬用タイヤ、またはタイヤチェーンを必ず使用 
してください。 

◊冬用タイヤは4輪に装着してください。 

◊凍結路を走行するときは、□ーレンジモード 
(4-1 4ページ）に切り替えないでください。約 
3日 km / hli (下の速度では、ブレーキペダルを踏 
んだときにオフ□-ド A 目 S C 2-2 日ぺージ）び作 
動し、ステアリング操作び困難になります。 

0「急」のつく操作、急八ンドル、急ブレーキ、 
急加速などを避けてください。 

◊はね上げた雪や水しぶきび走行中に凍結し、ボ 
ディ下側やフェンダー内部などに氷となって付 
着します。トラブルの原因になりますので、取 
り除いて < ださい。 

◊最悪の場合はタイヤび氷に接触してステアリン 
グ操作びでさな<なるおそれびあります。休憩 
時などに点検し、氷の固まりび大さくなる前に 
取り除いてください。 

◊ブレーキの効きび悪くなることびあります。前 
後の車に充分ま意し、とさどさブレーキペダル 
を軽く踏んでブレーキの効さ具合を確かめてく 
ださい。 




寒冷時の取り扱い 


冬用タイヤ 

冬用タイヤは、4輪とわメーカー、銘柄、サイズ、 
トレッドパターンび同じ物を装着してください。 


A 警告 _ 

冬用タイヤのメーカー、銘柄、サイズ、トレッド 
パターンの異なるタイヤ、摩耗差の著しいタイヤ 
を組み合わせて装着ずると、操縦性に悪影響をお 
よぼし、車のコント□ールを失うおそれびありま 
ず。また、オートマチックトランスミッションに 
故障が発生し走行でさな<なるおそれがありまず。 


注意！ 

♦冬用タイヤを装着しているとさにスペアタイヤ 
を使用すると、車の操縦性能や制動性能び大さ 
く低下するので、注意して走行してください。 
スペアタイヤは応急的に使用し、でさるだけ早 
く冬用タイヤに戻してください。 

♦冬用タイヤの溝び 4 mmli (下になったときは、 
必ず新品と交換してください。 

♦冬用タイヤを装着していても、雪道や凍結路面 
ではクルーズコント□ールは使用しないでくだ 
さい。 


冬用タイヤ、タイヤチェーンについては、指定ヴ 
ービスエ場にお問い合わせください。 


タイヤチェーン 

タイヤチェーンを装着したとさは、じ(下の点に注 

意してください。 

◊タイヤチェーンはダイムラー-クライスラー社指 
定品を使用してください。取り付け方法や取り扱 
いについては、タイヤチェーンに添付されている 
取扱説日月書にしたびってください。不明な点は、 
指定サービスエ場にお問い合わせください。 

◊タイヤチェーンは、4輪に装着してください。 
タイヤチェーンび2輪分しかないときは、後輪に 
装着してください。 

◊タイヤチェーン装着時は約3日 km / hli (下の速度 
で走行してください。なお、タイヤチェーンの 
種類によっては許容速度び異なる場合びありま 
すので、添付されている取扱説明書にしたびっ 
てください。許容速度を越えると、チェーン本 
来の性能を発揮でさなかったり、チェーンび切 
れることびあります。 

◊路面に雪や凍結びなくなったとさは、すみやか 
にタイヤチェーンを外してください。 

◊タイヤチェーン装着中は、 ESP を日 FF にしたほ 
ラび走行しやすい場合びあります。 


汪局！ 

♦タイヤチェーンの取り付け/取り外しは、周囲 
の交通を妨げない、安全で平坦な場所で行なつ 
てください。 

♦指定品仪外のタイヤチェーンを装着すると、車 
体に触れることびあります。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


と！福. 
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寒冷時の取り扱い 


雪道で動けないとさ 


雪道で動けなくなったとさは、先に排気口（排気 
ガスの出 □) と車の周りから雪を取り除いてくだ 
さい。積雪により、排気口びふさびれて排気ガス 
び車内に入ってくるおそれびあり、危険です。 


A 警告 _ 

マフラーなどび雪に埋もれた状態でエンジンを回 
転させていると、排気ガスが車内に入り一酸化炭 
素中養を起こしたり、中毒死ずることびありまず。 
一酸化炭素は、無な、無臭、無色のため車内に入 
り込んでも気づかず、無意識のうちに吸い込んで 
しまいまず。 


駐車ずるとき 


◊駐車 ブレーキを 使用せず、セレクタ ーレバー 
を13に入れ、輪止めをしてください。 

◊できるだけ風下や建物の壁、太陽のあたる方向 
にエンジンルームを向けて駐車し、少しでもエ 
ンジンび冷えすざないよラに/こ\びけてください。 

◊軒下や樹木の下に駐車しないでください。雪や 
つららび落ちて車を損傷することびあります。 

◊エンジンを毛布でおおったり、フ□ントグリル 
の内側に段ボールや新聞紙などを挟まないでく 
ださい。放置したままエンジンを始動すると、 
火災や故障の原因になります。 


冬季の手入れ 


冬季の高速道路や主要国道などでは、路面凍結防 
止のため、凍結防止剤（塩化化合物）を散布して 
います。凍結防止剤び散布された路面の走行後は、 
ボディ下側やフェンダー内部に凍結防止剤び付着 
しており、放置するとボディ鋼板の腐食につなが 
ります。 


凍結防止剤び散布される地域や道路を主体に走行す 
るとさは、 ] 年ごとにボディ下側の洗浄と防鐘処理 
の実施をおすすめします。詳しいことは、指定ヴー 
ビスエ場にお問い合わせください。 











雨の曰や濃霧時の運乾 


雨の日や濃霧時の運転 


雨び降っていたり、濃霧び発生しているとさは、路 
面び濡れて滑りやすく視界わ悪くなります。の 
点に注意し、いつわより慎重に走行してください。 
◊路面び滑りやすいので、タイヤの接地力び大き 
く低下し、通常より制動距離び長くなります。 
また、見通しび悪いので歩行者や障害物の発見 
び遅れびちになります。いつもより速度を下げ、 
車間距離を余分にとって慎重に運転してくださし、 
◊濡れた路面では過度のエンジンブレーキを効か 
せないで < ださい。 


A 警告 _ 

滑りやずい路面で過度のエンジンブレーキを効か 
せると、スリップを起こして車のコント□ールを 
失うおそれびありまず。 _ 


◊路面び濡れているときは、クルーズコント□一 
ルは使用しないでください。 

◊大雨のときや雨天の高速走行中は、ブレーキデ 
ィスクび濡れてブレーキの効さび悪くなること 
びあります。このとさは、後続車にミ主意しなび 
ら低速で走行し、ブレーキ性能び回復するまで 
ブレーキぺダ j レを数回軽く踏み込んでください。 

◊安全な視界を確保するため、デフ□スターや U 
アデフォッガー、またはエアコンディショナー 
を作動させて車内を除湿してください。 


◊雨天や濃霧時は、自分の車の存在を周囲にアピー 
ルするため、ヘッドランプやフォグランプを点な 
してくださし、ただし、へッドランプを上向きに 
すると、雨粒や濃霧に反射して視界を損ない、対 
向車を眩惑するので下向さで点なしてください。 

◊濃霧のときはフォグランプを点灯し、速度を落 
としてゆっくり走行してください。危険を感じ 
るとさは、霧び晴れるまで安全な場所に停車し 
てください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
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夏季の取り扱い 


夏季の取り扱い 


◊夏を迎える前にエアコンデイシヨナーの冷媒び 
不足していないか、指定ヴービスエ場で点検を 
受けてください。 

◊炎天下での駐車時には、車内各部の温度び非常 
に高くなり、ステアリングやセレクターレバー、 
シートなどに触れると、場合によっては火傷を 
するおそれびあります。 

◊炎天下の駐車後など、室内温度び高くなってい 
るときは、ウインドウを開け放して車内の熱気 
を逃がしてからエアコンデイシヨナーを使用し 
てください。 

◊炎天下に駐車するときは、フ□ントウインドウ 
にカバーをしたり、ステアリングやセレクター 
レパー、シートにカパーやタオルなどをかけ、 
室内温度の上昇を抑えてください。 

◊オーバーヒート予防策として、いつもより頻繁 
に冷却水量を点検してください （8-6 ページ）。 


[ 7 - 12 ] 



8 -点巧と設備-ヴービスデータ 


純正部品、純正アクセサリー 
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8-2 

8-3 

8-4 

8-16 

8-20 
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純正部品、純正アクセサリー 


純正部品 


ダイムラー*クライスラー社では点検や整備に必 
要な純正部品を豊富 (<- 用意しています。 
ダイムラー-クライスラー社の純正部品は厳格な 
基準により品質管理されております。点検や整備、 
修理のとさは必ず純正部品を使用して<ださい。 


A 警告 _ 

どんな場合でちブレーキ関連部品などの重要保安 
部品や走巧系統に使用ずる部品を純正部品 LU 外の 
物を使用しないでください。事故やけびの原因に 
なりまず。 

\ _ ^ 


知識 

純正部品(外の部品を代用したとさは、該当個所 

だけでなく関連個所に不具合び生じても、保証を 

適用できないことびあります。 

^- * 


9 ダイムラー-クライスラー社では、資源の有 
効利用を促進するため、 U サイクル部品を積 
極的に導入しています。 


純正アクセサリー 


アクセヴリーは、ダイムラー•クライスラー社ま 
たはダイムラー-クライスラー日本株式会社び指 
定する製品のみを使用してください。 


注意！ 

♦エアバッグ、シートベルトテンシヨナ ー、 イン 
ストルメントパネル、センターコンソール、セ 
ンターピラーのフ□アパネル付近の周囲には、 
エアバッグやシートベルトテンシヨナーのセン 
ヴー類び取り付けられています。これらの部位 
にオーディオなどを追加装備したり、修理や板 
金作業などを行ラと、エアバッグやシートベル 
トテンシヨナーの作動に悪影響を与えることび 
あります。詳しくは指定サービスエ場にお問い 
合わせください。 

♦車載無線機など電装アクセヴ U —を取り付ける 
ときは、指定ヴービスエ場に相談してくださし 
取り付け方法などび適切でないと、車の電子制 
御部品に悪影響を与えることびあります。また、 
電気配線を間違えると火災や故障の原因になり 
ます。 

♦ウィンドウに透明な吸盤を貼り付けないでくだ 
さい。透日月な吸盤びレンズとして作用し、乂災 
び起こることびあります。 
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ビークルプレート 



ビークルプレート 


ニューカープレート 

車の車台番号を記載したニューカープレートは、 
運転席側か助手席側のセンターピラーに貼付して 
あります。 



エンジン番号 

エンジン番号は、エンジンブ□ックの後部に巧刻 
してあります。 
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点検と整備 


点検と整備 


車の性能を充分に発揮させ、安全快適に運転して 
いただくためには、指定サービスエ場で点検整備 
を受ける必要びあります。指定サービスエ場では 
(下のよラな点検を行ないます。 

◊ダイムラー*クライスラー社の指示による点検 
整備項目びあります。これらはメンテナンスイ 
ンジケーターの表示に応じて実施します。 


知識 

メンテナンスインジケーター 

車のメーターパネルには、メーカ指定点検整備の 

時期を知らせる目安として、メンテナンスインジ 

ケーター （3-46 ページ）を装備しています。 

^- * 


◊1 年、2年点検整備は、車検時を含め法律で定め 
られ実施するちのです。 

次の点検時期を示すステッカーびフ□ントウィ 
ンドウに貼付してあります。お確かめください。 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 


整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。実施された作 
業を整備手帳で確認してください。 


日常点検を忘れずに 

使用者自身の判断で曰常的に行なっていただ<点 
検です。曰常点検は法律で義務づけられています。 
点検項目については別冊の整備手帳をご覧くださし、。 

市街地および苛酷な条件下での運転 

発進や停止び多い市街地走行や山間部、路面の悪 
い道路、トレーラーのけん引など、さびしい条件 
下での走行び多いとさは、タイヤやエアクリーナ 
一、 オイル、フィルター類の点検整備や交換を、定 
期的な交換時期よりわ早く行ラことび必要になり 
ます。 

詳しくは指定サービスエ場にお問い合わせくださし、 





点検と整備 


エンジンルーム 

エンジンルームの点検をするとさは下の事項を 
厳守してください。 

' A 警告 > 

イグニッシヨンシステムに手を触れないでくださ 
い。高電圧を発生させるので感電ずるおそれがあ 
りまず。 


注意！ 

♦ェンジンび回転しているときは、回転部に触れ 
ないよラに充分注意してください。 

♦ェンジン停止後も、水温の高いとさはファンび 
回転をつづけることびあります。 

♦ェンジンの熱や動さに充分注意してください。 

火傷やけびをするおそれびあります。 

♦ラジェターに手を触れなし^でくださしん火傷や 
けびをするおそれびあります。 

♦作業は安全な場所を選んで行なつてください。 
♦適切な工具を使用してください。 

♦エンジンルーム内に部品や工具を置かないでく 
ださい。 

♦エンジンルームの手入れについては 7-5 ぺージ 
をご覧ください。 


キセノンへッドランプ* 

f A 警告 < 

参キセノンへッドランプに触れると 
感電ずるおそれびありまず。電源 
び接続された状態で、バルブソケ 
ットや配線に手を触れないでくだ 
さい。 

•キセノンへッドランプのバルブ交 
換は、/ぶず指定サービスエ場で行 
なつて < ださい。 


HSi 


PELIGRO 



9 環境保護のため、油脂類を廃棄するときは、指 

定ヴ_し乂-^場に相談し-しく心ごし、。 * :仕様などにより装備び異なります 
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点検と整備 


冷却水、 V ベルト 



冷却水はリヴーブタンクで点検と補給を行ないます。 


点検 

点検は水平な場所で行ないます。 

冷却水び冷えている状態で、 U ヴーブタンクの 
COLD LEVEL マークまであれば適量です。水温び 
高し"'とさは約]日〜]己 mm 高くなります。 


■冷却水量警告な: 

■エンジンスイッチび 2 のとき点巧しエン 
ジン始動後に消灯します。点灯しないとさは警告 
灯の故障び考えられます。 

消灯しなかったり走行中に点灯したとさは、冷却 
水量び規定(下になっています。点検を行ない不 
足しているときは補給してください。 

※表示な/警告灯 （9-9 ページ）をご覧ください。 


A 警告 

•水温が高いとさは、絶対にリザーブタンクのキ 
ャップを開けないで < ださい。高温の蒸気や熱湯 
が暖さ出し、乂傷をずるおそれびありまず。 

参冷却水や不凍液をエンジンルームにこぼさない 
よ5にして < ださい。 

これらの液体が熱くなったエンジンに付着ずる 
と、発乂して乂傷をずるおそれがありまず。 
•冷却水量を点検、補給ずるときは、^ずエンジ 
ンを停止させてください。 

参冷却水や不凍液び万一目に入ったときは、直ち 
に流水で巧分に洗い流した後、医師の診断を受 
けて < ださい。 

•子供の手び届くところに容器を置いたり、保管 
したりしないで < ださい。 

•冷却水や不凍液び手や皮膚に付いたとさは、ず 
みやかに石けんを使って洗い流してください。 
放置ずると、体質によっては皮膚障害を起こず 
ことがありまず。 
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点検と整備 


注意！ 

♦冷却水び適量でも、水温計 （3-43 ページ）の 
指針びレッドゾーンに入ったとさは、冷却装置 
の故障び考えられます。オーバーヒートしてエ 
ンジンを損傷するおそれびあります。ただちに 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 
♦冷却水の減りかたび著しいとさは、指定ヴービ 
スエ場でただちに点検を受けてください。 


冷却水の補給 

冷却水び不足しているとさは、冷却水び冷えてい 
るときにリヴーブタンクに補給してください。 

■補給ずるとさ 

① リヴーブタンクのキャップをゆっくり反時計回 
りに回します。約]/2回転まで回して圧力を抜 
いてからゆっくりとキャップを回して外します。 

② レベルにま意して;令却水を補給します。 

補給する冷却水は、水道水と純正の不凍液を混 
ぜてあらかじめ用意します。 

車を使用する地域の最低気温を目安にして下 
のいずれかに湿合します。 

■不凍液濃度と凍結防止温度 


不凍液濃度（％) 

凍結防止温度 

約己0% 

一37でまで 

約已己％ 

一4己でまで 


■ キャップを取り付けるとき 

キヤップを時計回りに□ック音び3回鳴るまで回し 
ます。 


注意！ 

♦冷却水には必ず不凍液を混ぜてください。不凍 
液には防鐘の効果わあります。 

不凍液の濃度は己0% (凍結温度一37で）から 
己己％ (凍結温度一4己で）未満にしてください。 
濃度を己己％じ(上にすると;令却性能び低下します。 
♦指定(外の不凍液や不適当な水を使用しないで 
ください。鐘や腐食などの原因になります。 
♦不凍液は塗装面を損傷させます。ボディに付着 
したときは、速やかに水で洗い流してくださし、。 


冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過と共に凍結防止や防鐘の効果 
び劣化しますので定期的な交換び必要です。交換 
時期については、別冊の整備手帳をお読みください。 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はありません。ベ 
ルトに亀裂や破損びないか点検してください。 











点検と整備 



エンジンオイル 


車び水平な状態で、オイルレベルゲージを使って 
オイルレベル（油面高さ）を目視で点検します。 
メーターパネルのディスプレイのオイルレべルイ 
ンジケーターでも点検することびできます (3-48 
ぺージ)。 

オイル量警告口 ： 

E ぃ^ エンジンスイツチび 2 のとき点なしエン 
ジン始動後に消なします。点灯しないとさは警告 
灯の故障び考えられます。 

※表示灯/警告巧 （9-9 ページ）をご覧ください。 
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注意！ 

消灯しなかったり走行中に点灯したとさは、オイ 
ルのレベルび規定(下になっています。安全を確 
認したラえで停車し、オイル量の点検を行ない不 
足しているときは補給してください。 

V_^ 


知識_ 

警告なび点灯すると、ディスプレイにオイルレべ 
ルインジケーターび表示されます。_ 










点検と整備 


MAX 


MIN 


み 

み 


1 


n 


OVM01171 


オイルレベルゲージで点検ずる方法 

① エンジンを回転させ、 ] 己 km じし b 走行しエンジン 
オイルを暖めます。 

② 車を水平な場所に停めます。 

③ エンジンを停止して、己分ほど待ちます。 

④ オイルレベルゲージを抜さ取り、付着している 
オイルを抜さ取ってから、再び差し込みます。 

⑥再度オイルレベルゲージを抜さ取り、付着した 
エンジンオイルのレベルと巧れ具合を点検しま 
す。付着したオイルのレベルびオイルレベルゲ 
ージの上限 ( MAX ) と下限 ( MIN ) の間にあ 
れば正常です。 

⑥エンジンオイルレベルび下限じ(下のとさは、フ 
イラキャップを開いて、指定のエンジンオイル 
を補給します。 
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A 警告 _ 

•エンジンオイルをエンジンルーム内にこぼさな 
いでください。エンジンび熱いときにオイルび 
付着ずると、発乂して乂傷ずるおそれがありまず。 

•エンジンオイルび万一目に入ったときは、ただ 
ちに流水で巧分に洗い流した後、医師の診断を 
受けてください。 

•子供の手び届くところに容器を置いたり、保管 
したりしないで < ださい。 

•エンジンオイルび手や皮膚に付いたとさは、ず 
みやかに石けんを使って洗い流してください。 
放置ずると、体質によっては皮膚障害を起こず 
ことびありまず。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


と！福 • 

7ビステ—夕 


こんなとをは 








点検と整備 


注意！ 

♦著しくエンジンオイルび減っているとさは、ただ 
ちIこ指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

♦必ず承認されたエンジンオイルを使用してくだ 
さい。承認(外のエンジンオイルを使用して故 
障び発生した場合は、保証び適用されないこと 
びあります。 

♦種類の異なるエンジンオイルを湿ぜないでくだ 
さい。エンジンオイルの特性び発揮されません。 

♦エンジンオイルびこぼれたとさは完全に抜さ取 
ってください。 

♦エンジンオイル量はオイルレベルゲージの上限 
を超えないよラにしてください。エンジンオイ 
ルび多すざるとエンジンや触媒装置を損傷する 
おそれびあります。 

♦エンジンオイルは走行条件や運転スタイルなど 
により、1,0日日 km あたり最大約0.8リットルを 
消費することびあります。エンジンオイルレべ 
J レを必ず曰常点検などで確認してください。 


知識 

◊オイルレベルゲージの上限と下限の間は約2《 
です。 

◊慣らし運転中のエンジンオイル消費量は多少多 
くなることびあります。また、頻繁にエンジン 
回転数を上げて走行すると、エンジンオイル消 
費量は増加します。 


外気溫度とオイル粘度 

主に使用する地域の外気温度に応じ、下図から最 
適なオイルを選んでください。詳しくは指定ヴー 
ビスエ場にお問い合わせください。 
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点検と整備 


エンジンオイルの定期交換 

エンジンオイルはエンジンの作動時間に比例して 
性能び劣化したり、エンジン内部の巧れを吸収し 
てオイルび巧れてさます。また、走行距離にかか 
わらず使用中の経過時間と共にオイル自体び酸化 
しますので、オイルフィルターと共に定期的な交 
換び必要です。 

交換時期については、メンテナンスインジケーター 
の表示にしたびってください。ただし、使用状況 
によっては早めに交換する必要があります。詳し 
くは、指定サービスエ場にお問い合わせください。 


[ オートマチックトランスミッションオイル 


指定サービスエ場での点検整備を除さ、ユーヴー 
自身で点検や補給をする必要はありません。 

オイル漏れびあったり何らかの異常を感じたとさ 
は、指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 
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点検と整備 



ブレーキ液 


車び水平な状態で、ブレーキ液 U ヴーブタンクのレ 
ベルマークで点検します。ブレーキ液のレベルび 
MIN (下限）と MAX (上限）の間にあれば正常です。 
不足しているとさはキャップを開さ、指定のブレ 
ーキ液を補給してください。 

ブレーキ警告'灯： 

エンジンスイッチび 2 のとき点灯しエン 
mMM ジン始動後に消なします。点灯しないと 
さは警告灯の故障び考えられます。 

駐車ブレーキび効いているとさは、点灯したまま 
になります。駐車ブレーキを解除しても消なしな 
いとさは、ブレーキ液のレベルび低下しています。 
指定ヴービスエ場に連絡してください。 

※表示灯/警告巧 （9-1] ページ）をご覧ください。 
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A 警告 _ 

参必ず指定のブレーキ液を使用してください。指 
定 m 外のブレーキ液を使用したり、他の銘柄を 
混用ずると、ブレーキの効さ具合やブレーキシ 
ステムに悪影響を与え、安全なブレーキ操作が 
でさな< なるおそれがありまず。 

参ブレーキ液を補給ずるときは 、 MAX (上限） 
を超えないように補給してください。あふれた 
ブレーキ液が熱くなったエンジンに付着ずる 
と、発乂して义傷をずるおそれがありまず。 

参ブレーキ液が万一目に入ったときは、ただちに 
流水で巧分に洗い流した後、医師の診断を受け 
て < ださい。 

•子供の手び届くところに容器を置いたり、保管 
したりしないで < ださい。 

•ブレーキ液び手や皮膚に付いたとさは、ずみや 
かに石けんを使って洗い流してください。放置 
ずると、体質によっては皮膚障害を起こずこと 
びありまず。 

•ブレーキ液の補給は、エンジンが冷えてから巧 
なってください。また、上限 （ MAX ) を超え 
ないように補給してください。あふれたブレー 
キ液び熱くなったエンジンや排気管などに付着 
ずると、発乂して乂傷をずるおそれがありまず。 












点検と整備 


注意！ 

♦ブレーキ液の減りかたび著しいとさは、ただち 
に指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

♦補給のとさは、ゴ S や水びリヴーブタンクの中 
に入らないよラにしてください。たとえ小さな 
ゴ S でち、ブレーキび効かな<なるおそれびあ 
ります。 

♦MAX (上限）を超えて補給すると、走行中に漏 
れて塗装面を損傷するおそれびあります。ボデ 
イに付着したときは、すみやかに水で洗い流し 
てください。 


ブレーキ液の交換 

定期的な交換び必要です。交換時期については、 
別冊の整備手帳をお読みください。詳しくは指定 
サービスエ場にお問い合わせください。 


注意！_ 

ブレーキ液は使用している間に大気中の湿気を吸 
収して劣化します。そのままで長期間使用すると、 
苛酷な条件下ではベーノ く一 □ ックび発生するおそ 


、 


'知識 



ベーパー□ックとは 


長い下り坂や急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏みつづけると、ブレーキ液び沸騰してブレーキ 
パイプ内に気泡び発生し、ブレーキペダルを踏ん 
でち圧力び伝わらず、ブレーキび効かな<なる現 
象のことです。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

つ塞い楚 


と！福 • 

7ビステ—夕 


こんなとをは 









点検と整備 



リヴーブタンクは、リアワイパー、ヘッドランプ 
ウォッシャー*のウォッシャーと兼用です。 

補給はリヴーブタンクのキャップを開いて行ないます。 

ウォッシャー液量警告'灯： 

エンジンスイッチび 2 のとき点灯しエン 
■み ■ ジ V 始動給し—消'打します。点なしないと 
さは警告なの故障び考えられます。 

消灯しなかったり走行中に点灯したとさは、ウォ 
ッシャー液量び規定(下になっています。すみや 
かに補給してください。 

※表示灯/警告灯 （9-1 日ページ）をご覧ください。 


* :仕様などにより装備び異なります 
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A 警告 _ 

•ウォッシャー液は可燃性でず。乂気を近づけた 
り、近くで喫煙をしないでください。また、エ 
ンジンが熱くなっているときには補給しないで 
<ださい。 

参ウォッシャー液が万一目に入ったときは、ただ 
ちに流水で巧分に洗い流したあと、医師の診断 
を受けてください。 

•ウォッシャー液び手や皮膚に付いたときは、ず 
みやかに石けんを使って洗い流してください。 
放置ずると、体質によっては皮膚障害を起こず 
ことがありまず。 

参子供の手び届くところに容器を置いたり、保管 
したりしないで < ださい。 


ウォッシャー液 

純正の専用ウォッシャー液を水に湿ぜてから使用 
します （8-2] ページ）。 

混合比についてはウオッシヤー液のノ くッケージに 
記載してあります。 


知識_ 

ウォッシャー液には夏用と冬用の2種類びありま 
す。夏用には油膜の付着を防ぐ効果びあり、冬用に 
は凍結温度を下げる効果びあります。 











点検と整備 


注意！ 

♦ウォッシャー液は、リヴーブタンクに補給する 
前に別の容器で適正な混合比に混ぜてくださし、 

♦粗悪なウォッシャー液や石けん水などを使用す 
ると、塗装面を損傷するおそれびあります。 

♦タンクび空のときウォッシャーを作動させる 
と、モーターを損傷するおそれびあります。 

♦へッドランプには樹脂製レンズを使用している 
ので、必ず純正の専用ウォッシャー液を使用し 
てください。純正じ(外のウォッシャー液を使用 
すると、レンズを損傷するおそれびあります。 

♦ヘッドランプの巧れを取るとさは、乾いた布で 
こすったり、コンパウンド（研磨剤）入りのガ 
ラスク U —ナやワックスを使用しないでくださ 
し、。ヘッドランプに細かい傷を付けることびあ 
ります。 
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こんなとをは 





タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品または、承認され 
ている物を使用してください。詳しくは指定ヴー 
ビスエ場にお問い合わせください。 

タイヤの点検 

4本のタイヤだけで路面と接地している車にとつ 
て、タイヤとホイールは非常に大切な役目を果た 
しています。給油時などに、じ(下の点について夕 
イヤの状態を点検してください。詳しい点検方法 
は、別冊の「整備手帳」をお読みください。 

タイヤ接地部のたわみ状態： 

空気圧び適正かどうか 

タイヤの損傷： 

大さなひび割れ、< ざや石などのかみ込み 

タイヤの偏摩耗、摩耗： 

スリップサインによる摩耗状態、局部的な摩耗 


A 警告 _ 

参タイヤの摩耗には巧分にま意し、スリップサイ 
ンが現われた5速やかに交換してください。夕 
イヤの溝び 4mmlU 下になると著しく滑りやず 
<なり、事故につなびるおそれびありまず。 

参空気圧の低いタイヤで走巧しないでください。 
タイヤび過熱して破裂したり、乂災を起こずお 
それがありまず。 

参ホイールを交換したときは、ホイールに適合し 
た純正品のホイールボルトを使用してくださ 
し、。純正品 m 外のボルトを使用ずると、走巧中 
にボルトびゆるみ、ホイールび脱落して重大な 
事故につなびるおそれがありまず。 

参タイヤのメーカー、銘柄、トレッドパターン、 
構造の異なるタイヤ（例えばラジアル、バイアス、 
ベルテッドバイアスなど）を組み合わせて装着し 
ないでください。操縦性に悪影響をおよぼし、車 
のコント□ールを失うおそれびありまず。また、 
才ートマチックトランスミッションに故障び発生 
し走;5でさな < なるおそれびありまず。 

参再生タイヤを装着した場合、安全性の保証はで 
さません。 







タイヤとホイール 


注意！ 

♦タイヤのトレッドびひどくすり減ったり、傷び 
付いているときは交換してください。 

♦ホイールやタイヤの選択を誤ると、車全体のバ 
ランスに影響し、安全走行に支障をさたすこと 
びあります。 

♦1 本だけ新品タイヤを装着するとさは、前輪に 
装着してください。装着するタイヤは他のタイ 
ヤと同じ銘柄で指定されたサイズの物にしてく 
ださい。 

♦数日間でタイヤの空気圧び低くなるよラなとさ 
は、タイヤのパンクやホイールの損傷の有無、 
タイヤノりレブの状態を点検してください。 

♦タイヤの空気圧を点検するとさは、スペアタイ 
ヤの空気圧わ点検してください。 

♦摩耗具合にかかわらず、6年(上経過したタイ 
ヤは新品のタイヤと交換してください。 


知識_ 

◊新品タイヤを装着したときは、走行距離び約 
1日日 km を越えるまでは速度を控えて走行する 
ことをお勧めします。 

◊走行直後や炎天下のよラにタイヤ自体び高温に 
なっているときは、約0.3 bar ( k 浸/ cm う高く 
なります。空気圧はタイヤび冷えているとさに 
測定してください。 

◊冬用タイヤに交換したときは、取り外したタイ 
ヤを冷暗所で保管し、オイルやグリース、ガソ 
リンなどに触れないよラにしてください。 


ち全なドライブ 
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タイヤとホイール 



タイヤローテーシヨン 

タイヤの摩耗度は走行距離や使用状況によって異 
なります。定期的に点検し摩耗の兆候びはっさり 
してきたら、タイヤ □ーテーシヨン （前後タイヤ 
の入れ替え）を行なってください。 


注意！ 

ホイールを外したとさは、ホイールの内側を充分 
に清掃し、点検してください。リムの凹みや巧び 
りは空気圧減少の原因になり、タイヤを損傷する 
おそれびあります。 

V_ * 


知識_ 

◊タイヤ□ーテーシヨンを行なうと、タイヤの摩 
耗び均一化します。これによってタイヤの寿命 
を延ばすことびでさます。 

◊タイヤ□ーテーシヨンを行なうときは、タイヤ 
の回転方向を変えないよラに、前後の位置を入 
れ替えます。 

◊タイヤを入れ替えたあとに空気圧を調整してく 
ださい。 

◊指定空気圧は、燃料給油フラップの内側に空気 
圧ラベルび貼付してあります。 





















タイヤとホイール 



OVMO 3001 


タイヤ空気圧ラベル 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラップ内側に貼 
付されています。ラベルはシンボル表記になって 
います。乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と後 
輪の空気圧を調整してください。単位は 「bar (= 
k 浸/ cm 2 )」 と 「 psU で示しています。たとえば、 
に. Obar 」 は「約2.0 k 浸/ cm 2 」 になります。 


A 警告 _ 

•タイヤの空気圧びおいままで走行しないでくだ 
さい。タイヤび過熱して破裂したり、乂災を起 
こずおそれがありまず。ぶ^ず規定の空気圧を守 
つて < ださい。 

参タイヤに空気を入れずぎないでください。空気 
が高ずざると、路上の金属片やガラス片などに 
より損傷を受けたり、パンクを起こしやずくな 
りまず。必ず規定の空気圧を守ってください。 


いま 

意！ 


必ず法定速度を守つて走行してください。 



知 

識 



◊日頃からタイヤの空気圧を点検してください。 
特に重い荷物を積んで高速走行するとさなどは 
必ず行なってくださし、 


◊走行直後や炎天下のよラにタイヤ自体び高温に 
なつているときは、約日. 3 ba 「（ kg / cm うほど空 
気圧び高<なります。空気圧はタイヤび冷えて 
いるときに測定してください。 


※タイヤ空気圧ラベルはイラストと異なる場合び 
あります。 

9 定期的にタイヤの空気圧を点検してください。 
タイヤの空気圧び低いと、燃料を余分に消費 
します。 
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サービスデータ 


指定給油脂類 

必ずダイムラー*クライスラー社の純正品または 
指定品のみを使用してください。 

詳しくは指定サービスエ場にお問い合わせくださし、。 


注意！ 

オートマチックトランスミッションオイルの交換 
や補給はしないでください。トランスミッション 
を損傷するおそれびあります。オイル漏れびあつ 
たり、何らかの異常を感じたとき、またはオイル 
レベルについては指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 



容 量 

油 脂類 

備 考 

エンジンオイル 

約 8 .CH 

承認オイル 

含、オイルフィルタ 

オートマチック 
トランスミッションオイル 

約7 .已 

承認オイル 

工場を入時 

トランスファオイル 

- 

承認オイル 

- 

パワーステアリングオイル 

- 

純正ノ くワーステア U ングオイル 

専用オイル 

リアアスクル 

- 

承認オイル 

- 

フ□ントアスクル 

- 

承認オイル 

- 

ブレーキ液 

- 

純正ブレーキ液 

D 0 T 4 規格 

燃料 

約 83 C 

無鉛プレミアムガソ U ン 

警告な点な時の残量 
約 


油脂類の正確な量はレベルゲージで確認して<ださい。 

※記載の内容は本取扱説明書作成時のをのでず。予告なく変更される場合びありまず。 
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サービスデータ 



容量 

備 考 

冷却水 

約 12 .CH 

純正不凍液 

水に純正不凍液を混ぜて使用します。 
濃度にミ主意してください （8-7 ページ)。 

ウォツシヤー'/イタ 

約 7.6 C 

純正ウォッシャー液 
冬用、夏用 

水に純正ウォッシャー液を混ぜて使用し 
ます。濃度に注意してください。 

バッテ U - 

12 V /100 Ah 

エンジン ルーム 

エアコンディショナー 

R 134 a 

R -1 2を使用しないこと 


標準タイヤ 

ホイー J レ 

オフセット 

27已/已已 R 17 

軽合金8.已」 XI 7 

已2 mm 


応急用スペアタイヤ 

ホイール 

オフセット 

T 1 已己/ 90 D 18 

ス チール 4」 xl 8 

0 mm 


※記載の内容は本取扱説明書作成時のをのです。予告なく変更される場合びあります。 
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サービスデータ 


電球一覧_ ( _積載荷物の制限重量 


ランプ 

ワット数 


キセノンへツドランプ 

上向さ/下向さ 

3已 W 

(キセノン 023) 

ヘッド 

装着車 

上向さ 

己己 W ( H 7) 

ランプ 

キセノンへツドランプ 

下向さ 

已己 W ( H 7) 


非装着車 

上向さ 

己己 W ( H 7) 

フ□ントフオグランプ 

3已 W ( H 8) 

方向 

フ□ント 

21 W (黄色） 

指示灯 

U ァ 

21 W (黄色） 

バックランプ 

2] W 

ブレーキランプ 

21 W 

八イマウントストップランプ 

21 W 

車幅灯 

(フ□ントパーキングランプ） 

己 W 

U アフォグランプ（ち側または左側）/ 
テールランプ 0 J アパーキングランプ） 

21 W /4 W 

ライセンスランプ 

曰 W 




J レーフ ラック 

100 k 呂 


※積載荷物の制限重量には、ルーフラックやアタッチメントの重 
量ち含まれます。 


※記載の内容は本取扱説明書作成時のちのです。予告な<変更さ 
れる場合びあります。 
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9. こんなときは 

トラブルの原因と巧応 
表示好/警告な 
困ったとを 

ち全ドライブのために 


9-2 

9-7 

9-13 

9-14 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞いかた 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとさは 



トラブルの原因と巧応 


発生した故障に対処して車の安全性を確保する責任は運転者にあります。 


トラブル 

原因 

対応 

警告アラームび鳴る。 

シートベルトを着用していない。 

►シートベルトを着用してください (2-6 
ぺ-ジ)。 

駐車ブレーキを解除しないで走行して 
いる。 

► 駐車ブレーキを解除してください。 

ランプを消巧していない。 

►ランプスイッチを ra にしてください。 

長期間、車を駐車しておさたい場合。 


► ノ（ッテ U - ケーブルの©端子をがすなど 
の処置をします。 

►詳しくは指定ヴービスエ場におたずねく 
ださい。 

エンジンの回転び滑5かでな<、ミス 
フアイヤしている。 

イグこツシヨンコイルび損傷している。 
エンジン制御システムに異常びある可 
能性びある。 

指定燃料(外の燃料を使用している。 

► アクセルペダルを踏み過ぎないように走 
行し、ただちに指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

へッドランプの内側び曇っている。 

湿度び高い。 

►ヘッドランプを点巧したまま、少しの間 
走行すると、曇りび消えます。 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

原因 

対応 

エンジンび始動しない。 

ェンジンを始動するとさに、ェンジン 
スイッチを 0 の位置に戻していない。 
ェンジン制御システムに異常びある。 
燃料供給に異常びある。 

►エンジンを始動する前に、エンジンスイッ 
チを 0 の位置に戻してください。 

►始動操作を繰り返してください。ただし、 
エンジン始動を長時間つづけると、バッ 
テ IJ 一びあびるおそれびあります。 

► 何度始動を試みてちエンジンび始動しな 
し順合は、指定ヴービスエ場に連絡して 
ください。 


バッテ IJ 一電圧び低下している。 

► ブースターケーブルを使用して始動して 
ください。 （6-23 ぺージ） 

► 何度始動を試みてちエンジンび始動しな 
し順合は、指定ヴービスエ場に連絡して 
ください。 

冷却水の温度表示び+120で政上を示 
している。 

冷却水の温度び上がりすぎて、ェンジ 
ンび冷却されていない。 

►すみやかに車を停止し、エンジンと;令却 
水を;令やしてください。 

►冷却水レベルを点検し、必要であれば;令 
却水を補給してください。 


冷却水び適量であればラジェータファ 
ンび故障している。 

► 水温計の針びオレンジ色の部分に入って 
し佩ければ走行し、ただちに指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 

ガソ IJ ンび漏れている。 


►状況を問わず、絶対にエンジンを始動し 
ないで < ださい。 

► 指定ヴービスエ場に連絡してください。 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

原因 

対応 

U モートコント□ールの施錠ボタンを 
押してち方向指示なび点滅しない。 

ドアまたはテールゲートび完全に閉じ 
ていない。 

► ドアまたはテールゲートを完全に閉じて 
か5施錠してください。 

U モートコント□-ルで施錠でさない。 

セントラル □ ッキングシステムび故障 
している。 

►車内から施錠し、最後に運転席側ドアを 
キーで施錠してください。 

► 指定サービスエ場でセントラル □ ッキン 
グシステムの点検を受けてください。 

ドアミラーび無理に前ち/後ちに曲げ 

5れた。 


► ドアミラー格納/展開スイッチを、ギア 
び陋み合う音び聞こえるまで、くりかえ 
し押します。 

トランスミッションの変速に問題びある。 

トランスミッションオイ J レび減っている。 

► 指定サービスエ場でトランスミッション 
を点検してください。 

加逊生能び悪化してしぶ。 

トランスミッションび変速しない。 

トランスミッションに異常びある。 

► エマージェンシーモードにします。 

►車を停止してください。 

►セレクターレバーを■□にいれます。 
►エンジンを停止します。 

► 10秒じじ待ってからエンジンを始動します。 
►セレクターレバーを ra または13に入 
れます。 

► 2速ギアまたは U バースギアな外は使用 
でさません。 

► すみやかに指定サービスエ場でトランスミ 
ッションを点検してください。 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

原因 

対応 

U モートコント□ールで解錠/施錠で 
さない。 

IJ モートコント a - JUD 電池び切れてし席。 

► U モートコント□ールの電池を点検し、 
必要であれば指定サービスエ場で電池を 
交換してください。 

U モートコント□ールび故障している。 

► キーで運転席側ドアを解錠/施錠してくだ 
さい。 

► 指定ヴービスエ場でセントラル□ッキング 
システムの点検してください。 

U モートコント□ールの同期び外れて 
いる。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

IJ モートコント□ールを紛失した。 


► すみやかに指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

► すみやかに自動車保険会社へキー紛失の事 
実を報告してください。 

►指定サービスエ場で、新しい U モートコ 
ント□ールを購入してください。 

► 必要であればキーシ IJ ンダーも交換してく 
ださい。 

ワイパーび作動しない。 

ウインドウに雪などの障害物び付着し 
ている。 

►安全のため、エンジンスイッチからキー 
を巧さ取り障害物を取り除いてください。 

► ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび間欠モードで作動しない。 

ワイパーモーターび作動していない。 

►ワイパースイッチを他の位置にしてくだ 
さい。 

► 指定サービスエ場でワイノ く一の点検を受 
けて < ださい。 


[9-5] 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 


こんなとさは 












トラブルの原因と巧応 


トラブル 

原因 

対応 

シートヒータースイッチの表示巧び点 
滅している。 

多くの電気装備び使用されているため 
にバッテ IJ 一電圧び低下し、シートヒ 
ーターび自動的に停止している 0 

►電圧び回復すると、シートヒーターは自 
動的に作動を開始します。 

エアコンディシヨナーの AC オフスイッ 
チを押すと表示巧び点滅する。 

エアコンディショナーの;令媒び不足し 
ているため、エアコンディショナーの 
作動び自動的に停止している。 

► 指定ヴービスエ場でエアコンディショナー 
を点検して ください。 

U アデフォッガーび短時間で停止し、 
表示巧び点滅する。 

多くの電気装備び使用されているため 
にバッテ IJ 一電圧び低下し、 IJ アデフ 
ォッガーび自動的に停止している 0 

►電圧び回復すると、 IJ アデフォッガーは 
自動的に作動を開始します。 

い < つかの電装品が作動しない。 

ヒューズび切れている。 

► ヒューズを交換してください。 

►指定サービスエ場で、ヒューズび切れた 
原因を調べてください。 
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表示な/警告な 


表示巧/警告灯 

原因 

対応 

ノ 

) 

国 

を行中に黄色の ESP / ETS 表示巧び点 
威する。 

タイヤびグ IJ ップを失っているため、 
ESP 、 ETS などび作動している。 

► 路面と天候の状態に合せて運転してくだ 
さい。 

► 発進するとさにアクセルペダルを必要政 
上に踏み込まないでください。 

►走行中はアクセルペダルをゆるめてくだ 
さい。 

► ESP を解除しないでください（雪道など 
での走行を除く）。 

これらのを意を守5ないと事故につなびる 
おそれびあります。 

1 

ノ 

1 

; 

国 

を行中に黄色の ESP / ETS 表示巧が点 
なしている。 

ESP を解除している。 

► ESP 日 FF スイッチを押して 、 ESP OFF 
の状態を解除してください。 

ESP OFF の状態び解除でさないとさは、 
路面と天候の状態に合わせて運転してく 
ださい。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

これ5のを意を守5ないと事故につながる 
おそれびあります。 

1 

ノ 

を行中に三 
ランプが 

スピードメーターの黄色の田の 
馬威し警告アラームび鳴る。 

急な下り坂などで惰性びつさ、可変ス 
ピード IJ ミッ ターび設定速度を維持で 
さな < なった。 

► ブレーキペダルを踏んで減速してください。 
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表巧灯/警告口 


表示巧/警告巧 


原因 

対応 

バッテ IJ 一の接続び断たれたり、電圧 
供給び一時的に断たれたため 、 ESP 
が初期状態になった。 

► ESP を U セットしてください。に-24 
ぺージ） 

•安全な場所に停車して、エンジンを始 
動します。 

-ステア IJ ングを左右どち5かに止まる 
まで回し、次に反対側へとまるまで回 
します。 

- IJ セット（警告巧び消な）されたこと 
を確認します。 

► U セットできないとさは、指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

バッテ IJ 一の電圧び低下したため、 

巨 AS び解除された。 

► 充分に注意して走行してください。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けてて < ださい。 

これ5のを意を守5ないと事故につながる 
おそれびあります。 

目 AS または ESP び故障している。 

ブレーキが才ーバーヒートしないよう 
に、 ETS び解除された。 

►ブレーキび;令却されると、再び ETS は作 
動します。 

警告巧は、消なします。 

ETS び故障して解除された。 

► 充分にを意して走行してください。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けてて < ださい。 

これ5のを意を守らないと事故につながる 
おそれびあります。 


エンジンの始動後、または走行中に、 
黄色い BAS / ESP 警告巧び点なする。 


エンジンの始動後、または走行中に黄 
色の ETS 警告なび点なする。 
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表示な/警告な 


表示巧/警告巧 

原因 

対応 

■嚇 ■ 

走行中に黄色の ABS 警告なび点なする。 

故障のため ABS び解除された。 ABS は 
作動しないび、ブレーキは通常通り機 
能する。 

►充分にを意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

これらのを意を守5ないと事故につながる 
おそれびあります。 

バッテ U —の電圧び低下しているため、 
ABS び作動していない。 

► 必要のない電気部品の電源をオフにして 
ください。 

バッテ U —電圧が回復すると ABS は作動し 
ます。 

の 

エンジンの始 
色のブレーキ 
する。 

また、赤色の 
警告音がする 

動後、ま; 
パッド摩寒 

ブレーキ養 

0 

1 

こは走行中に黄 
毛警告巧び点な 

藝告巧ち点なし 

フ□ントブレーキパッドの摩耗が限界 
に達している。 

► すみやかに安全な場所に車を停止してく 
ださい。 

►走行をつづけないで、指定サービスエ場 
に連絡してください。 

►ブレーキ液は、指定サービスエ場で点検 
を受けるまで補充しないでください。 

これ5のを意を守5ないと事故につなびる 
おそれびあります。 

エンジンの始動後、または走行中に黄 
色のエンジンオイル量警告なび点滅す 
る 0 

エンジンオイル量び下限まで減っている。 

さらに減るとエンジンオイル量警告な 
び点なする。 

►エンジンオイルレベルを点検し、必要で 
あれば補給してください。 （8-9 ぺージ） 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補充す 
る場合は、指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

1 B 1 

エンジンの始動後、または走行中に黄 
色の;令却水量警告なび点なする。 

冷却水量び不足している。 

►冷却水を補給してください。 （8-7 ぺージ） 
► 冷却水を通常よりち頻繁に補充する必要 
びある場合は、指定サービスエ場で;令却 
システムを点検してください。 


ち全なドライブ 
のために 


安全装備 


運転ずる 
まえに 


運転ずる 
とさ 


快適. 
室内装備 


万-のとき 


車との上手な 

っ塞ぃ楚 


と！福. 

7ビステ—夕 
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表巧灯/警告口 


表示巧/警告巧 

原因 

対応 

□ーレンミ 
の表3 

クに切り替えた後、黄色 
;打び点滅する。 

□ーレンジに切り替える条件び満たさ 
れていない。 

► 再度切り替え操作を行つてください 
(4- 14ぺージ)。 

► 切り替え操作をくりかえしてち表示巧び 
点滅するとさは指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

エンジン始動後、黄色の M 表示なび 
点滅9る。 

□ーレンジび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてくださ 
い。 

エンジンの始動後、または走行中に黄 
色のウォッシャー液量警告なび点なする。 

ウォッシャー液量び規定(下になって 
いる。 

►ウォッシャー液を補給してください 
(8- 14ぺージ)。 

OBI 

走行中に黄色のエンジン警告なび点な 
する。 

じ(下に異常びあるため、エンジンびエ 
マージェンシーモードになっている。 

-インジェクションシステム 
-イグこッションシステム 
-排気システム 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

燃料タンクび空になっている。 

►燃料の補給後、エンジン始動操作を3〜4 
回繰り返してください。エマージェンシ 
ーモードび解除されます。車を点検する 
必要はありません。 

エンジンお 

占のサス 

当動後、黄色の》警告なび 

チャイルドシートを助手席に固定して 
いるので、助手席のエアバックび作動 
しない。 

► 不要であればチャイルドシートをがして 
ください。 

/|、\八」ジ心〇 

チャイルドシートを助手席に固定して 
いない場合は、チャイルドセーフティ 
シート感知システムび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてくださ 
い。 
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表示な/警告な 


表示巧/警告灯 


原因 


対応 


走行中に赤色のブレーキ警告巧び点な 
する 0 


ブレーキシステムび故障している。 

U ヴーブ タンクの ブレーキ 液量び不足 
している。 


►安全を確認し、すみやかに車を停止させ 
て < ださい。 

►走行をつづけないで、ただちに指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 
►ブレーキ液は補給しないでください。ブ 
レーキ液を補給してち問題は解決しませ 
ん。 

これらの注意を守らないと事故につながる 
おそれびあります。 


駐車ブレーキを解除せずに走行している。 


>駐車ブレーキを解除してください。 




EBV び故障している。 


エンジンの始動後、赤色のブレーキ警 
告巧と黄色の ABS 警告巧び点なする。 
また、警告ブヴーち鳴る。 


► 充分にミ主意して走行してください 
(2-19 4-1 R ぺーバ） 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けてて < ださい。 

これ5のを意を守5ないと事故につながる 
おそれびあります。 


運転席のシートベルトを着用していない。 


エンジンの始動後、赤色のシートべル 
卜警告なび点巧し、警告音がする。 


>シートベルトを着用してください。 

警告巧び消巧し、警告音び止まります。 
警告巧は、乗車する全員にシートベルト 
の着用を促すためのちのです。 
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表巧灯/警告口 


表示巧/警告巧 

原因 

対応 

走行中に3 
告巧び点义~ 

色のエアバッグシステム警 

J または点滅する。 

乗員保護システムに異常びある。エア 
バッグやシートベルトテンシヨ ナーげ 
不意に作動したり、事故のとさに作動 
しない可能性びある。 

►充分にを意して走行し、指定サービスエ 
場でただちに点検を受けてください。 
このを意を守らないと事故につながるおそ 
れびあります。 

エンジンの始動後、または走行中に、 
赤色の充電警告巧び点なする。 

V ベルトび損傷している。 

► V ベルトを交換してください。 

電気系統び故障している。 

► 指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

八イビー/ 

I 

.表示なび点なする。 

八イビームび点巧している。 

► 対向車びあるとさや市街地を走行すると 
きは、ヘッドランプを下向きにしてくだ 
さい。 

走行中に黄色の燃料残量警告打び点滅 
する 0 

燃料の残量び約12 • g な下になっている。 

►最寄りのガソ IJ ンスタンドで給油してく 
ださい。 

エンジンの始動後、赤色のステア U ン 
グ□ック警告巧び点なする。 

ステア IJ ングび □ ックされていない。 

► □ックレノ く一でステア IJ ングを固定し、 
警告巧び消なしてることを確認してくだ 
さい。 
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困ったとさ 


表示な、警告好が点なしたとを 

巨 AS/ESP 警告灯： 2-21 、 2-23 ぺージ 
1SS1 ETS 警告:] a : 2-26 ぺージ 
A 目 S 警告灯： 2- 19ページ 
ブレーキパッド摩耗警告な： 4-1 7ぺージ 
オイル量警告灯： 8-8 ページ 
冷却水量警告な： 8-6 ページ 
エンジン警告灯： 4-4 ページ 

ウォッシャー液量警告な： 8- 14ページ 

ステアリング□ック警告灯 
: 3-38 ぺージ 


SRS 


エアバッグシステム警告灯： 2-8 ページ 


シートベルト警告灯： 2-6 ページ 


ブレーキ警告灯： 4-1 6、 8-1 2ページ 


充電警告巧： 6-20 ページ 


LOW 

RANGE 


AIRBAG 

OFF 



LIM 


燃料残量警告灯： 3-43 ページ 

□ーレンジ表示な 
: 4- 14ぺージ 

エアバッグオフ表示な： 2-8、 2-1 4ページ 

ESP/ETS (エレクト□ニック- 
トラクシヨン •サポート） 表示灯 
: 2-23、 2-26 ページ 

フ□ントフォグランプ表示な： 3-己4ページ 

上向さ表示灯： 3-己〇ページ 

可変スピードリ S ッター表示灯 
: 4-21 ぺージ 
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を全ドライブのために 


異常が起またとを 


エンジンび始動しない 
才ーパ'—ヒート • • 

キーび 回らない • • 
キーをな<した•• 

給油口び開かない • 

警告アラームまたはブヴーび鳴った 


警告灯び点灯した . 

事故び起さた . 

セレクターレバーび凸から動かない 

走行でさない（けん引） . 

バッテリーびあびったとさ . 

パンク . 

変速でさない . 

ボンネットから蒸気や煙び出た••一 
リモートコントロールで 

解錠/施錠でさない . 

路上で動けない . 


. 4-己ぺージ 
6-1 9ぺージ 
. 4-3 ぺージ 
. 3-3 ぺージ 
3-37 ページ 
. 2-6 ぺージ 

3- 己〇ページ 

4- 16ぺージ 
. 9-7 ぺージ 
. 6-2 ぺージ 
. 4-8 ぺージ 
. 6-7 ぺージ 
6-22 ページ 
6-1 3ぺージ 
4-1 3ぺージ 
6- 19ぺージ 


9-己ページ 
6-2 ページ 
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lO . を < いん 

さぐいん 
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さ < いん 


田 

インストルメントパネル . 0-6、 0-8 

ウィンドウ.ウオッシャー .3-57 

ウオッシャー液 . 8-14、 8-21 

ウィンドウノくッグ .2-7 

運転席エアバッグ .2-7 

エアコンディショナー . 已 -2 

エアパ'ッグ .2-7 

エレクト□ニック*スタビ U ティ- 

プ □グラム .2-23 

エンジンび始動しないとさ .4-5 

エンジンの始動と停止 .4-4 

エンジンオイル . 8-8、 8-20 

エンジンオイル量警告灯 .8-8 

エンジンオイル量の点検方法 .8-9 

エンジンオイルレベルインジケーター • • • • 3-48 

エンジンスイッチ .4-2 

エンジンブレーキ . ]-6 

エントランスランプ . 己-14 

才ートマチック車の運転 .4-9 

才ートマチック車の特性 . 1-1 1 

才ートマチック車の取り扱い . 1-1 1 

オートマチックトランスミッション .4-6 

オドメーター .3-44 


オーバーヒート . 6-19 

オフ□ー ド A 巳 S .2-20 

オフ□ー ド ' ESP .2-2 己 

オフ□ー ド ETS .2-27 


因 

外気温度計 .3-43 

外装の手入れ .7-3 

カップホルダー . 己-23 

可変スピードリミッター .4-21 

寒冷時の取り扱い .7-7 

キー .3-2 

救急セット .6-4 

クルーズコント□-ル . 4-18 

車の手入れ .7-2 

グ□-ブボックス . 己-2日 

警告灯 .3-4 已 

けん引してもらうとき .6-7 

工具 . 6-12 

故障したとき .6-2 

子供を乗せる . 2-13 

子供を乗せるとき .]- 己 

ル物入れ .5-21 












































さ < いん 


田 

サービスデータ .8-20 

サイドバッグ .2-7 

サンバイヴー . 己-1己 

サンシエード .3-26 

シガーライター . 己-18 

シート .3-6 

シートの手入れ .7-6 

シートの調整 .3-6 

シート ヒーター .3-8 

シートベルト .2-3 

シートベルトの着用 .2-5 

シートベルトテンシ ヨナー .2-6 

事故び起きたとき .6-2 

室内（イラスト目次） .0-10 

車速感応ドア□ック .3-18 

車内の手入れ .7-5 

ビークルプレート .8-3 

ジャッキ .6-12 

純正部品 .8-2 

純正アクセサリー .8-2 

助手席エアバッグ .2-7 

水温計 .3-43 

ステアリング .3-38 


スピードメーター .3-43 

スペアタイヤ .6-1 日、 8-21 

スライディングルーフ .3-23 

スライドプレート .3-28 

セーフティスイッチ .3-21 

セーフティネット .3-29 

セレクターレバー .4-6 

走行するとき . ]-6 

走行中、異常を感じたら . ]-8 


旦 

タイヤ . 8-16、 8-21 

タイヤ空気圧ラベル .8-19 

タィャ交換 . 6-13 

タイヤ□—テーシヨン . 8-18 

タコ メーター .3-44 


チャイルドセーフティシート . 2-13 

チャイルドセーフティシート固定機構 • • • • 2-16 

チャイルドプルーフ□ック . 3-16 

駐車ブレーキ .4-16 

駐停車するとき . ]-9 

定期点検 . （整備手帳) 

停止表示板 . 6-4、 6-5 

ティップシフト . 4-7 














































さ < いん 


走行する前に .1-2 

テールゲート .3-19 

点検と整備 . 8-4 

電球一覧 .8-22 

電球の交換 . 6-30 

電源ソケット . 己- 19 

ドア . 3-14 

ドアミラー . 3-39 

ドアミラーの格納 . 3-40 

ドア□ックスイッチ . 3-17 

時計 . 3-44 

トラブルの原因と対応 . 9-2 

トリップ メーター . 3-44 

Q 

慣らし運転 . ]-13 

日常の手入れ . 7-2 

荷物固定用リング . 3-33 

荷物の積みかた . 3-32 

荷物用フック . 3-27 

燃料 . 1-3、 8-20 

燃料給油口 . 3-36 

燃料計 . 3-43 

燃料残量警告灯 . 3-43 


A 


化皿 . 5-10 

バッテリー .6-20 

バッテリーびあびったとき .6-22 

バニテイミラー . 己-1己 

パワーウインドウ .3-21 

パワーシート .3-6 

非常信号用具 .6-3 

非常点滅灯 .6-3 

ヒューズー覧 .6-27 

ヒューズの交換 .6-2 已 

表示灯と警告灯 .3-4 曰、 9-7 

フォグランプ .3-54 

ブレーキ . 2-18、 4-17 

ブ レーキア シスト .2-21 

ブレーキ液 . 8-12、 8-20 

フ□ントサイドバッグ .2-7 

フ□ントルームランプ . 己-1 ] 

フ□ントレッグルームランプ . 己-14 

へッドランプ .3-50 

へッドランプウオッシャー . 3-己已 

へッドランプ照射角度の調整 .3-51 

へッドレスト . 3-7、 3-12 

ホイール . 8-16、 8-21 

















































さ < いん 


方向指示 .3-56 

ボンネット .3-34 

曰 

マイク□フィルター . 己-己 

ミラー .3-39 

メンテナンスインジケーター .3-46 

メーターパネル .3-42 

万一のとき .6-1 

□ 

雪道の走行 .7-8 

余熱ヒータースイッチ . 己-8 

4輪駆動車の運転 .4-25 

曰 

ラゲッジ ルームカバー .3-31 

ラゲッジルームランプ .5-14 

ラジオ . （別冊） 

ランプスイッチ .3-50 

リモートコント□-ル機能 .3-2 


リモートコント□—ルの電池交換 .3-4 

リアエアコンディシヨナー停止スイッチ••••己-8 

リアコント□—ルパネル . 己-9 

リアサイドバッグ .2-7 

リアシート .3-9 

リァ送風 □. 己-1日 

リアデフォッガー .3-59 

リアフォグランプ .3-54 

リアルームランプ . 己-13 

ルームミラー .3-41 

ルーム ランプ . 己- 1 ] 

ルームランプスイッチ . 己-12 

冷却水 . 8-6、 8-21 

□ケイターライティング .3-3 

□—レンジモード .4-14 


B 

ワイパー .3-57 



ABS. 

AC オフスイッチ 
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2-18 
-己-8 


































さ < いん 


回 

目 AS (ブレーキアシスト） .2-21 

曰 

EBV.2-20 

ESP OFF スイッチ .2-2 己 

ETS (エレクト□ニック-トラクション- 
ヴポート） .2-26 

D 

IS 日円X対応チャイルドセーフティシート 
固定リング .2-17 

曰 

SRS エアノくッグ .2-7 

□ 

Vベルト .8-7 
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"ESP®" はダイムラークライスラー（株）の登録商標でず。 

※この取扱説日月書の内容は、2004年7月現在のをのです。 
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